
図　面　番　号 図　　　名 図　面　番　号 図　　　名図　　　名図　面　番　号

図　面　リ　ス　ト　

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－２２

建築改修工事特記仕様書１

建築改修工事特記仕様書２

建築改修工事特記仕様書３

建築改修工事特記仕様書４

建築改修工事特記仕様書５

建築改修工事特記仕様書６

配置図・仮設計画図

改修前　１階平面図

改修前　立面図

改修後　立面図

改修後　２階平面図

仕上表１

仕上表２

改修後　１階平面図

改修前　２階平面図

改修前・改修後　断面図

改修前・改修後　断面詳細図

改修前・改修後　平面詳細図２

改修前・改修後　　平面詳細図３

改修後　平面詳細図１・展開図１

改修後　展開図２

改修前・改修後　展開図３

Ａ－２８

Ａ－２９

Ａ－３０

Ａ－３１

Ａ－３２

Ａ－３３

Ａ－２７

Ａ－２６

Ａ－３４

Ａ－３５

Ａ－３６

Ａ－３７

改修後　平面詳細図５・展開図７

建具平面図

建具表１

建具表２

建具表３

体育器具図　２

体育器具図　３

体育器具図　４

劣化箇所現状　１階平面図

劣化箇所現状　２階平面図

体育器具図　１

体育室床断面構成図

劣化箇所現状　立面図Ａ－３８

Ａ－３９ 外　構　図

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

凡例・衛生器具表　換気機器表

機械設備　配置図

機械設備　平面図(改修前)

機械設備　平面図(改修後)

機械設備工事　特記仕様書

Ｍ－０６ 機械設備　平面詳細図（改修前・改修後）

Ｍ－０７

Ｍ－０８

Ａ－２３ 改修前・改修後　展開図４

Ａ－２４

Ａ－２５

改修前・改修後　展開図５

改修後　平面詳細図４・展開図６

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事

（建築主体工事）

機械設備　加圧ポンプ図　１　

機械設備　加圧ポンプ図　２　



SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

　　（４）特記事項に記載の（　．　．）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

品質計画等３

工事実績情報の登録２

適用基準等１

施工条件５

電気保安技術者４

１．共通仕様

２．特記仕様

９　環境配慮改修工事

　　耐震改修工事

８　耐震改修範囲以外の躯体改修工事

７　塗装改修工事

５　建具改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

４　外壁改修工事

　　塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

６　内装改修工事

　　外壁改修工事

３　防水改修工事

２　仮設工事

工事項目

工事種目

　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目はすべ

　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

５．工事範囲

２．敷地面積

１．工事場所

　　　て今回工事範囲とする。

　　（５）特記事項に記載の（別２－　．）は、標仕の｢別図２　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状｣の該当項目を示す。

　　（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

　　（６）　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

章 項　　目

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築改修工事仕様

仕　様　書

　　　　　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　　印と※印の付いた場合は、ともに適用する。

　　（２）特記事項は、　印の付いたものを適用する。

一
般

共
通

事
項

１

　　（３）特記事項に記載の［　　．　．］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・
・

・１００形

・

１．６

２．０

１．８

最小呼称肉厚（ｍｍ）

・３５０形

・２５０形

・３００形

・Ｂ－２種

　　　Ｂ－１種

※Ａ－１又は

役物は本体製造所の仕様に

コーナー部、突当り部等の

る。

間隔は図示によ

※固定方法及び

　（　　　　）

備　考固定間隔表面処理種　類

・ＳⅠ－Ｍ３

・ＳⅠ－Ｍ１　　・ＳⅠ－Ｍ２

・ＳⅠ－Ｆ１　・ＳⅠ－Ｆ２

・Ｍ４ＳⅠ工法

・Ｓ３ＳⅠ工法

・Ｓ－Ｍ１　　　・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１　　　・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｆ１　　・Ｓ－Ｆ２

・Ｍ４Ｓ工法

・Ｓ３Ｓ工法

・Ｓ４Ｓ工法

・Ｐ０Ｓ工法

・カラー

・シルバー ※非歩行

使用分類仕上げ塗料塗り新規防水層の種別防水改修工法の種類

シーリング材の種類　　　※下表以外は、改修標仕表３．７．１による

　・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法　　　　

シーリング改修工法の種類　　

シーリング材の種類（記号）施工箇所

　　　※行う（施工箇所　※改修標仕表３．８．５による　　・　　　　　　　　　　　　　）

鋼管製といの防露巻き

といの材種

ｍ　当たり１箇所

・立上り部脱気型

・平場部脱気型
（　　）

・ステンレス鋼　・銅

・合成ゴム　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス鋼　　　　・鋳鉄

・ポリエチレン樹脂　　・ＡＢＳ樹脂

設置数量材　質種　類

・カラー

・シルバー

・Ｘ－１　※Ｘ－２

仕上げ塗料塗り新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

・Ｌ４Ｘ工法

・Ｐ０Ｘ工法

・Ｍ３ＡＳⅠ工法

・Ｍ４ＡＳ工法

・ＡＳⅠ－１　・ＡＳⅠ－２

・Ｐ０ＡＳⅠ工法

・Ｍ４ＡＳⅠ工法

・ＡＳ－４　・ＡＳ－５　・ＡＳ－６

・ＡＳ－１　・ＡＳ－２　・ＡＳ－３

・Ｐ０ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳ工法

厚さ（ｍｍ）新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

立上り部の保護材

・Ｓ－Ｆ１　　・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ３

・Ｓ－Ｍ３

ｍ　当たり１箇所（　　）

　　　・硬質塩化ビニル管（・ＶＰ　・ＲＦ－ＶＰ　　　）

ルーフドレン

・ろく屋根用（・たて形　・横形）

種　別

・バルコニー中継用

・バルコニー用

施工箇所

よる。

・かん合形

・はぜ締め形

形　式

※塗装溶融５５％アル※重ね形

軒先面戸板 断熱材 耐火性能形状（ｍｍ） 材料（規格等）

　ミニウム－亜鉛合金

　めっき鋼板及び鋼帯

　（ＣＧＬＣＣＲ－２０－

山高（　　　）

山ピッチ

　（　　　　）

板厚

　　※０．６　・０．８

※あり

・なし

※あり

　種別

※３０分

・なし

　厚さ

　ＡＺ１５０）

　防火性能

　　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック

　　　　　　　　　　（見え隠れ部分）

施工箇所

・ＳⅠ－Ｍ１　　・ＳⅠ－Ｍ２

・ＳⅠ－Ｆ１　・ＳⅠ－Ｆ２

・Ｓ４ＳⅠ工法

・Ｐ０ＳⅠ工法

・ＳⅠ－Ｍ３

　　　　　　　エッジング材張り　　　　・適用する

・なし

２

２

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示　　・　

　　　※配管用鋼管

ブリッジ工法　ボンドブレーカー張り　　・適用する

※Ｘ－１　・Ｘ－２

（２）による　　　※図示　・標仕１３．５．３（ｄ）

たてどい受金物の取付け

といの掃除口　　※あり（図示）　　・なし

　　　防露材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

接着性試験　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　）

脱気装置　　※設けない　・設ける

脱気装置　　・設ける　・設けない

目地処理　ＰＣコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※設けない　・設ける

Ｍ３ＡＳ、Ｐ０ＡＳ、Ｍ３ＡＳⅠ、Ｍ４ＡＳⅠ及びＰ０ＡＳⅠの脱気装置

Ｍ３ＡＳⅠ、Ｍ４ＡＳⅠ及びＰ０ＡＳⅠ工法の防湿層　　・設ける　・設けない

　・コンクリート

　・れんが　　　　※ＪＩＳ　Ｒ　１２５０によるもの

　・乾式保護材　　※押出成形セメント板（厚さ１５ｍｍ）　　・　

Ｇ

シート防水

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

５

ルーフィング

合成高分子系

８ シーリング

折板葺

とい９

脱気装置７

塗膜防水６

断熱工法の断熱材

・Ｐ１ＢⅠ工法　・Ｔ１ＢⅠ工法

・保全に関する資料　提出部数　　※２部　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※１部　・　　部

　　　　　　　　　及び計画書とする。

　※作成する

・完成図

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

設計ＧＬ

設備工事との取合い

完成時の提出図書

１５

１４

４

シート防水

改質アスファルト

（保護層は図示による）

・Ｅ－１　　※Ｅ－２

・Ｄ－１　　※Ｄ－２

・Ｃ－１　　※Ｃ－２

・Ａ－１　　※Ａ－２

・ＡⅠ－１　※ＡⅠ－２

・Ｐ１Ｅ工法　　・Ｐ２Ｅ工法

・Ｍ３Ｄ工法　　　・Ｐ０Ｄ工法

・Ｍ４Ｃ工法

・Ｐ２Ａ工法

・Ｐ２ＡⅠ工法

屋内

防水

・ＢⅠ－１　※ＢⅠ－２

・Ｐ１Ｂ工法

防水改修工法の種類 施工箇所新規防水層の種別

アスファルト防水３

工事用電力６

工事用水５

　　　　　防護シート　　※設置する　・設置しない

足場その他１

　報告の様式等については、現場説明書による。

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

技能検定作業

化学物質の濃度測定１２

技能士１１

チレンの濃度を測定し、報告する。

植栽工事

石工事

コンクリートブロッ

耐震改修工事

塗装改修工事

内装改修工事

建具改修工事

外壁改修工事

防水改修工事

適用工事種別

・

ク・ＡＬＣパネル工事

・

既存防水層の処理１

既存防水層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　）

立上り部の防水層撤去

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

　・行う（・Ｍ４ＡＳ　・Ｍ４ＡＳⅠ　・Ｍ４Ｃ　・Ｍ４ＤⅠ　・Ｌ４Ｘ）

既存下地の補修２

・Ｐ０ＤⅠ工法　・Ｍ３ＤⅠ工法 ・ＤⅠ－１　※ＤⅠ－２

　・行う（・Ｐ０Ｓ（機械）　・Ｐ０ＳⅠ（機械）　・Ｍ４Ｓ　・Ｍ４ＳⅠ

　　　　　・Ｓ４Ｓ（機械）　・Ｓ４ＳⅠ（機械））

改修用ドレン

・Ｍ４ＤⅠ工法

特　　記　　事　　項

仮
設

工
事

防
水

改
修

工
事

３

０

保
護

防
水

露
出

防
水

・工事写真の撮り方（改訂第２版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成１７年版）

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成１８年版）

　　　　　種別　　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

　測定対象室　　　・図示　　　　　・　

　測定箇所数　　　・図示　　　　　・　

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ（ｍｍ）　・　

　※押出法ポリスチレンフォーム３種ｂスキン層付き　　厚さ（ｍｍ）　※２５　・　

・Ｂ－１　　※Ｂ－２

　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示　・　

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　・　

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　・　

下記以外は現場説明書による。

※施工計画書　　　　提出部数　※１部　・　　部

既存保護層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　）

既存下地の補修箇所、範囲、数量等　　※図示　・　

アスファルト補修の材料　　※ＪＩＳ　Ｋ　２２０７による３種　・　

　・設ける（・Ｐ０ＡＳ　・Ｐ０ＡＳⅠ　・Ｐ０Ｄ　・Ｐ０ＤⅠ　・Ｐ０Ｓ　・Ｐ０ＳⅠ　・Ｐ０Ｘ）

アスファルトの種類　　※３種　・４種

Ｍ３Ｄ、Ｐ０Ｄ、Ｐ０ＤⅠ、Ｍ３ＤⅠ及びＭ４ＤⅠ工法の脱気装置　　※設ける　・設けない

　・要　　　・不要

　・積雪区分　平１２建告第１４５５号　別表（　　）

　※地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

　※風速　Ｖ　＝（　　　）ｍ／ｓ（平１２建告第１４５４号第２）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

※適用する

　着工前の測定　　・行う

　・既存図面修正

※図示　・　

３．工事内容

１０　耐震補強に伴う工事

建　築 電　気 機　械

内部足場　種別　　※きゃたつ、足場板等　・　枠組足場

［１．１．４］

［１．２．２］

［１．３．３］

［１．３．５］

［３．３．３］

［３．３．２］

［３．２．２］［３．３．２］

［３．３．２､３］［表３．１．１］［表３．３．３～１０］

［３．２．６］

［３．２．２］

［３．２．６］

［表３．１．１］

［３．２．４］

［３．２．３］

［１．８．１～３］［表１．８．１］

［１．６．９］

［１．６．２］ ［３．３．２］

［３．４．２､３］［表３．１．１］［表３．４．１～３］

［表３．４．３］

［３．４．３］

［３．５．２､３］［表３．１．１］［表３．５．１］

［３．５．３］

［３．５．４］

［３．６．２､３］［表３．１．１］［表３．６．１］

［３．６．３］

［３．３．３］［３．４．３］［３．５．３］［３．６．３］

［３．１．４］［表３．１．２］

［３．７．２］［表３．７．１］

［３．７．７］

［３．７．８］

［３．８．２］［表３．８．１］

［３．８．２､３］［表３．８．４､５］

［３．８．３］

［３．８．３］［表３．８．１］

［３．９．２］［表３．９．１］

［３．９．３］

（１３．３．２､３）（表１３．２．１）

　　（　　　　　）時間

　　（　　　　　）ｍｍ

　　（　　　　　）

・造園工事作業

・石張り作業

・エーエルシーパネル工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・構造物鉄工作業　・とび作業　

・鉄筋組立作業　・型枠工事作業　・コンクリート圧送工事作業

・建築塗装作業

・鋼製下地工事作業　・左官作業　・タイル張り作業

・ボード仕上げ工事作業　・壁装作業　・大工工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・自動ドア施工作業

・ビル用サッシ工事作業　・ガラス工事作業

・左官作業　・タイル張り作業　・建築塗装作業

・左官作業　・内外装板金作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業・合成ゴム系シート防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業・セメント系防水工事作業

１０

１１

アルミニウム製笠木

・

ＲＣ造２階建　延面積　　１，３４８　㎡　　

大規模改修工事

・外壁改修工事

・床工事

・床改修工事に伴う施設改修工事

・内部改修工事

・放送設備改修工事

・その他改修工事

建築改修工事特記仕様書１ Ａ－０１

令和　　年　　月（全　　　枚）

・鋼製建具改修工事（アルミサッシ：カバー工法）

・トイレ全面改修工事（一部新設）

　　　種類　　　※改修標仕表１．８．１による。ただし、種類は当該工事で該当する図面、表

　　　提出部数　　　※各２部　　　・　　部（Ａ３版第二原図及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

　　書（建築工事編）（最新版）」（以下｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は、

　　う。）による。

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下「標仕｣とい

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

伊賀市上野丸之内　地内

特別な材料の工法９

材料の品質等８

発生材の処理等６

環境への配慮７

施工数量調査１０ 調査範囲及び調査方法　　※図示

る工法とする。

ものとする。

　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定す

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ

又はＪＡＳのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品

質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただ

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　のとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

し、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　・特別管理産業廃棄物　　　　　　（・廃石綿　・ＰＣＢ含有物　・　　　　　　）

　・発注者に引渡しを要するもの　　（・金属類　・　　　　　　　　　　　　　）

　・現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

化学物質を放散させる建築材料等

　　　規制対象外

　　　第三種

該当する材料

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　・　

　・ＰＣＢ含有シーリング材の処理

　・再資源化を図るもの　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　除去範囲　　　※図示　・　

　　　　分析個数　　　計（　　　）箇所

　　　　採取箇所　　　※図示　・　

　　　　採取箇所数　　計（　　　）箇所

［１．３．８］

［１．３．８］

［１．３．８］

［１．３．８］

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムア

　　　　　ルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放

　　　　　散が極めて少ないものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しな

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチ

　　　　　ルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させな

　　　　　いか、放散が極めて少ないものとする。

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その

　　　　　他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものと

　　　　　する。

ホルムアルデヒド放散量

　①　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　②　建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣

　　　認定品

　③　下記表示のあるＪＡＳ規格品

　ａ．接着剤等不使用

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　放散しない材料使用

　　　　　放散しない塗料使用

　　　　　放散しない塗料等使用

　①　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　②　建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣

　　　認定品

［１．４．２］

［１．５．２］

［１．５．３］

［１．４．１］

　　・第一次判定：現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　・第二次判定：専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

　　・除去処理工事

木材・コンクリートがら

仮設工事は７月上旬　以降とする。

内部工事着手は７月中旬　以降とする。

　現地調査は上記によらない。

　・施工時期　

１３

構内既存の施設　※利用できない・利用できる（※有償・無償）

構内既存の施設　※利用できない・利用できる（※有償・無償）

外部足場

材料、撤去材等の運搬方法・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種 ［２．２．１］［表２．２．２］

［２．２．１］［表２．２．１］

［２．２．１］

※本工事で設置する仮囲い、鉄板、足場等の仮設物は別途発注の電気設備工事業者へ無償

（電気工事と調整を行う事）

（電気工事と調整を行う事）

※設ける

　・既存建物内の一部を使用する

・設けない

［２．４．１］4

※せっこうボード（※９．５　・　　　　）

・合板（※９．０　・　　　　） 厚さ　　ｍｍ

仕上材（厚さ　ｍｍ）

・あり

※なし

・片面

※なし

塗　装充填材

仮設扉

※Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

※軽量鉄骨

防炎シート

下　地種　別

仮設間仕切り等の種別仮設間仕切り３

※片面フラッシュ程度　・　

※合板張り程度　・　

［２．３．２］［表２．３．１］

固定家具等の移動　　※行わない　　　　・行う（図示）

既存家具等の養生　　※ビニルシート等　・　

既存部分の養生　　　※ビニルシート等　・　既存部分の養生２ ［２．３．１］

利用させること。

２

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

現場事務所

　・構内に新設する



Ａ－０２
SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

建築改修工事特記仕様書２

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・既製調合モルタル

　（２）対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　（２）対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　（１）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　　　　製造後６箇月間保存したのちであっても、上記の品質性能の各項目に適合していること。

　（１）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

・タイル部分張替え工法用接着剤

　（２）タイル、下地材等を侵すものでないこと。

　（３）「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」に規定された第一種特定化学物質及

　　　　び第二種特定化学物質、並びに「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」

　（１）外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

貯蔵安定性

・エポキシ樹脂モルタル

（２）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

（３）「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を

（４）形状に異常がなく、だれが生じないこと。

（１）こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上りが良好であること。

・ポリマーセメントモルタル

　種類　　合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

　（１）表面状態　だれの下がり量は５ｍｍ以内とし、ひび割れが発生していないこと。

　（３）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　（２）透水性　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

・ポリマーセメントスラリー

　粘調係数 ０．５０～１．００

　保水係数

・吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

※樹脂注入工法

　検査（コア抜取り）　　※行わない

　　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　注入材料

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ　Ａ　６０２４　低粘度形又は中粘度形）

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

ポリマーセメントモルタルの充填

　※行わない　・行う

充填材料 品質・規格等 備　考

・シーリング材

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

欠損部改修工法２

ひび割れ部改修工法１

・行う（※全面　・図示の範囲）

※樹脂注入工法　（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

・既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、３．欠損部改修工法による）

　注入材料

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ　Ａ　６０２４　低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　　※行わない

・Ｕカットシール材充填工法

充填材料

・シーリング材

　　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

備　考

ポリマーセメントモルタルの充填

　※行わない　・行う

・シール工法（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

　・パテ状エポキシ樹脂

品質・規格等

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

・既存塗り仕上材の撤去及び補修

　・可とう性エポキシ樹脂

　（※シール工法の範囲　・　　　　　　　　）

・可とう性エポキシ樹脂

３ 欠損部改修工法

品質・規格等

※行う　・行わない　・図示

塗厚２５ｍｍを超える場合の補強

既存モルタル面の欠損部

改修工法の種類 材　料

・充填工法

・モルタル塗替え工法

ポリマーセメントモルタル

改修標仕４．２．２（ｇ）による

　（形状　※図示　・　　　）

１ 既存モルタル塗りの

ひび割れ部改修工法２

浮き部改修工法

　注入口付アンカーピン

　アンカーピン

　　材質　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）、呼び径４ｍｍの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　　材質　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）、呼び径外径６ｍｍ

１ 既存タイル張りの

２ ひび割れ部改修工法

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

※樹脂注入工法　

改修箇所　　※既存タイル張り面

　　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

　　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　検査（コア抜取り）　　※行わない

　注入材料

品質・規格等 備　考

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

ポリマーセメントモルタルの充填

　※行わない　・行う

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ　Ａ　６０２４　低粘度形又は中粘度形）

・Ｕカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面）

充填材料

・シーリング材

・可とう性エポキシ樹脂

・タイル部分張替え工法

　※ポリマーセメントモルタル

　・タイル部分張替え工法用接着剤（・変成シリコーン樹脂系　・ウレタン樹脂系）

欠損部改修工法３

　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

・タイル張替え工法

下地調整２

仕上塗材仕上げ３

・注入口付アンカーピンニング

浮き部改修工法４

　注入口付アンカーピン

　アンカーピン

　　材質　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）、呼び径外径６ｍｍ

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

［４．１．４］［４．４．１０～１５］［表４．４．３､４］

［４．１．４］［４．５．８］

［４．５．８］［表４．５．１］

［４．１．４］［４．２．２］［４．５．７］

［４．２．２］

［４．３．４］

［４．１．４］［４．２．２］［４．３．５］［４．５．６］

［４．１．４］［４．３．４］［４．５．５］

［４．２．２］

［４．３．４］

［４．１．４］［４．５．９～１５］［表４．４．３､４］

［４．２．２］

［４．２．２］

［４．２．２］

［４．２．２］

［４．１．４］［４．２．２］［４．３．６］

［４．１．４］［４．２．２］［４．３．７］

［４．３．４］

［４．１．４］［４．２．２］［４．３．５］

［４．２．２］

［４．１．４］［４．３．４］

温冷繰返し後

０．４０以上

標準時

７０．０以上 １．８０程度 ０．６０程度

接着強さ（Ｎ／ｍｍ　）保水率 単位容積質量

（％） （ｋｇ／　　） （％）

０．２０以下

長さ変化率

（Ｎ／ｍｍ　）

４．０以上

曲げ強さ

３０．０以上 ３．０以下

硬化収縮率初期硬化性

標準２．０以上

比重
押出し性 スランプ 引張強さ加熱減量

（秒） （ｍｍ）

３．０以下 ５．０以下

　１０．０％以上

６０以下
表示値

２５以上２５以上３５以上３５以上３５以上

０．４０以上０．４０以上０．６０以上０．６０以上０．６０以上

熱劣化アルカリ温水低温高温標準

伸び（％）

引張強さ（Ｎ／ｍｍ　）

皮膜物性

標準 低温硬化 アルカリ温水 凍結融解 熱劣化接着強さ

５０以上５０以上５０以上５０以上７５以上

０．４０以上０．４０以上０．４０以上０．４０以上０．６０以上

凝集破壊率（％）

強度（Ｎ／ｍｍ　）

耐熱性

曲げ強さ（Ｎ／ｍｍ　）圧縮強さ（Ｎ／ｍｍ　）接着強さ（Ｎ／ｍｍ　）

１．０以上 ２０．０以上 １０．０以上

曲げ強さ

（Ｎ／ｍｍ　）

圧縮強さ

（Ｎ／ｍｍ　） 標準時

接着強さ　（Ｎ／ｍｍ　）

湿潤時 低温時

６．０以上 ２０．０以上 １．０以上 ０．８以上 ０．５以上

吸水性曲げ性能引張接着性

（材齢２８日）（収縮）

長さ変化率広がり速度

（ｃｍ／ｓ） （材齢２８日）

（％）

（７２時間） （劣化曲げ強さ）

全固形分（％） 接着強度（Ｎ／ｍｍ　） 界面破断率（％）

５０以下０．９８以上３０分間で１以下表示値±１．０以内

・

・

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

※１００～２００

※２００～３００

※５０～１００

※１５０～２５０

・

・

０．２以上～１．０未満

０．２以上～０．３未満

０．５以上～１．０未満

０．３以上～０．５未満

注入工法の種類 ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ） 注入量（ｍ　　／ｍ） 備　考

注入工法の種類

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

ひび割れ幅（ｍｍ）

０．２以上～１．０未満

０．２以上～０．３未満

０．５以上～１．０未満

０．３以上～０．５未満

・

・

※５０～１００

・

・

注入口間隔（ｍｍ）

※１００～２００

※２００～３００

※１５０～２５０

備　考

注入工法の種類

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・

・

※４０　　

※７０　　

※１３０　　

備　考

０．３以上～０．５未満

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・

ひび割れ幅（ｍｍ）

０．２以上～１．０未満

０．２以上～０．３未満 ※５０～１００

注入口間隔（ｍｍ）

※１００～２００

※２００～３００

・

※１５０～２５００．５以上～１．０未満

　　材質　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）、呼び径４ｍｍの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　　　　に規定された第一種有機溶剤を使用しないこと。

　　　使用しないこと。

撤去

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

（モルタルを撤去しない場合）

改修工法の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

指定部

※１３

※１３

※２５※１６

※１６

※１６

※１６

※９

※９

※９

※２０

※２０

指定部

・

・

・

・

・

・

・

・

※１２

※１２

※１６

※１６

※９

※９

※２０

※２０

・

・

・

充填量

又は注入量

※２５

※２５

※２５

※２５

※５０

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

（本／ｍ　） （箇所／ｍ　）

　　撤去範囲　　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ撤去

［４．１．４］［４．４．２］［４．４．５］

［４．１．４］［４．２．２］［４．４．６］

［４．１．４］［４．２．２］［４．４．７］

［４．４．２］［４．６．３］

［４．１．４］［４．４．８､９］

　（４）試験方法は、ＪＩＳ　Ａ　６０２４（建築補修用注入エポキシ樹脂）に準ずる。

±０．１０
　低温性　１．０以上

　加熱劣化１．０以上

　常温物性３０．０以上

　低温性　３０．０以上

　加熱劣化３０．０以上

　最大引張応力

　破断時の伸び

伸び
引張接着性

　適用範囲　　張替え面積が比較的小さく、下地モルタルが健全な場所に用いる。

　樹脂の種類　変成シリコーン樹脂系、ウレタン樹脂系

　（４）ポリマーセメントモルタルに用いる高分子エマルションは、常温常湿において製造後

３以上 ３以下 ０．５以上 ５．０以上 １５％以下

既製目地材

・適用する

（箇所／ｍ　　）一般部

・

・

一般部

※５０

・

　注入工法

※１３０　　

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー

（モルタルを撤去しない場合）

改修工法の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

指定部

※１３

※１３

※２５※１６

※１６

※１６

※１６

※９

※９

※９

※２０

※２０

指定部

・

・

・

・

・

・

・

・

※１２

※１２

※１６

※１６

※９

※９

※２０

※２０

・

・

・

充填量

又は注入量

※２５

※２５

※２５

※２５

※５０

注入口の箇所数

（本／ｍ　） （箇所／ｍ　）

（箇所／ｍ　　）一般部

・

・

一般部

※５０

・

　注入工法

　注入工法

・ ・

※１６※９

・ ・

※１６※９

・

※５０

１ 既存塗膜等の除去

及び下地処理

［１．５．２］

　　　　錆汁の流出の有無を調査する。

　（１）ひび割れの幅及び長さを壁面に表示し、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

　　　　面に表示し、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　（４）塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁

　（３）コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　（２）モルタル塗り仕上げ及びタイル張り仕上げについては、浮き部分を表面に表示し、

調査内容

　　　　欠損部の形状寸法等を調査する。

（％）

（一液形のみ）

質量の変化が５％以内で、かつ、均質で異物が認められないこと。

ＪＩＳ　Ａ　５５５７の試験において、８０℃で４週間１ｋｇの重りで安定してい

ること。

混練終結確認容易性

（二液形のみ）

混練終結時の色が明瞭であること。

ずれ抵抗性 ずれが生じないこと。

５０．０以上標準６．０以上

曲げ強さ圧縮強さ接着強さ（標準）

タイルの種類

　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする。

　タイルの見本焼き　　※行わない　・行う

　外装タイル　　　　　※密着張り　　・改良積上げ張り　・改良圧着張り　

　タイルの試験張り　　※行わない　　・行う

タイル張り

壁タイル張りの工法

５

目地改修工法６

・伸縮調整目地改修工法

・目地ひび割れ部改修工法 ［４．１．４］［４．５．１６］

［４．１．４］［４．５．１６］

［３．７．２］［表３．７．１］

［４．２．２］［４．５．７､８］

［４．５．７､８］［表４．５．３］

形状寸法

（ｍｍ） あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色
備考

再生材の

適用
施工箇所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

あり なし

耐凍害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率

ⅢⅠ Ⅱ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無ゆう施ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　　既製調合モルタル　　・使用する

［４．２．２］

アンカーピンの本数

２２

２

２

２２

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

耐久性

５．０以上

２ ２

２

２２

２

２

２

２２

２

２

２ ２（Ｎ／ｍｍ　） （Ｎ／ｍｍ　） （Ｎ／ｍｍ　） （Ｎ／ｍｍ　） （％）

　（３）常温常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造所の指定する期間又は

（％） （％）（Ｎ／ｍｍ　）

　（３）常温常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造所の指定する期間又は製造後

　　　　６箇月間保存したのちであっても、上記の品質性能の各項目に適合していること。

　（４）常温常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造後６箇月間保存しても上記の品

　　　　質性能に適合していること。

（５）常温常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造後６箇月間保存しても上記の品

　　　質性能に適合していること。

　　　　　６箇月間保存しても変質しないこと。

吸水量（ｇ）

（Ｎ／ｍｍ　）　 （Ｎ／ｍｍ　）　２ ２ （Ｎ／ｍｍ　）　２

・Ｕカットシール材充填工法

注入量（ｍ　　／ｍ）

注入量（ｍ　　／ｍ）

　１．０　Ｎ／ｍｍ　以上２

　　　　シーリング用材料

　　　　　　種類　※改修標仕表３．７．１による

調査範囲　　※外壁改修範囲　・図示の範囲

０．３５～０．５５

　　位置　　※改修標仕表４．５．１による　・図示

　　　　　　・　

　　　　　　・　

　　・　

　　・　

・シール工法

※充填工法

　　・　

※１３０　　・　

※４０　　・　

※７０　　・　

※１３０　　・　

※１３０　　・　

※４０　　・　

※７０　　・　

※１３０　　・　

調査報告書の部数　　　※２部　　・　

　常温物性１．０以上

　注入工法

　全面ポリマーセメントスラリー

Ｇ

種　類 呼び名

・薄付け仕上塗材

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・複層仕上塗材

・可とう形改修用仕上塗材

・複層塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする。

防火材料の指定

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

　　　　・防水形仕上げ塗材主材を使用

仕上塗材の種類、仕上げの形状等

［４．２．２］

［４．２．２］［４．６．４］

［４．１．４］［４．２．２］［表４．２．３､４］

　溶媒　※水系　・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

防水形の増塗材　※行う

仕上げの形状等

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波状　・凹凸状

耐候性　※耐候形３種　　

上塗材

　砂壁状

・

・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

処理範囲 下地面の補修

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工　法

※サンダー工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・

・高圧水洗工法

　　加圧力

［４．６．３］［表４．６．２～５］

［４．２．２］

　　　※５０ＭＰａ程度

　塗膜はく離剤の種類　　・　

材料　　※下地調整塗材

　　　　・ポリマーセメントモルタル

※既存仕上面全体　・　

※既存仕上面全体　・　

※既存仕上面全体　・　

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

　　　・　

改修材料２

施工数量調査１

外
壁
改
修
工
事
　
共
通
事
項

４ ４－１

４－２

４－３ ４－４

４



Ａ－０３
SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

建築改修工事特記仕様書３

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

・発泡複層ビニル
床シート

・　体育室 ・　木目調

性能：緩衝作用（U）15～50　重力加速度（G）100以下 滑り抵抗係数　0.4以上※注記１

（グラスハイバー層入り、ウレタンコ－ティング）

・　7.5以上

オーバーヘッドドア

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

セクション材料

　（ＳＵＳ３０４）

・ステンレス鋼板

※溶融亜鉛めっき鋼板

・バーチカル形

・ハイリフト形

・ローヘッド形

・スタンダード形

・電動式

・チェーン式

※バランス式

ガイドレールの材質収納形式開閉方式

重量シャッター

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

開閉形式　　　　※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製ＳＵＳ３０４（厚さ１．５ｍｍ）

耐風圧性能（　　　）Ｎ／ｍ

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

スラット　材質　※ＪＩＳ　Ｇ　３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

シャッターの種類

耐風圧性能（　　　）Ｎ／ｍ

耐風圧性能（　　　）Ｎ／ｍ

軽量シャッター

ガラス１５

危害防止機構　　※障害物感知装置　（自動閉鎖型）

［５．１．３］

　　　　・　製造所標準仕様による

木製建具

　※規制対象外　　・第三種

建具用金物９

ふすまの上張り

性能　　※　改修標仕５．８．３による

鋼製建具５

鋼製軽量建具６ 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

ステンレス製建具７ 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

自動ドア開閉装置

表面処理

　屋内建具

網戸

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

※図示

耐風圧性 気密性 水密性 施工箇所

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

※Ａ－３

・　　　

　Ａ－４

・

　Ｗ－５

・　　

枠見込み（ｍｍ）

　１００

※７０

改修工法１

見本の製作等

アルミニウム製建具４

　外部に面する建具

種　別

適用箇所かぶせ工法 撤去工法

・外部

・

・内部

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

建具の種類

・アルミニウム製建具

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

防犯建物部品３

※Ｗ－４

　　※Ｃ－１種　　・Ｃ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　・鳥の子

鍵

鍵箱

センサーの種類ドアの種類

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　※光線（反射）スイッチ

・熱線スイッチ　　　・音波スイッチ

・光電スイッチ　　　・電波スイッチ

　種類　・ＳＳＬＤ－１　・ＳＳＬＤ－２

　　　　・ＤＳＬＤ－１　・ＤＳＬＤ－２

　種類　・ＳＷＤ－１　　・ＳＷＤ－２

・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ　　・多機能便所スイッチ

　　　　・　製造所標準仕様による

　　　　　　　　・鋼板

性　能

５

建
具

改
修

工
事

２

２

２

２

２

表面仕上げ　　※ＨＬ　　・鏡面　・　

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強あり）

　形式　　・３０組用　・６０組用　・１２０組用　・　

※建具表による　　・図示

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

・適用する（適用箇所は建具表による）

性能等級等

　防音ドアセット、防音サッシ　　・適用する　遮音性の等級（　　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　・適用する　断熱性の等級（　　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

　外部に面する建具

　　　※Ｂ－１種　　・Ｂ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

建物内部の木製建具に使用する表面材（合板）及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　マスターキー　　※製作する　・製作しない

　市販品

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

材料　　※　ＳＵＳ３０４、アルミニウム製等防錆性能を有するもの

耐風圧性能（　　　）Ｎ／ｍ

［５．２．２］［表５．２．１］

［５．１．７］

［５．１．５］

［５．２．４］［表５．２．２］

［５．２．３］

　防虫網の材種　　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（ＳＵＳ３１６）

　形式　　　　　　※外部可動式　・固定式

［５．３．２］［表５．３．１］

［５．３．２］［表５．２．１］

［５．３．２］［表５．３．１］

［５．３．２］［表５．２．１］

［５．４．２］

［５．５．５］

［５．５．４］

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　　）

（表１６．６．３）

（１６．６．２）

［５．６．４］

［５．６．４］

（１６．６．２）

［５．７．２､３］［表５．７．１～３］１０

１１

１２

１３

１４

自閉式上吊り引戸装置 ［５．８．２］

［５．７．３］

［５．９．２］

［５．８．３］［表５．８．１］

［５．９．２］［表５．９．１］

［５．１０．２］［表５．１０．１］

［５．９．２］

［５．９．２］

［５．１０．３］

［５．１０．４］

［表５．１０．２］

　　　　　　　　　又はＪＩＳ　Ｇ　３３１８（塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

［５．１１．２､３］

８

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ（ｍｍ）　・　

防腐、防蟻処理７

集成材等５

２

下地補修

既存床の撤去並びに

４ 木材

３

下地補修

既存壁の撤去並びに

１ 改修範囲

種　類 張り面

第２種

ガラス用フィルム

名　称 性能値

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

※シーリング材　

※シーリング材　

材　種

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

色　調

※クリア　・熱線反射

厚さ（ｍｍ）

・ガラスブロック

防火認定

※なし

・あり

・

呼び寸法（ｍｍ）表面形状

・正方形

・長方形

・ ・

床張り用合板及び６

その他の合板

６

内
装

改
修

工
事

　品質ＪＩＳ　Ａ　５７５９による

※ガラス飛散防止フィルム ※内張り　・外張り 飛散防止率　Ｄ１

ガラス留め材

・乳白色　・カラー（　　　　）

板ガラスの種類、厚さ等は建具表による

　厚さ（ｍｍ）　　・　

パイル長さ（ｍｍ） 備　考

・グリッパー工法

※全面接着工法

工　法

・ループパイル

・レベルループパイル

・カットパイル

パイル形状

※６．５

種　類パイル形状 寸法（ｍｍ）

※５００×５００

備　考総厚さ（ｍｍ）

・

・カット、ループ併用

・・第二種

※第一種

・カットパイル

※ループパイル

［６．１０．２､３］［表６．１０．１～７］

［６．９．３］［表６．９．１］

［６．９．３､４］［表６．９．２］

［６．９．３､４］

［６．８．２］

［６．６．４］

［６．６．４］

［６．６．２］［表６．６．１］

１２ カーペット敷き

合成樹脂塗床１３

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

仕上げの種類

・防滑仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　別

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材

織じゅうたん

※無地

備　考色柄等

・柄物

パイル形状種　別

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

タイルカーペット

タフテッドカーペット

ビニル床シート、１１

軽量鉄骨壁下地１０

軽量鉄骨天井下地

接着剤８

　壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール

寸法（ｍｍ）樹種名

［６．１０．２］

構造用集成材

接着性能材面の品質強度等級品　名施工箇所

・使用環境Ａ

・使用環境Ｂ

・１種

・３種

寸法（ｍｍ）樹種名

構造用単板積層材

接着性能施工箇所 曲げ性能

・使用環境２

寸法（ｍｍ）樹種名

造作用集成材

施工箇所 見付け材面の品質

※１等　・２等

寸法（ｍｍ）
見付け材面の

化粧ばり造作用集成材

心材の樹種名施工箇所
化粧薄板の

品質樹種名

化粧薄板の

厚さ（ｍｍ）

寸法（ｍｍ）表面の品質

単板積層材

施工箇所 防虫処理

・する

・しない・塗装加工

・化粧加工しない

その他の
防虫処理

普通合板

板面の品質
接着の表板の厚さ

施工箇所

※１類

・１類

・２類

構造用合板

（ｍｍ） 樹種名 程度 処理

・難燃処理

難燃処理

・防炎処理

・する

・しない

・する

・しない

５．５（床）

（壁、天井） ・ラワン

・しな

・２類

防虫処理板面の品質接着の程度
表板の厚さ

施工箇所

・特類

（ｍｍ） 樹種名

１２．０（床）

針葉樹　※Ｃ－Ｄ

・する

・しない・

※Ｃ－Ｄ

等級

・１級

※２級※１類

その他の処理防虫処理

天然木化粧合板

接着の程度
化粧板の厚さ

施工箇所

・１類

（ｍｍ） 樹種名

難燃処理・する

・しない

・３．２（壁、天井）

・２類※４．２

・６．０

・しおじ

・なら

・防炎処理

その他の
防虫処理

特殊加工化粧合板

接着の
加工面

厚さ
施工箇所

・１類

（ｍｍ）

難燃処理・する

・しない

※４．０（壁、天井）

・２類・ ・両面

・表面

・防炎処理

処理程度

・オーバー

　レイ

・プリント

・Ｆ

・ＦＷ

・Ｗ

表面性能
化粧加工

の方法

・塗装 ・ＳＷ

樹脂（以下「ユリア樹脂等」という）又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルム

天井下地材における耐震性を考慮した補強 ［６．６．４］

ビニル床タイル及び

ゴム床タイル張り

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

　帯電防止　　・帯電防止性能評価値（ＪＩＳ　Ａ　１４５５）１．２以上～３．２未満

　耐動荷重　　ＪＩＳ　Ａ　１４５４による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩耗性試験、

　　　　　　　層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試

　　　　　　　験等の試験後、異常がないこと

［６．８．２］ビニル幅木

［６．８．２］ゴム床タイル

　（標準品）

織り方 帯電性

※人体帯電圧

　３ｋＶ以下

・

・カット、ループ併用

帯電性

※人体帯電圧

　３ｋＶ以下

・

ニードルパンチカーペット ［６．９．３］

帯電性

※人体帯電圧３ｋＶ

　以下（ﾌﾘｰｱｸｾｽ

・

　ﾌﾛｱ敷設範囲）

［６．９．３］

施工箇所

（内装改修工事全般）

［６．６．３､４］

［６．７．３］［表６．７．１］

［表６．７．１］

１０７

（・１等・２等・３等）

スタッド、ランナーの種類　　　　　※改修標仕表６．７．１による　・図示

・

※４～６　・　

※５～７　・　

※４　　　・　

　下敷き材　　※反毛フェルト（ＪＩＳ　Ｌ　３２０４）の第２種２号　呼び厚さ８ｍｍ　・　

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　※市松敷き　・模様流し　・　

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　※模様流し　・市松敷き　・　

　※規制対象外　　　　　・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　　）

　帯電性　　　　※人体帯電圧３ｋＶ以下　・　

　備考

　下敷き材　　※反毛フェルト（ＪＩＳ　Ｌ　３２０４）の第２種２号　呼び厚さ８ｍｍ　・　

　寸法　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ（ｍｍ）　　※２．０　・　

　高さ（ｍｍ）　　※６０　・７５　・１００

　材質　　　　　※軟質　・硬質

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ　Ａ　１４５４）１×１０　～１×１０　Ω程度

スタッドの高さが５ｍを超える場合　　※　図示

　・行う（補強箇所　　※図示　　　補強方法　　※図示）

　耐風圧性を考慮した補強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・　

　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・　

　野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　　※図示　・　

屋外の軒天井、ピロティ天井等

あと施工アンカーの引抜き試験　　・行う　・行わない

既存の埋込みインサート　　　　　・使用する　・使用しない

　屋外（・１９形　※２５形）　屋内（※１９形　・２５形）

野縁等の種類

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　※規制対象外　　　　・第三種

アルデヒド放散量

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁、床の改修範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　※壁面より両側６００ｍｍ程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示の範囲

天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

　※既存のまま

　・図示の範囲

ビニル床シート等の除去　　　※仕上材のみ（接着剤共）

　　　　　　　　　　　　　　・下地モルタル共（※図示の範囲　・除去範囲すべて）

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去工法　・目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　　　　※改修箇所の室内　・　

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　※モルタル塗り（塗厚２５ｍｍを超える場合の補強　※行う　・行わない）

　・図示

表面仕上げの程度　　　　　　　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

現場搬入時の木材の含水率　　　　※Ａ種　・Ｂ種

構造材及び下地材の品質の基準　　※改修標仕６．５．２（ａ）（２）（ｉｖ）による　・　

造作材の材面の品質の基準　　　　※Ａ種　・Ｂ種

集成材及び単板積層材のホルムアルデヒド放散量　　　　※規制対象外　　　　・第三種

※２種

・使用環境１

・使用環境Ｃ

※１等　・２等

※天然木化粧加工

合板のホルムアルデヒド放散量　　　　※規制対象外　　　　・第三種

広葉樹　・１等　※２等

防腐処理　　※行う（※改修標仕６．５．２（ｈ）（３）による　　・図示　　　　）

防蟻処理　　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防腐、防蟻処理剤の種類及び品質

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

［５．１２．５］

［５．１２．２］

［５．１２．３］

［５．１２．２］［表５．１２．１］

　防火戸のガラス留め材は、防火戸が建築基準法に基づき定められ
　又は認定を受けた条件による。

　ＪＡＳＳ１７　ガラス工事「納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員

　　改修標仕５．１２．３　以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

　に提出する。

［６．１．３］

［６．１．３］

［６．１．３］

［６．２．２］

［６．２．２］

［６．２．２］

［６．３．２］［４．４．９］

［６．５．２］［表６．５．２］

［６．５．１］［表６．５．１］

保存処理木材　　　　　　　　　　・使用する（使用箇所：　　　　　　　　　）［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

代用樹脂を使用しない箇所　　　　（　　　　　　　　　　　　　）［６．５．２］［表６．５．４］

［６．５．２］［表６．５．３］

［６．５．２］［６．１３．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．１３．２］

［６．１３．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］

［６．５．２］［６．８．２］［６．９．３］［６．１１．５､６］［６．１３．２］［６．１４．２］［６．１６．３］

９

　厚さ（ｍｍ）　　・３．０　・４．５　・６．０　・９．０

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

記号種　類 厚さ（ｍｍ）色　柄

※発泡層のないもの ※ＮＣ

・マーブル柄

※無地

［６．８．２］

・

・

・無地

※柄物

施工箇所 特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・

・

ビニル床シート

※２．５

・発泡層のあるもの

※注記１

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　） ［６．８．３］

記号種　類 厚さ（ｍｍ）色柄

※２．０　ＣＴ

・柄物

※無地

［６．８．２］

　ＣＴＳ

※無地

※無地

施工箇所 特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・

ビニル床タイル

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

　ＨＴ

　ＨＴＬ ※無地

・

・

・

※２．０

・

・

・

寸法（ｍｍ）

・３００×３００

・４５０×４５０

・３００×３００

・４５０×４５０

・３００×３００

・４５０×４５０

・

※２．０

・５００×５００

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（半硬質）

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（軟質）

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ



Ａ－０４
SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

建築改修工事特記仕様書４

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

１６トイレ床トイレ壁５０＊５０１００＊１００

※５００

・８００（不燃認定品）

※不燃布

　（巻取り型）

・垂直降下式

種　類 材　質 高さ（ｍｍ）

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込み型）

ガイドレール

・

備　考

・８００ 　※天井材張り

表面仕上げ鋼板製又はアルミ製・回転降下式 ※５００

・

※網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス ・

※５００

・

材　質 厚さ（ｍｍ） 高さ（ｍｍ）

アルミ製枠付き

備　考

・可動式

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・固定式

収納家具４３

防煙垂れ壁３８

屋内掲示板４５

４２ 洗面カウンター

くつふきマット４０

床点検口３７

流し台ユニット４１

　（３６ｄｂ以上）

・遮音タイプ

遮音性能

・一般タイプ ・手動式　　　　・電動式

・手動式　　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

操作方法

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

厚さ（ｍｍ）

・

※鋼板

・

※鋼板

表面仕上げ表面材

（※０．６　・０．８）

構造形式

・なし

・なし

防火性能

・あり※メラミン樹脂又は

・　　

・あり

・

※鋼板・

遮音性能表面仕上げ
総厚さ（ｍｍ）

パネル部の

厚さ（ｍｍ）

表面材種

　遮音性能はＪＩＳ　Ａ　６５１２の遮音性試験に準拠する。

天井点検口３６

・既存再使用する

材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・新設する

カーテンレール３４

・図示

　　表面処理　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・市販品（アルミニウム製　押出形材）

・新設する

・既存再使用する

形式　　・片引き　　・引分け（※暗幕用は３００ｍｍ以上の召合せの重ね掛けとする）

・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）カーテン３３

・１００・クロススラット※２本操作コード

ロールスクリーン３２

・８０

※２５※ギヤ式　　・コード式

・

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・１本操作コード

・操作棒式

・縦形

※横形

スラットの材質種　類形　式

・新設する

・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　）

寸法（ｍｍ）

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※白

※緑　・黒

※緑　・黒

　ボード

・ホワイト ※ほうろう

※焼付け・黒板

備　考色　彩種　類

ブラインド３１

表示３０

　ホワイトボード

黒板及び２９

　表面仕上げの壁紙張りの品質は１８壁紙張りによる。

移動間仕切２５

可動間仕切２４

階段手すり２８

階段滑り止め２７

トイレブース２６

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

ＪＩＳ　Ｒ　５２０１の試験８において

ＪＩＳ　Ｋ　６９０３による　厚さ１．２

厚さ（ｍｍ）、規格等

　　安定性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（ＪＩＳ　Ｒ　５２０１の試験９）

終結　１０時間以内

始発　１時間以上

凝結時間混合割合

　セメント重量

　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする。（ＪＩＳ　Ａ　１４０４による試験）

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

既製目地材　　※適用しない　・適用する

モルタル塗り１９

吸水調整材は、４章外壁改修工事共通事項による。

７０％以上 ９５％以下 ８０％以下

透水比吸水比曲げ及び圧縮強度比

　の５％以下

タイルの種類タイル張り２０

　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする

　タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

セルフレベリング材２１

材　質

・硬質塩ビ製

※アルミニウム製

市販品浴室天井材２２

※３００

※２００

・１００

・１００

幅（ｍｍ）

の標準品とする。

きとし、製造所

回り縁はとい付準不燃品

・木目調

※塗装品

・アルマイト処理品

※焼付け塗装品

備　考性　能表面仕上げ

　単層フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　第三種

・フローリング ・モルタル

・釘留め工法

接着工法・なら

・

※なら

緩衝材樹　種種　類

畳の種別

フローリング類下地　　厚さ（ｍｍ）　※８０　・９５　　　（不燃）

　畳表及び畳床はＶＯＣ含有量が少ないものとする

・改修標仕　　表６．５．９による床組

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地

パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量　

・ミディアムデンシティ

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・メラミン樹脂化粧板

・化粧せっこうボード（木目）

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

Ａ級二次加工品

・未研磨板（ＲＮ）　・研磨板（ＲＳ）

ＩＢ

ＨＢ

ＭＤＦ

ＧＢ－Ｄ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｒ

ＮＷ

ＨＷ

０．８ＦＫ

ＤＲ

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

種　類

備　考
無機質

防火性能施工箇所
紙

その他

（織物）

繊維

壁紙の種類

・モザイク

・グラスウール吸音ボード２号３２Ｋ ＧＷ－Ｂ

単層フローリング

・

※なら・フローリング

厚さ

・

※１５

※１５

・８

大きさ

・

・

　　　　　　　　　　　　　・オイルステインのうえワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

１．０ＦＫ

ＲＷ－Ｂ・ロックウール吸音ボード１号

・硬質木片セメント板 ＨＦ

・ハードボード（化粧） ・内装用化粧（ＤＩ）　・外装用化粧（ＤＥ）ＨＢ

ＮＦ・普通木片セメント板

・化粧パーティクルボード

　ファイバーボード

（・天井仕上　・内装仕上　・　　　　）

床目地　　　　・設ける（工法　※押し目地　・　　　　　　　）

　の水圧を

　る）

塗り ・せっこう系（施工箇所及び厚さ　　※仕上表による　・図示　・　　　　　　）

・セメント系（施工箇所及び厚さ　　※仕上表による　・図示　・　　　　　　）

形状寸法

（ｍｍ） あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色
備考

再生材の

適用
施工箇所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

あり なし

耐凍害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率

ⅢⅠ Ⅱ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無ゆう施ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

コンクリート素地面の目荒し工法（高圧水洗）　　・行う

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（ｍｍ）

・パネル構法

空調用吹出し（吸込み）パネル

コンセント等の取付け対応　　※製造所の仕様による　（コンセント本体は別途設備工事）

　コンセントの箇所数　　※図示

　配線取出し開口　　※パネル１枚につき４０×８０（ｍｍ）程度の開口１箇所以上　　・図示

表面仕上材の品質、性能は、標仕１９章による。

の開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

表面仕上材耐荷重性能

・３，０００Ｎ

・５，０００Ｎ

配線用取出しパネル

　※なし

ローリングロード性能　　※適用する　　・適用しない

表面仕上げ材

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

・

表面材の材質
形　状 材　質

※幅木

・支柱

・なし

・アルミニウム製

・ステンレス製

・標準

・Ｒ

形　状 材　質

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

脚　部 ドアエッジ

・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

材　種 端部フラットエンド

　　ビニルタイヤ入り

・約３５

・

取付け工法

※接着工法

・埋込み工法 ・なし

※集成材

取付箇所材　種

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

表面仕上げ

・６０　・４５

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

区　分

　（・両面　・片面）

・室名札

※ステンレス製

材　質

・図示

※アクリル板

※市販品・衝突防止表示

・ピクトグラフ

・扉番号

・階数表示

・建物案内板

・各階案内板

・

・

※アクリル板

・

※３０φ

・・

取付け高さ 書　体

※図示

・

※図示

・

※図示

・

※５

・

※５

・

※図示

※図示

スラットの幅

（ｍｍ）
施工箇所

防炎性能　※あり

遮光性能

※ポリエステル

材　種

・綿

・

操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・１級

・２級

・３級

寸法（ｍｍ） 備　考

・図示

・

・

施工箇所

ひだの種類 備　　考

・箱ひだ・つまひだ

・プレーンひだ・片ひだ

・

・

・フランスひだ

形　式 開閉操作 施工箇所

・電動

・ひも引き

・手引き

・シングル

・ダブル

（暗幕）

・片引き

・引分け

材　種

※アルミニウム製

・

寸　法

・一般形

・６００×６００

・ ・密閉形

形　式 外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

・４５０×４５０

材　種

※アルミニウム製

・ステンレス製

寸　法

・一般形

・結露防止形

形　式

・屋内外用

・屋内用・６００×６００

・

・４５０×４５０

・鋼製

・鋳鉄製

・密閉形

・張物用

・張物、充填兼用

・充填用

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

屋内

屋外

施工箇所 種　類 寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ）

※塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

　３００×３００

　３００×３００

　　ブロックパターンはＪＩＳ　Ｔ　９２５１による。

３９

・複合１種 ・釘留め工法

・接着工法

・

※なら

工　法樹　種種　類

天然木化粧複合フローリング

種別又は

幅　　７５以上

厚さ　８以上

長さ　９００以上

防湿処理

・防湿処理を行う

・複合２種

・複合３種

　ボード

　ブロック

　パーケット

・接着工法

　埋込み工法

・接着工法

※合成樹脂

　発泡シート

・

※合成樹脂

　発泡シート

・

※合成樹脂

　発泡シート

・

根太張用

直張用

直張用

直張用

・ ・

・

工　法

根太張用

直張用

大きさ（ｍｍ）

※合成樹脂発泡シート

又は緩衝材

・Ｂ種

・Ａ種

※Ｃ種

・

・新設する

・

（ｍｍ） （ｍｍ）

・Ａ種（ノンフロンのもの）

　１時間かけ

・１．０Ｇ

・０．６Ｇ

　耐震性能５，０００Ｎについては、平成元年建設省告示第１３２２号「耐震型フリーアクセスフロア

幅（ｍｍ）

　案内用図記号はＪＩＳ　Ｚ　８２１０による。

寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ）

直径（ｍｍ）

（２９４．０　ｋＰａ

　・　

※３０３×３０３

　複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　第三種

　　　　　　　　　種類　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

畳下地　　　　　　　　厚さ（ｍｍ）　※４０　・６５　・８０（不燃）

合板類の張付け　　・Ａ種　※Ｂ種

　※適用する　　・適用しない

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※規制対象外　　・第三種

　　溝幅×深さ（ｍｍ）　・９０×１５０　※１２０×８０　・１２０×１５０　・１５０×８０　・　

※６．８

※３００×３００　・　

※３００×３００　・　

※３００×３００　・　

※７．０　・　

※３０　・　

※Ｂ種　　・　

※Ｃ種　　・　

・９．５（準不燃）　※１２．５（不燃）

・１５．０（不燃）

１２．５（不燃）

・１２．５（不燃）　・１５．０（不燃）

９．５

１２．５（不燃）　幅４４０ｍｍ程度

模様（※柾目　・板目）　専用下地材付き

タイプ２（無石綿）

・６　　・８　　・　

・２５　　・　

・３　　・７　　・９　　・１２　　・　

・２．５　・３．５　・５　　・７

・化粧ＭＤＦ（・ＤＶ・ＤＯ・ＤＣ）

・素地ＭＦＤ（ＲＳ）

・１０（難燃）　・１２（難燃）　・　

・単板オーバーレイ（ＤＶ）

・１０　　・１２　　・１５　　・１８　　・　

・無研磨板（ＶＮ）　　　　　・研磨板（ＶＳ）

・３０　　・　

・１２　　・１５　　・１８　　・２１　　・　

・１５　　・２０　　・２５　　・　

・２．５　・３．５　・５　　・７

・９　　　・１２　　・１５　　・１８

・１５　　・２０　　・２５　　・　

・２５（ガラスクロス包）　・　

幅　※７５　・　

長さ　　５００以上

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※２０～３０％　　・　

構成材の材質　　　　　　・アルミニウム製　　・鋼製　　・　

スロープ及びボーダー　　※製造所の仕様による　　・図示

※クリヤラッカー　・　

・ＥＰ－Ｇ　　　・　

・ＨＬ　　　　　・　

形状　　・Ｃ形　　・Ｄ形　　・Ⅰ形　　・　

※１２００　・１５００　・１８００

※１２００　・９００　　・６００

※１２００　・９００ ステンレス製　※１段式

バックガード　※あり

トラップ付き

・水切棚

・吊戸棚

・コンロ台

・流し台

※市販品

※優良住宅部品

規格・品質等適用内容種　類

ＪＩＳ　Ｓ　１０３９による

合板、集成材、ＭＤＦ、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

奥行き（ｍｍ）　　・約４５０　　・約６００

材種　　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石　

・４種　・５種　・６種・鋼製物品棚

・鋼製書架

耐荷重による種類規格等種　類

・１種　・２種　・３種

材　種 受　枠 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金

・

・

・ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）

・ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）製

寸法（Ｌ＝　ｍｍ）

※６００　　・７００　・　

枠の材質　　　※アルミニウム製

表面の材質　　※塩ビ発泡シート張り　　・　

　※規制対象外　　　・第三種

形状・寸法　　　※図示

材質　　　　　　・　

壁紙張り１８

その他ボード張り

せっこうボード及び１７

床下地材

ポリスチレンフォーム１６

畳敷き１５

フローリング張り１４６

内
装
改
修
工
事

［６．１１．２～６］［表６．１１．１､２］

［６．１１．２､３､５､６］［表６．１１．３､４］

［６．１２．２］［表６．１２．１］

仕上げ塗装　　・塗装品　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　・無塗装品（・塗装する　施工箇所：　　　　　　　　　　　）

［６．１１．７］

［６．１３．２］［表６．１３．１］

９．５（不燃）・化粧なし（下地張り用）　

　　　　　　　・化粧あり（トラバーチン模様）

［６．１３．２］

［６．１３．２］

［６．１４．２］

［６．１３．３］［表６．１３．３］

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

プラスチック

（ビニル）（化学繊維）

フリーアクセスフロア２３

［６．１５．３］

［６．１５．３］

［６．１６．３］

［６．１５．６］

［６．１５．３］

ＪＩＳの記号

※凹凸タイプ（※１２（不燃）・１５　・１９　・　）

※フラットタイプ（※９（不燃）・１２　・　）

・プラスチックオーバーレイ（ＤＯ）　・塗装（ＤＣ）

［６．１６．５］

内装壁タイル張りの工法　※壁タイル接着剤張り　・改良積上げ張り［６．１６．５］［表６．１６．５］

［６．１７．２］［表６．１７．１］

（２０．２．２）

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

　・あり（※固定式　　・可変式）：施工箇所（※図示　　・　　　　　　　　　　　　）

（２０．２．３）

　アクリル樹脂焼付け　（　　　）（・内臓　・露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

・スタッド式

（２０．２．４）

（２０．２．５）

（２０．２．６）

※あり（※ビニル製・ステンレス製）

（２０．２．１０）

（２０．２．８）

（２０．２．１２）

［２．３．１］［５．１．６］

［２．３．１］［５．１．６］

（２０．２．１３）

（２０．２．１４）

［５．１．６］

（２０．２．１４）

［５．１．６］

及びカーテンボックス

ブラインドボックス３５

（１９．２．２）

４４ 鋼製書架及び物品棚

［６．５．２］［６．１３．２］

（セクショナルキッチンⅠ型）

［６．１４．３］［表７．２．４］［表７．２．５］［表７．２．７］

［６．１４．２］

　モルタル面、プラスター面　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒド放散量　　　※規制対象外　　　・第三種

　せっこうボード面　　　　　　・ＲＡ種　　・ＲＢ種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

下地調整

　コンクリート面　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）



Ａ－０５
SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

建築改修工事特記仕様書５

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

　ート用棒鋼

　ート用棒鋼

断熱材兼用型枠７

入熱、パス間温度の

溶接条件

材料等

　・金属系アンカー

　　　セット方式　　　　　※本体打込み式

あと施工アンカー１

１ 既存部分の撤去等

既存部分の処理

鉄筋

既存コンクリート面の目荒し

鉄筋の種類

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・

種類の記号 呼び名（ｍｍ）

２

１

溶接金網

鉄筋の継手及び定着

鉄筋のかぶり厚さ

壁の配筋

２

３

４

５

割裂補強筋

網目の形状、寸法等

※１００×１００

継手方法等

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する。

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

壁配筋の重ね継手の長さ

　※壁配筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第７３条による。（図示）

塗装の種類
工　程

・合成樹脂調合ペイント塗り

新　規塗替え

・Ａ種　※Ｂ種

塗装面

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

・フタル酸樹脂エナメル塗り

・アクリル樹脂系水分散系塗料

　塗り（ＮＡＤ）

・アクリル樹脂エナメル塗り

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

下地面の種類
下地調整の種別

モルタル面、プラスター面

コンクリート面、ＡＬＣパネル面

せっこうボード面、その他ボード面

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

錆止め塗料塗りの種別等

塗装面 工程種別塗料種別 備　考

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

　※規制対象外　　　　・第三種

建物内部に使用する塗料の材質　　・水性系　

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所：　　　　　　　　　　）

既存塗膜の除去範囲（塗替えでＲＢ種の場合）

　※塗替え面積の３０％　　・図示

下地調整の種別等

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具を除く）

（２－ＵＥ､２－ＡＳＥ､２－ＦＵＥは除く）

（２－ＵＥ､２－ＡＳＥ､２－ＦＵＥの場合）

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

新　規塗替え

・

　ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

ひび割れ部

の補修

屋外

屋内

塗替え

新規（鋼製建具

を除く）

新規鋼製建具

　Ｃ種

　Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種

　Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

　Ａ種

ＥＰ－Ｇの場合

ＥＰ－Ｇの場合

ＥＰ－Ｇの場合

２－ＵＥ､２－ＡＳＥ､

２－ＦＵＥは除く

・２液形ポリウレタンエナメル

　塗り（２－ＵＥ）

・アクリルシリコン樹脂エナメル

　塗り（２－ＡＳＥ）

・常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

　塗り（２－ＦＵＥ）

・つや有合成樹脂エマルション

　ペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

　塗り（ＥＰ）

　（ＳＯＰ）

・合成樹脂エマルションペイント

　塗り（ＥＰ－Ｔ）

・合成樹脂エマルション模様塗料

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・マスチック塗材塗り

　　Ａ種及びＣ種の凸面処理

　　　・行う　・行わない

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

木部

（鋼製建具を除く）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

　（ＦＥ）

　（ＡＥ）

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

屋内コンクリート面

屋内モルタル面

屋外コンクリート面

屋内モルタル面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

コンクリート面

モルタル面・プラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

コンクリート面

モルタル面・プラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

下地

調整

ＲＡ種

ＲＢ種

ＲＣ種

屋内のコンクリート

面 ・ モ ル タ ル 面

プラスター面・せっ

こうボード面等

木部

木部

コンクリート面

押出成形セメント板面

モルタル面

ＡＬＣパネル面

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・

・

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・

・

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

　Ａ種

　Ｃ－３種

・Ａ種　※Ｂ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※ Ａ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

　Ａ種

　Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

　Ａ種

　Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

　Ａ種

　Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・行う

・行う

・行う

１ 適用範囲 ［８．１．１］

撤去範囲

既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

　適用範囲

　　※既存コンクリートとの打継ぎ面

　　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

　目荒しの範囲

　　・柱、梁面　打継ぎ面又は接合面全面の１５～３０％程度

　　・壁　　　　打継ぎ面又は接合面全面の１０～１５％程度

　目荒しの程度

　　※平均深さ２～５ｍｍ（最大７ｍｍ）程度の凹面を、全体にわたってつける。

・

※６．０

・

規　格

ＪＩＳ　Ｇ　３５５１による

継手方法 呼び名（ｍｍ）

鉄筋の重ね継手の長さ

　※鉄筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第７３条による。（図示）

鉄筋の定着長さ

　※鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令第７３条による。（図示）

帯筋組立の形の種別

改修標仕表８．３．６の値に加える寸法（ｍｍ）施工箇所

壁開口部の補強６

ガス圧接７

種　類

※スパイラル筋

材　料 適用箇所

・はしご筋

・

径 本数ピッチ等材　質

※鉄筋コンクリ

※鉄筋コンクリ

　（異形鉄筋）

※ＳＲ２３５

・

※ＳＤ２９５Ａ

・

※φ６

・φ９

・

※図示

・（　　　　　　）

（　　　　　　）

・ ・ ・ ・

　　　引張耐力　　　　　　※図示

　　　せん断耐力　　　　　※図示

　　　接合筋の種類、径、長さ　　※図示

　　　性能確認試験　　　　・実施する（試験方法及び試験数　※図示）　・実施しない

　・接着系アンカー

　　　アンカーの種類　　　※カプセル型

　　　引張耐力　　　　　　※図示

　　　せん断耐力　　　　　※図示

　　　接着剤の品質　　　　※有機系　・無機系

　　　アンカー筋の種類　　※改修標仕表８．２．１の異形棒鋼　・全ねじボルト

　　　性能確認試験　　　　・実施する（試験方法及び試験数　※図示）　・実施しない

探査範囲穿孔前の埋込み配管２

等の探査 　※あと施工アンカー施工部分すべて

　・図示

探査方法

　※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

　・はつり出しによる

試験の適用施工確認試験３

　※実施する（試験方法　※引張試験　・　　　　）

　・実施しない

種類　　　　※金属拡張系あと施工アンカーの異形差筋アンカー

径（ｍｍ）　　※Ｄ１０

既存壁への有効埋込み長さ（ｍｍ）　　※７ｄ（ｄ：シアコネクタの径）

間隔（ｍｍ）　　※５００×５００

型枠工事５

シアコネクタとセパレーターの兼用　　※兼用してもよい　・兼用しない

コンクリートの種類 レディーミクストコンクリートの類別　　※Ⅰ類　・Ⅱ類１

及び強度

普通コンクリートの設計基準強度

・２１

・

適用箇所

軽量コンクリートの設計基準強度等

・２１

・

適用箇所

スランプ

※１８

・

適用箇所

　合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

適用箇所

スランプ（ｃｍ）

種　別

・１種　・２種

種　別

コンクリートの仕上り

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

コンクリートの品質２

コンクリートの材料 セメント３

　セメントの種類

　　　普通ポルトランドセメントは、ＪＩＳ　Ｒ　５２１０に示された規定のほか、水和熱が７日目で

　　３２５Ｊ／ｇ以下、かつ、２８日目で４０２Ｊ／ｇ以下のものとする。ただし、無筋コンクリートに

骨材

　細骨材及び混合細骨材

　　・銅スラグ細骨材　　　　　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　　・電気炉酸化スラグ細骨材　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分　　　※Ａ　　・Ｂ

　砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性による区分　　※Ａ　　・Ｂ

コンクリートの８

打込み工法等

鉄骨製作工場

施工管理技術者３

鋼材４

高力ボルト５

溶融亜鉛めっき６

高力ボルト

普通ボルト７

アンカーボルト８

部　位

・Ｄ１０

・

壁面内方向筋

（　　　　　　）

壁面外方向筋

（　　　　　　）

・１種　・２種

　部材の位置及び断面寸法の許容差

　　※改修標仕表８．１．２による

　　・　　　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　）

　仕上りの平たんさ

　　※改修標仕表８．１．４による

　　・　　　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　）

適用箇所種　類

※普通ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

　又は混合セメントのＡ種

　　用いる場合を除く。

８－４

８－３８

８－１

８－２

耐
震
改
修
工
事
　
共
通
事
項

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事

鉄
骨
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

撤
去
工
事

鉄
筋
工
事

　　・フェロニッケルスラグ細骨材　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

圧接部の確認試験　　※超音波探傷試験　　・引張試験

　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　 ※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｃ種　・　

　　塗料の種類　※１種　・　

　※図示　　・　

　※図示　　・　

　※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

※Ｄ１６以下　　　・　

※ガス圧接　・機械式継手

※重ね継手　・　

　・　

　・　

　・Ｗ－Ⅰ形　　・Ｗ－Ⅱ形　　・Ｗ－Ⅲ形　　・　

※１０　　・　

耐震壁の開口部補強　　※図示　　・　

壁配筋の定着長さ　　※図示

　　　確認強度　　※図示　・　

増打ち壁への有効定着長さ（ｍｍ）　　・　

　　　　　　・　

鉄骨工作仮組９

溶接接合１０

スタッド１１

錆止め塗装１２

（頭付きスタッド

　ＪＩＳ　Ｂ　１１９８）

混和材料

　種類　　　　　　　　※混和剤　　・混和材

　混和材料の使用量　　※改修標仕８．５．８（ａ）､（ｂ）､（ｃ）による

　　　　　　　　　　　・　

コンクリートの調合 コンクリート強度の気温による補正値４

強度 　室内の工事における温度補正　　・行う　　・行わない

無筋コンクリート５

適用箇所

設計基準強度等

種　類

※普通コンクリート

・軽量コンクリート

（Ｎ／ｍｍ　）

設計基準強度

※１８

・

スランプ

※１５又は１８

（ｍｍ）

※２５

・ ・２０

（ｃｍ）

セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・高炉セメントＢ種　　（捨コンクリート）

鉄筋コンクリート柱の溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法での型枠等

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

［８．２１．５］

種　類 施工箇所 品質等

※壁（図示の範囲） 断熱抵抗

＝厚さ／熱伝導率・・

　　　　開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の

厚さ（ｍｍ）

※４０以下

＝０．６７６以上

　　　　（ｍ　・Ｋ／Ｗ）

設計基準強度 ［８．９．１］

・２７　・３０　・３３　・３６

適用箇所

混和材料 ［８．９．３］

　※混和剤

　　※高性能ＡＥ減水剤標準形又は遅延形

現場打ち鉄筋

補強工法 打込み工法

※工法指定なし

部　位

部位ごとのコンクリート打込み工法の指定

コンクリート

壁の増設工事 ・圧入工法［８．１９．８（ａ）（２）及び（ｃ）］

・

※工法指定なし

・圧入工法［８．１９．８（ａ）（２）及び（ｃ）］

・

鉄筋コンクリ

ート柱の溶接

金網巻き及び

溶接閉鎖フー

プ巻き工法

鉄骨製作工場の加工能力 ［８．１．５］

　※建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　　ある工場

※適用する　・適用しない

鋼材の材質等

種類の記号 適用箇所 規格等

ボルトの区分 ［８．２．８］

　・ＪＩＳ形高力ボルト

すべり係数試験 ［８．１３．２］

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　※行わない　　　・行う　（試験方法等：　　　　　　　　　　　）

摩擦面の処理

　※ブラスト処理（表面粗度５０μｍＲｚ以上）

　　　すべり耐力等の確認方法　　※すべり耐力試験方法等　　・図示

　・りん酸塩処理

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

（７．１２．４）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

アンカーボルトの保持及び埋込み工法の種別

　・建方用　　（・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　）

柱底均しモルタルの工法の種別

　※Ａ種　・Ｂ種

適用箇所　　※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

　　　　　　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・監督職員の承諾する工場

　※鉄骨溶接基準図による　　・　

　　・　

・すべての増設壁　・図示　・　

・すべての増設壁　・図示　・　

・すべての増設壁　・図示　・　

・図示　・　

・すべての増設柱　・図示　・　

・すべての増設柱　・図示　・　

・すべての増設柱　・図示　・　

・図示　・　

　　・　

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

　　※発泡プラスチック保温材等を埋め込む

　柱頭柱脚の隙間寸法　　※図示　・　

　既存柱外周部あと打ちコンクリート又はモルタルの厚さ　　※図示

※ＪＩＳによる　・　

※ＪＩＳによる　・　

※ＪＩＳによる　・　

※ＪＩＳによる　・　

　※（別２－１．１～１．３）による　　・　

　※（別２－１．１～１．３）による　　・　

　※（別２－１．１～１．３）による　　・　

　・構造用　　（※図示　　・　　　　　）

・行う　　※行わない ［８．１２．９］

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　※行う　　　・行わない

放射線透過試験　　　　　　　　　　　※行わない　・行う　

マクロ試験（エンドタブ使用）　　　　※行わない　・行う　

呼び名等

呼び名 呼び長さ（ｍｍ） 適用箇所

・１６

・１９

・２２

耐火被覆材の接着する面の塗装

　・行う（※ＪＩＳ　Ｋ　５６２２　・　　　　　　　　）　　※行わない

［８．１４．７］

［８．１４．７］

［８．１４．１１］

［８．１４．１１］

［８．１４．１１］

［８．１６．３］

開先の形状　　※鉄骨溶接基準図による　・　

鋼製エンドタブの切除する部分　　※図示

スカラップの形状　　※鉄骨溶接基準図による　・　

４ 塗装

１ 材料

下地調整２

３ 錆止め塗料塗り

７

塗
装
改
修
工
事

ＳＳ４００ ブレース等

［７．１．３］

［７．１．３］

［７．２．１］［表７．２．１～７］

［７．２．２～７］［表７．２．１～７］

［７．３．２､３］［表７．３．１～４］

コンクリート面、押出成形セメント板面

［７．４．１～７．１６．２］［表７．４．１～７．１６．１］

工事種別　・施工調査（施工計画調査、施工数量調査、調査のための破壊部分の補修）

工事内容　・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

　　　　　　・鉄骨ブレースの設置工事

　　　　　　・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

　　　　　　・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き工法）

　　　　　　・柱補強工事（連続繊維補強工法）

　　　　　　・耐震スリット新設工事

　　　　　　・免震改修工事

　　　　　　・制振改修工事

　　　　　　・撤去工事（設備機器配管及び仕上げの取壊し・撤去（下地の一部又はすべてを

　　　　　　　含む）、構造体のはつり）

　　　　　　・鉄筋工事

　　　　　　・あと施工アンカー工事

　　　　　　・コンクリート工事

　　　　　　・鉄骨工事

　　　　　　・グラウト工事

　　　　　　・連続繊維補強工事

　　　　　　・スリット新設工事

　　　　　　・免震改修工事

　　　　　　・制振改修工事

　　　　　　・その他工事

［８．１９．２］［８．２０．２］［８．２１．２］［８．２２．２］［８．２３．３］

［８．１９．２］［８．２０．２］［８．２１．２］［８．２２．２］［８．２３．３］

［８．１９．２］［８．２０．２］［８．２１．２］［８．２２．２］［８．２３．３］

［８．１９．３］［８．２０．３］［８．２１．３］

［８．２．１］［表８．２．１］

網目の形状、寸法（縦×横）（ｍｍ）

［８．２．２］

［８．３．４］［８．４．２､３］

［８．３．４］

［８．３．４］

［８．３．４］［図８．３．４］

［８．３．５］［表８．３．６］

［８．３．７］

［８．３．７］

［８．３．９］

［８．３．８］［表８．３．８］［図８．３．７］

［８．１９．６］［８．２０．７］

スパイラルの径（ｍｍ）

スパイラルのピッチ（ｍｍ）

既存構造体との取合い８

・柱､梁､壁及び庇等の外気に接する打放し面

・

その他の鉄筋（　　　　　　）

柱、梁の主筋

鉄線の径又は呼び名（ｍｍ）

［８．２．４］

［８．１１．２］

［８．１１．２］

［８．１１．５］

［８．７．９］

［８．２．４］［８．３．７］

シアコネクタ）

壁の打増し部に用いる

シアコネクタ

（現場打ちコンクリート

４

［８．１．３］

［８．１．３］

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ　）
２

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ　）
２

気乾単位容積質量（ｔ／ｍ　）
３

［８．１．３］［８．１０．１］［表８．１０．１］［８．１０．３］

［８．１．４］

［８．１．４］［表８．１．３］

［８．１．４］［表８．１．２］

［８．１．４］［表８．１．４］

［８．２．５］［表８．２．３］

［８．２．５］

［８．２．５］［８．５．８］

［８．５．５］

（６．１４．１～３）

粗骨材の最大寸法
２

高い強度のコンクリ

ート

６

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ　）
２

２

・断熱材兼用型枠・木質系

・コンクリート系

・プラスチック系

・流し込み工法［８．１９．８（ａ）（１）及び（ｂ）］

・流し込み工法［８．１９．８（ａ）（１）及び（ｂ）］

Ｊ　Ｒ

８－５

２

１

　※トルシア形高力ボルト

※Ｄ１９以上　　　・　



Ａ－０６
SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

建築改修工事特記仕様書６

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

・

除去箇所　　１階　玄関天井、　既設　女子便所、男子便所　天井

アスベスト含有成形板の除去（レベル３）　　　・行う

断熱材の種類

既存外壁の仕上材の撤去　　　・あり　　・なし

下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様

通気層　　　　　　　　　　　・あり（　　　ｍｍ）　　・なし

特記なき事項は、製造所の仕様による。

断熱材の種類

植栽基盤及び材料

透水性アスファルト

舗装改修工事

路床の構成及び厚さ

盛土の種別　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

種　類 施工箇所

　※添加材料による安定処理

　　　添加材料の種類

厚さ

　　　　　添加量　　（　　　　）ｋｇ／ｍ　（目標ＣＢＲ　　※５以上　・　　　　）

６

外断熱改修工事

断熱・防露改修工事

屋上緑化改修工事

２

４

５

［９．３．２］

［９．５．２､３］

［９．６．１､２］

［９．７．３］

ＰＣＢ含有シーリング

材処分

７

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。

ガラス改修工事３ 復層ガラスの厚さ　　建具表による

複層ガラスの断熱性・日射遮へい性による区分　　※Ｕ３－１　　・Ｕ３－２

※一般部

・接地部分

・

［９．４．２］

種　別

種別等

所要性能及び適用箇所

・耐火材吹付け

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタル塗り

・

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式吹付けロックウール

・

［８．１７．２～７］

構造体用モルタル ［８．２．１０］［８．５．１０］

柱底均しモルタル

グラウト材

［８．２．１０］

［８．２．１０］

無収縮モルタル及び無収縮グラウト材の仕様は次による

無収縮モルタルの材料及び調合

混和材

配合比

無収縮モルタルの品質及び試験方法

て膨張する性質を利用するもの）とする。

（社）土木学会「コンクリート標準示方書」に定められた品質を有するも

セメント

砂

コンシステンシー

ブリーディング

凝結時間

無収縮性

セメント系（酸化カルシウム、カルシウムサルファルミネート等によっ

ので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

（各重量比）　（セメント＋混和材）：砂＝１：１

［表８．２．８］

　練混ぜ完了から３分以内の値　８±２秒

練混ぜ２時間後のブリーディング率　　２．０％以下

凝結開始時間　　１時間以上

終結時間　　　　１０時間以内

材齢　７日　収縮しないこと

圧縮強度 材齢　３日　２５．０　Ｎ／ｍｍ　以上

材齢　２８日　４５．０　Ｎ／ｍｍ　以上

付着強度 材齢　２８日　　３．０　Ｎ／ｍｍ　以上

塩化物量 ０．３０ｋｇ／ｍ　以上

試験方法

無収縮グラウト材の材料（プレミックス及び現場調合形）

混和材

無収縮グラウト材の品質及び試験方法（現場調合形においては標準使用量・配合値）

て膨張する性質を利用するもの）とする。

ＪＩＳ　Ｒ　５２１０（ポルトランドセメント）による普通又は早強ポルトラン

ドセメントとする。

（社）土木学会「コンクリート標準示方書」に定められた品質を有するも

セメント

砂

コンシステンシー

ブリーディング

凝結時間

無収縮性

セメント系（酸化カルシウム、カルシウムサルファルミネート等によっ

ので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。ただし、現場調

Ｊロートによる流下時間

　練混ぜ完了から３分以内の値　８±２秒

練混ぜ２時間後のブリーディング率　　２．０％以下

凝結開始時間　　１時間以上

終結時間　　　　１０時間以内

材齢　７日　収縮しないこと

圧縮強度 材齢　３日　２０．０　Ｎ／ｍｍ　以上

材齢　２８日　４０．０　Ｎ／ｍｍ　以上

付着強度 材齢　２８日　　２．５　Ｎ／ｍｍ　以上

塩化物量 ０．３０ｋｇ／ｍ　以上

試験方法 （１）　日本道路公団規格ＪＨＳ　３１２－１９９９（無収縮モルタル品質管理試験

　　方法）による。

（２）　塩化物量は、ＪＩＳ　Ａ　５３０８（レディーミクストコンクリート）の

　　９．６塩化物含有量の試験方法による。

合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

　　　なお、プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の場合はプレ

　　ミックス形のみ試験を行う。

スリットの施工 既存撤去部の配管等の探査 ［８．２２．２］１

　※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

　・はつり出しによる

スリットの幅及び深さ　　※図示

材料名 調査方法（１材料当たりの試料数）

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

アスベスト含有建材の１ 分析によるアスベスト含有の調査　

　　分析方法

　　分析結果については，監督職員に報告すること

処理工事

［９．１．１］

アスベスト粉じん濃度測定 ［９．１．１］

　・行う（測定箇所　　※図示）　　

　　測定時期、場所及び測定点数

適用
測定

測定１

測定時期

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

測定７

測定８

測定場所
測定点数

処理作業前

処理作業中

処理作業後

（隔離シート

処理作業室内

施工区画周辺

又は敷地境界

各（　）点

計２点

各（　）点

４方向各１点

処理作業室内

負圧・除じん装置の排出

施工区画周辺

処理作業室内

セキュリティーゾーン

入口

口（処理作業室外の場合）

　　測定方法

測定３ 測定１，４，５，７

（作業環境）

・

・

・

・

・

・

・

・

メンブレンフィルターの

試料の吸引流量　（Ｌ／分）

試料の吸引時間　　（分）

測定２，６，８

４７２５

　　　（１）除去するアスベスト含有建材の種類

　　　（２）測定点の位置の図面

　　　（３）測定日時、天候、気流

　　　（４）試料採取条件

　　　（５）標本作製方法

　　　（６）使用顕微鏡の種類（開口数を含む）

　　　（７）計数条件（ＨＳＥテストスライドの読取りグループ番号を含む）

［９．１．３］

　除去対象範囲　　※図示

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処理

　　※密封処理（二重袋梱包）

　　・セメント固化

アスベスト含有保温材等の除去（レベル２）　　・行う ［９．１．４］

　除去対象範囲　　※図示

　作業場の隔離　　・行う　　・行わない

［９．１．５］

　除去対象範囲　　※図示

種　類
ホルムアルデヒド

Ｆ☆☆☆☆等級・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材 ・

・

・

・

・

・

・押出法ポリスチレンフォーム保温材

・硬質ウレタンフォーム保温材

・フェノールフォーム保温材

・ロックウール

・グラスウール

厚さ

（ｍｍ）

・

・

・

・

・

・

放散による区分

Ｆ☆☆☆☆等級

Ｆ☆☆☆☆等級

Ｆ☆☆☆☆等級

Ｆ☆☆☆☆等級

Ｆ☆☆☆☆等級

発泡剤の

種類

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

外装材の種類

種　類

・

［９．３．２］

防火性能

［９．３．３］

［９．３．３､４］

［９．３．４］

［９．３．４］

［９．４．２］

（ｍｍ）

・一般部

・

※断熱材補修部分

※２５

※２５

・

※１５

・

・

－

発泡剤の

種類等

Ａ種

Ａ種

※Ａ種

難燃性を

・

・保温板２種ｂ

・保温板３種ｂ

・

・

※Ａ種１

（スキン層付き）

・ビーズ法ポリスチレン

　フォーム保温材

・押出法ポリスチレン

　フォーム保温材

・硬質ウレタンフォーム

　保温材

・吹付け硬質ウレタン

　フォーム

打込み

工　法

現場発

泡工法

　・屋上緑化軽量システム

工法 ［９．６．３］

　かん水装置　　　　　・設置する（工事区分は図示による）

　既存保護層の撤去　　・行う

路床安定処理

　　　　　　・普通ポルトランドセメント

　　　　　　・消石灰（　　　　）

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　・生石灰（　　　　）

　　　　　・ジオテキスタイル

　　　　　　　単位面積質量　　６０ｇ／ｍ　以上

　　　　　　　引張強さ　　　　９８Ｎ／５ｃｍ（１０ｋｇｆ／５ｃｍ）以上

　　　　　　　透水係数　　　　１．５×１０ｃｍ／ｓｅｃ以上

　　　　　　　　・建設汚泥から再生した処理土

遮断層及び凍上抑制層の材料

　　　　　　　　　厚さは図示

　・凍上抑制層　　※再生クラッシャラン　　・クラッシャラン　　・切込砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

発生土の処理　　※構外搬出適切処理

　　　　　　　　・構内指定場所に敷均し

　　　　　　　　・構内指定場所に堆積

　　　　　　　　・構内指定場所に処分（搬出調査等を監督職員に提出する）

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　※行う　・行わない

路床の絞固め度試験　　　　　　　※行う　・行わない

砂の粒度試験　　　　　　　　　　※行う　・行わない

路盤材料　　・再生クラッシャラン ［９．７．４］

　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

路盤の締固め度試験　　※行う　　・行わない

舗装材料及び厚さ ［９．７．５､６］

［９．７．９］

耐火被覆面への錆止め塗装　　・行わない　　・行う（適用箇所：　　　　　　　　　　）

［８．２２．２］

名称 （各処理作業室ごと）

撤去前）

又は敷地境界

施工区画周辺

又は敷地境界

各１点

各１点

各（　）点

４方向各１点

備　考

空気の流れ

を確認

除じん装置

の性能確認

　　　　（１）施工区画とは、処理作業室、セキュリティーゾーン、廃棄物置場、資材置場等を

　　　　　　　含む本処理工事に直接又は間接的に係る区画、施工区画周辺とは、その区画境界の

　　　　　　　超えるような場合は，監督職員と協議する。

　　　　種類

　　　測定機関は，都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

（室内環境） （大気環境）

　　　　　　　直径（ｍｍ）
２５

　　測定記録項目

　　　（８）繊維数濃度（位相差顕微鏡法の場合は総繊維数濃度、位相差・分散顕微鏡法の場

　　　（９）定量限界

　　（１０）その他

有するもの

定量限界　　　　（本／Ｌ）

１０１ ５

２４０５ １２０

０．３

５０

０．５

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

　　　報告書の様式

　　　　・（社）日本作業環境測定協会発行「石綿分析結果報告書」

　　　　　※位相差顕微鏡法

　　　　　　　　試料採取フィルターを二分割し、一方を位相差顕微鏡法用として使用し、他

　　　　　・位相差､分散顕微鏡法

　　　　　　　保存しておく。

５０

５０ ５０計数視野数

　　　　　合はアスベスト繊維数濃度）

８－８

耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

環
境
配
慮
改
修
工
事

３

　　　　　　　厚さ（ｍｍ）　　　０．５～１．０

３

２

２

２

２

２

２

２

３

　　　　　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　　前後１ｍ以内の範囲をいう。

　　　　（２）処理作業室の面積が５０ｍ　以下の場合は２点､３００ｍ　までは３点とする。３００ｍ　を２２２

　　　　　　　方はその結果が高い場合（１０本／Ｌ以上）に行う位相差・分散顕微鏡法用に

　　　　ＪＩＳ　Ｋ　３８５０－１（空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微

　　　鏡法）による。

ＪＩＳ　Ｒ　５２１０（ポルトランドセメント）による普通又は早強ポルトランド

セメントとする。

Ｊロートによる流下時間

（１）　日本道路公団規格ＪＨＳ　３１２－１９９９（無収縮モルタル品質管理試験方法）

　　による。

（２）　塩化物量は、ＪＩＳ　Ａ　５３０８（レディーミクストコンクリート）の９．６

　　塩化物含有量の試験方法による。

　　・遮断層　　　　厚さ（ｍｍ）　　　　　　　※１５０　・　

　　・凍上抑制層　　厚さ（ｍｍ）　　　　　　　※１５０　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩道部　　※　５０　・　

　　・フィルター層　厚さ（ｍｍ）　　車道部　　※１５０　・　

　※無収縮モルタル　　・　

　※［８．２．１０］及び［８．５．１０］による　　・　

　※無収縮グラウト材（セメント、混和材、砂は無収縮モルタルに準ずる）

　　　・　

　　　　・　

　　　※ＪＩＳ　Ａ　１４８１（建材製品中のアスベスト含有率測定方法）による

　・行う（採取箇所　　※図示）　　

　　調査方法

　除去工法　　　　※改修標仕９．１．３（ｂ）（１）（ⅰ）～（ⅳ）による　　・　

アスベスト含有吹付け材の除去（レベル１）　・行う

　　　芝及び地被類の種類等　　※図示　　・　

　車道部　　※改質アスファルトⅠ型　　　厚さ（ｍｍ）　　※５０　　・　

　歩道部　　※ストレートアスファルト　　厚さ（ｍｍ）　　※３０　　・　

透水性アスファルト混合物等の抽出試験　　※行う　　・行わない

　・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　・　

　　　　　　・　

路盤厚さ（ｍｍ）　　車道部　　※１５０　　・　

　　　　　　　　　　歩道部　　※１００　　・　

連続繊維補強工法

　・｢連続繊維補強材を用いた既存鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の

　　耐震改修設計・施工指針」（（財）日本建築防災協会発行）の第４章［補強工事の施工］によ

　　る工法又は同等の性能を有する工法

　・（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

［８．２１．７］

　・　

連続繊維の材料

連続繊維の材質

［８．２．１１］

［８．２．１１］

下地処理

　下地処理の範囲　　　　　※図示

　柱の隅角部の面取り

　　箇所　　　　　　　　　※図示

　　大きさ　　　　　　　　※図示

［８．２１．７］

　下地処理の程度　　　　　※図示

ひび割れ部改修　　　　　　・行う　　・行わない

　種類及び部位　　　　　　※図示

引張強度試験　　　　　　　・行う　　・行わない

　試験数量　　　　　　　　※図示

付着強度試験　　　　　　　・行う　　・行わない

　試験数量　　　　　　　　※図示

［８．２１．７］

［８．２１．７］

［８．２１．７］

［８．２１．７］

　繊維目付け量　　　　　　　　・（　　　　）ｇ／ｍ　　　・　

　シート厚さ　　　　　　　　　・（　　　　）ｍｍ　　　・　

　ヤング係数（含浸硬化後）　　・（　　　　）Ｎ／ｍｍ　　・　

　引張強度（含浸硬化後）　　　・（　　　　）Ｎ／ｍｍ　　・　２

２

２

　・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　

　シート張り方向　　　　　　　※図示

　プライマー　　　　　　　　　・低臭型　　・　

　含浸接着樹脂　　　　　　　　・低臭型　　・　

　定着方法　　　　　　　　　　※図示

　仕上げモルタルの除去　　※行う　　・行わない

下地調整　　　　　　　　　※行う　　・　

・第一次判定

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及びＰＣＢ含有分析の要否を判定する

・第二次判定

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う

　分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

　採取箇所数　　計　　箇所

　撤去方法　　・｢標準施工要領書｣（日本シーリング工事業共同組合連合会・日本シーリング

　　　　　　　　材工業会）による

　採取箇所　　　※図示　　　　・　

　除去範囲　　※図示　　・　

耐火被覆１３

モルタル及び１

グラウト材

８－５

鉄
骨
工
事

グ
ラ
ウ
ト
工
事

連続繊維補強工法１８－７

連
続
繊
維
補
強
工
事 連続繊維シート２

８－６ ９
・　事前調査済

・
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DRAWNING

配置図（仮設計画図） S=1/500 Ａ－07

２５，０８２

外
部
足
場
Ｗ

６
０
０
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防
音

シ
ー

ト
）

仮設ＷＣ

仮設事務所

５，０９２

テ
　

ラ
　

ス

屋
外

階
段

駐
車

場

合
併

処
理

浄
化
槽
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３，０００

５，０００

１
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積
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０
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＋

４
，

０
０

０
）

８９５

１
，
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５

３

１
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３
０

５

１
４

，
９

０
１

２９，０１８

２４，１８５

１４，６０３

２
４

，
０

６
３

国
道
２

５
号

線

＋
２

４
０

０

中
庭

２

間
地
石

積
み

±
０

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

擁
壁

Ｈ
＝

０
～

１
５

０
０

Ｈ
＝

０
～

１
５

０
０

Ｈ＝０～１２００

＋
５

６
０

０
＋

５
６

０
０

＋
４

２
０

０

（
隣
地

）

＋
５

６
０

０

＋
２

４
０

０

５
，

４
９

０

５
，

２
０

０

運　動　場

屋内運動場

特別教室棟

ＲＣ造３階建て

耐火建築物

テニスコート

＋５００

校舎棟

ＲＣ造３階建て

耐火建築物

昇　降　口

階段

（＋１，６５０）
階段

プロムナード

中庭１

±０

校舎棟

駐車場 ＋１５００ ±０
±０

＋４０００
＋２４００

ロータリー

±０

あずまや

－９００

±０

＋５００

－６００

＋５００

±０

＋２４００

＋５００

＋２８００

＋４０００

＋４４００＋５６００

＋５６００

＋５６００
＋１０６００

＋１０６００

＋５６００

＋５６００

＋５６００
＋５６００

＋５６００

＋２４００

＋１５００

－６００
－１３００

＋２４００

グランド

＋５６００

４，７００

２８，８９９

１２，２６４
１２，２０９２３，２６１

１３，２２３２５，１２２

１３，１２２

２５，３２６

４０，５００

４５，４３４

５，４６９

２１，６６９

±０ 地盤レベルを示す

Ｎ
凡　例

工事用車両の動線を示す。

（改修工事時）

交通整理員立位置を示す。

※資材置場の場所は打合せにより決定する事とする。

ａ

ａ

ａ

アルミキャスターゲートを示す。

鉄板敷き
ｔ＝２２

鉄板敷き
ｔ＝２２

鉄板敷き
ｔ＝２２

シート養生

工事範囲外

今回工事範囲

配　　置　　図　　　Ｓ＝１／５００

空地

アルミキャスターゲート

ａａ

ａ

ｺﾝｸﾘｰﾄ法面

Ｈ＝２，０００

外部足場Ｗ６００（防炎シート）

外
部

足
場
Ｗ
６
０

０
（

防
炎
シ
ー
ト

）

２
階
延

焼
ﾗｲ

ﾝ

１
階

延
焼

ﾗｲ
ﾝ

外部足場Ｗ６００（防音シート）

Ｗ６００
手摺先行型くさび緊結式足場

４００
６００

６
，

９
０

０
（

東
側

は
９

，
８

０
０

）

仮囲い　H2.0（ｼｰﾄ）

仮囲いH2.0（ｼｰﾄ）

仮囲い H2.0（ｼｰﾄ）

　仮囲い H2.0（ｼｰﾄ）

仮
囲

い
 
H
2
.
0（

ｼ
ｰ
ﾄ
）

アルミキャスターゲート

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
擁
壁

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
擁
壁

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
擁
壁

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁
壁

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
擁
壁

※当該区間の外部足場垂直養生は防音シートとする。ｺﾝｸﾘｰﾄ法面

今回工事建築物 屋内運動場

仮設仮囲い（シート）を示す。（182ｍ）

仮囲い（単管バリケード）

（150（m）/4（m/本）＝37（本））

鉄板敷きｔ＝２２　を示す。(789㎡）

丸之内崇広中学校線

アルミキャスターゲート

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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SCALE No

MEMO TITLE

DRAWNING

仕　上　表　１

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

（※アスベスト除去レベル３）

（※アスベスト除去レベル３）

（※アスベスト除去レベル３）

室　名

改
修
後

現
況

現
況

現
況

現
況

現
況

現
況

現
況

現
況

現
況

改
修
後

改
修
後

改
修
後

改
修
後

改
修
後

改
修
後

改
修
後

改
修
後

男子トイレ

女子トイレ

ステージ

体育用具室

非常用通路

控　室

放送室

玄関ホール

床 巾　木
高さ 塗装

壁
厚さ 塗装

天　井
厚さ 塗装 廻縁 天井高

備　考

内部仕上げ表　１

仕上

下地

下地

下地

仕上

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地下地

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

仕上

１階

ＢＯＸ

外部仕上げ表

モルタル下地

テラゾブロック貼り

モルタル下地

テラゾブロック貼り

ブナフローリング　厚３０　現状のママ

木床組み

木床組み

二丁掛タイル貼り

二丁掛タイル貼り 現状のママ

現状のママ 二丁掛タイル貼り

二丁掛タイル貼り 現状のママ

現状のママ

アルミサッシ

モルタル金コテ仕上 現状のママ

モルタル金コテ

デックスオデックス仕上　現状のママ

デックスオデックス仕上　現状のママ

１００

１００

１００

１００

ラワン　厚２１

ラワン　厚１８

ラワン　厚１８

ラワン　厚１８

モルタル金コテ仕上 現状のママ

現状のママ

現状のママ

モルタル金コテ

モルタル金コテ

Ｐタイル貼り

モルタル金コテ仕上

モルタル金コテ仕上

木下地　現状のママ

９．０

９．０

ＳＯＰ

フジ棚　　現状のママ

フジ棚　　現状のママ

磁器質モザイクタイル貼り

磁器質モザイクタイル貼り

（旧Ｂ）
ラワン　厚１８

コンクリート打放し　現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

１００

ラワン　厚１８

コペンハーゲンリブ　現状のママ

コペンハーゲンリブ　現状のママ 塗装　塗替

コペンハーゲンリブ　現状のママ

コペンハーゲンリブ　現状のママ 塗装　塗替

直天（２階床材表し）

現状のママ

ロックウール吸音板　一部撤去

ロックウール吸音板　一部　新設

木下地　現状のママ

木下地　現状のママ

木下地　現状のママ

木下地　現状のママ

６．０大平板貼り　ラフトン吹付 一部撤去

木下地　現状のママ

（穴　復旧）

コンクリート打放し　現状のママ

一部ベニア厚６．０現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

一部ベニア厚６．０現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

一部ベニア厚６．０現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

一部ベニア厚６．０現状のママ

プリント合板　現状のママ

木下地　現状のママ

木製下地　撤去

大平板　目透かし　ラフトン吹付　現状のママ

現状のママ

ＥＰ

７５角タイル貼り 撤去 ７５角タイル貼り 撤去

撤去７５角タイル貼り 撤去７５角タイル貼り

モルタル下地

アルミサッシ　カバー工法　一部　撤去工法

内部建具　一部新設（建具図ニヨル　）

内部建具　一部新設（建具図ニヨル　）

モルタル下地　外装薄塗材Ｅ吹付け

劣化部調査、高圧水洗い洗浄、下地調整Ｃ－１

有孔ベニア　厚９．０　　全面新設　

有孔ベニア　厚９．０　　全面撤去

ＳＯＰ

ＳＯＰ

全面撤去

全面撤去

モルタル下地　土間共撤去

土間共撤去

磁器質１００角タイル貼り 新設

磁器質１００角タイル貼り 新設 半磁器質１００角タイル貼　新設

半磁器質１００角タイル貼　新設

木下地　撤去

木下地　撤去

デックスオデックス仕上

既存下地処理

既設床面サンダー掛け　ＵＣ塗装３回塗り

モルタル下地、土間コンクリート、砕石　新設

モルタル下地、土間コンクリート、砕石　新設

半磁器質１００角タイル貼り　新設

半磁器質１００角タイル貼り　新設

耐震補強工事（大屋根）にて　改修済み

西側ポーチ屋根：アスファルト防水層　新設　改修ドレイン　１箇所新設

西側ポーチ屋根：アスファルト防水層　撤去

既設　アルミ戸　１箇所共　撤去外部階段下物入　外壁（木下地共）撤去

屋　根

外　壁

金　物

建　具

塗　装

その他

屋根東側落下防止ネット　新設

糸太さ　2.7ｍｍ

Ｌ-50×50×6

マス目　37.5ｍｍ

＠1800

Ｈ＝1.000　Ｌ＝28.800

ﾌﾚｰﾑ構成部材

防球ネット
改修後

現況

改修後

現況 現況

改修後

改修後

現況

改修後

南側入り口屋根鉄骨部　見え掛かり　ＳＯＰ塗　既設塗膜撤去

（2か所）

（2か所）

南側入り口屋根鉄骨部　見え掛かり　下地処理後　ＳＯＰ塗り替え

既設タテ樋　ＶＵΦ90　掴み金物共　撤去　西側　4　東側　3　　計　7　本

改修後

現況

改修後

現況

現況

現況

現況

外部階段下物入　外壁（ＲＣ壁厚100）新設　アルミ扉　１箇所新設

室名札

ＳＯＰ

体育室

長尺弾性塩ビシート床材貼り　厚7.5mm以上

複層塗材ＲＥ

タテ樋　ＶＰΦ75　掴み金物共　新設　西側　4　東側　3　　計　7　本

耐震補強工事にて　改修済み

６．０

木下地　現状のママ

ＬＧＳ下地　新設
２７００

７７３０

５５００

２８３５

２４００

２４００

２４００

２４００

現状のママ　一部モルタル補修

２４００

２４００

２４００

ＬＧＳ下地　新設

化粧ＰＢ　新設

ＬＧＳ下地　新設

９.５

化粧ＰＢ　新設 ９.５

化粧ＰＢ　新設 ９.５

内部用ラフトン吹付フレキシブルボード一部新設　

ゾラコートゴージャス 撤去

大平板貼り　ラフトン吹付 撤去

大平板貼り　ラフトン吹付 撤去 ６．０

６．０

椅子台車正面　塗装

コートライン引き
バスケットゴール　調整

トイレスクリーン　新設
入口建具、アルミサッシ（カバー工法）新設
設備壁面台　新設

既設トイレスクリーン、サッシ（障子のみ）　撤去
入口建具　撤去

トイレスクリーン　新設
入口建具、アルミサッシ（カバー工法）新設
設備壁面台　新設

既設トイレスクリーン、サッシ（障子のみ）　撤去
入口建具　撤去

緞帳　取り替え　操作装置調整一部新設

６．０

（体育器具内容については別紙参照）

（緞帳、カーテンについては別紙参照）

（注記：緞帳、カーテンについては別紙参照）

入口建具　塗装塗替

入口建具　塗装塗替

入口建具　塗装塗替

入口建具　塗装塗替

框含む

塩ビ

塩ビ

塩ビ



Ａ－０９
SCALE No
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DRAWNING

仕　上　表　２

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

②モルタル金コテ仕上　撤去

①モルタル金コテ仕上、土間共　撤去

コンクリート打放し　 コンクリート打放し　 コンクリート打放し　

パンチカーペット貼り 現状のママ

パンチカーペット貼り 現状のママ

塗装仕上

塗装　塗り替え

塗装仕上 塗装仕上

塗装　塗り替え

コンクリート打放し　 コンクリート打放し　 コンクリート打放し　

パンチカーペット貼り 現状のママ

パンチカーペット貼り 現状のママ

塗装仕上

塗装　塗り替え

塗装仕上

塗装　塗り替え

塗装仕上

塗装　塗り替え

コンクリート打放し　 コンクリート打放し　 コンクリート打放し　

パンチカーペット貼り 現状のママ

パンチカーペット貼り 現状のママ

塗装仕上

塗装　塗り替え

塗装仕上

塗装　塗り替え

塗装仕上

塗装　塗り替え

コンクリート打放し　 コンクリート打放し　 コンクリート打放し　

パンチカーペット貼り 塗装仕上

モルタル金コテ仕上　

モルタル金コテ仕上　

モルタル金コテ仕上　

（旧Ａ）

コンクリート打放し　現状のママコンクリート打放し　現状のママ コンクリート打放し　現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

フロアーブロック（ブナ）

フロアーブロック（ブナ） サンダー掛け　ウレタン塗装

現状のママ

サンドクッション

サンドクッション

サンドクッション

コンクリート打放し　 コンクリート打放し　

サテン塗り サテン塗り

フロアーブロック（ブナ）

フロアーブロック（ブナ）

サンドクッション

フロアーブロック（ブナ） 現状のママ

サンドクッション

フロアーブロック（ブナ）

サンドクッション

プリント合板貼り　現状のママ

プリント合板貼り　現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

１００

ラワン　厚１５ 現状のママ

１００

ラワン　厚１５ 現状のママ

１００

ラワン　厚１５ 現状のママ

１００

ラワン　厚１５ 現状のママ

コンクリート打放し　現状のママコンクリート打放し　現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

コンクリート打放し　現状のママ

モルタル金コテ仕上　現状のママ

モルタル金コテ仕上　現状のママ

モルタル金コテ仕上　現状のママ

モルタル金コテ仕上　現状のママ

（一部：ひび割れ補修）

モルタル金コテ仕上現状のママ

モルタル金コテ仕上現状のママ

耐震補強工事にて　改修済み

耐震補強工事にて　改修済み

耐震補強工事にて　改修済み

セメント系下地吹付セメント系下地吹付

サンダー掛け　ウレタン塗装

現状のママ

撤去 塗装仕上 塗装仕上

塗装　塗り替え

塗装　塗り替え塗装　塗り替え

①陶器質１００角タイル貼り　新設

②ケイカル板 目透かし張り　新設　②塗装　塗り替え

①耐水ベニヤ下地、LGS65@300　新設

②LGS65@300　新設
①②ＬＧＳ下地　新設

①②化粧ＰＢ　新設 ９.５

塩ビ
②ビニル巾木　新設

①陶器質１００角タイル貼り　新設

②モルタル金コテ仕上、土間コンクリート　新設

①モルタル下地、土間コンクリート、砕石　新設

②防滑性長尺塩ビシート貼り　厚2.5　新設

①磁器質100角タイル貼り　新設

②は、前室の仕上、下地を示す

①は、みんなのトイレの仕上、下地を示す

凡例

耐震補強工事にて　改修済み

一部ベニア厚６．０現状のママ

一部ベニア厚６．０現状のママ

暗幕カーテン　新設

暗幕カーテン　撤去

木製カーテンＢＯＸ　１５０×１５０　撤去

入口建具　新設
ＳＵＳグレーチングＷ１００　ノンスリップ

入口建具　撤去

（注記：緞帳、カーテン内容については別紙参照）

木製カーテンＢＯＸ　１５０×１５０　ＳＯＰ　新設

暗幕カーテン　撤去

暗幕カーテン　新設（南側６組既設再利用）

スチール防護手すり：塗装塗り替え　ＳＯＰ

ＲＣ腰壁：下地処理後ＥＰ塗

下地

仕上

仕上

下地

現
況

改
修
後

仕上

下地

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地下地

巾　木 壁 天　井
室名札 備　考

高さ 厚さ 塗装 厚さ 塗装 廻縁 天井高

床

改
修
後

現
況

現
況

現
況

現
況

改
修
後

改
修
後

改
修
後

室　名

バレー女子
更衣室

バスケット
女子更衣室

２階

１階

内部仕上げ表　２

ＢＯＸ

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

現
況

現
況

現
況

現
況

改
修
後

改
修
後

改
修
後

改
修
後

卓球場

体育用具室

下地

仕上

仕上
現
況

改
修
後

ギャラリー

教官室

体育用具室

下地

改
修
後

現
況

下地

仕上

仕上

下地

ｶｰﾃﾝ

バレー男子
更衣室

みんなのトイレ

前室

バスケット
男子更衣室

前室１

塗装

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

２６８０

ＥＰ
２４００

２６８０

６０ ９.０

９.０

ＥＰＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

２４００

２６８０

２６８０



ＵＰ

２
，

３
０

０
２
，

３
０

０
３

，
４

０
０

３
，

１
０

０
３

，
１

０
０

３
，

４
０

０

７
，

５
０

０
６

，
５

０
０

６
，

５
０

０
７

，
５

０
０

１
，

９
５

０
１

，
８

０
０

１
，

９
５

０

Ｙ９

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

２
８
，

０
０

０

５
，

２
０

０
５

，
２

０
０

５
，

７
０

０
５

，
７

０
０

６
，

２
０

０
非常通路

体育用具室

放送室

控室

５，５００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，５００

４１，０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

改修前　１階平面図　Ｓ＝１／２００

Ｕ
Ｐ

Ｕ
Ｐ

ＵＰ

バスケット部
男子更衣室

バレー部
男子更衣室

バレー部
女子更衣室

バスケット部
女子更衣室

体育室

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修前　１階平面図 S=1/200 Ａ－１０

女子トイレ

男子トイレ

玄関ホール ステージ

Ｎ

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

体育用具室
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０
１

，
８

０
０

１
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Ｙ７
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Ｙ４
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Ｙ１

２
８
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０
０

０

５
，

２
０

０
５

，
２

０
０

５
，

７
０

０
５

，
７

０
０

６
，
２

０
０

非常通路

体育用具室

放送室

控室

５，５００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，５００

４１，０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

Ｕ
Ｐ

Ｕ
Ｐ

ＵＰ

バレー部
女子更衣室

バスケット部
女子更衣室

改修後　１階平面図　Ｓ＝１／２００

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修後　１階平面図 S=1/200 Ａ－１１

前室１

1,850 2,150

2,
85

0
2,

85
0

玄関ホール ステージ

女子トイレ

男子トイレ

前室

みんなのトイレ

体育室

22

11

（今回工事）

階段下
物入

Ｎ

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

2,
50

0
2,

70
0

1,645

体育用具室



Ａ－１２

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修前　２階平面図 S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

１
，
９
５
０

１
，
８
０
０

１
，
９
５
０

改修前　２階平面図　Ｓ＝１／２００

ＤＮ

吹抜

体育室上部卓球場

体育用具室

ＤＮ

吹抜

教官室

ＤＮ

ステージ上部

ギャラリー

ギャラリー

Ｎ
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０
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０
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０

５
，
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０

５
，
７
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０

５
，
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６
，
２
０
０

５，５００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，５００

４１，０００

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９



Ａ－１３

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修後　２階平面図 S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

１
，
９
５
０

１
，
８
０
０

１
，
９
５
０

改修後　２階平面図　Ｓ＝１／２００

２階　南側ギャラリー　　　Ｓ＝１／５０

南側ギャラリーサッシ補強受け材継手部　Ｓ＝１／３０

4
3
5

4
3
5

4
,
6
4
0

4
,
6
4
0

サッシ補強材
水平材　Ｈ-100*100*6*8（2段）Ｌ＝14.150

サッシ補強材
水平材　Ｈ-100*100*6*8（2段）Ｌ＝14.150

木製カ－テンボックス（150×150）撤去
ラワン（150×100×20）SOP塗 新設

4
0
0

1
0
0

4
0
0

1
0
0

3
,
2
5
0

1
0
0

木製カ－テンボックス（150×150）撤去
ラワン（150×100×20）SOP塗 新設

3
,
2
5
0既設暗幕カ－テン

取り外し養生
再利用（レール共）

ギャラリ－

1
,
0
5
0

1
,
1
0
0

改修前 改修後

防火シール

防火シール

※南側延焼の恐れのある部分のみ

新設サッシ
（防火設備）

サッシ補強材
水平材　Ｈ-100*100*6*8（2段）

受け材
Ｌ-130-130*9

サッシ補強材
水平材　Ｈ-100*100*6*8（2段）

受け材
Ｌ-130-130*9

サッシ補強材
水平材　Ｈ-100*100*6*8（2段）

サッシ補強材
水平材　Ｈ-100*100*6*8（2段）

Ｌ-130-130*9

5000 4300
（4850）

ＨＴＢ　２-Ｍ16ＨＴＢ　２-Ｍ16

接着系
アンカー　２-Ｍ12

接着系
アンカー　２-Ｍ12

受け材
Ｌ-130-130*9

既設柱
400*550

ギャラリ－

受け材

注記：サッシ補強材取付位置、高さについては現場実測の上
　　　　施工図を作成し、監督員の承認をえて、施工すること。

□-60×30＠2500 □-60×30＠2500

ＤＮ

卓球場

体育用具室

ＤＮ

吹抜

教官室

ＤＮ

ステージ上部

ギャラリー

ギャラリー

Ｎ
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※上げ裏より上
屋根工事耐震補強工事にて完了済

※上げ裏より上
屋根工事耐震補強工事にて完了済

S=1/200

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修前　立面図 Ａ－１４

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

耐震補強工事

改修工事

東　立　面　図　　Ｓ＝１／２００

現況

南　立　面　図　　Ｓ＝１／２００

現況

外壁（木製下地）　撤去
階段下　物入

耐震補強工事

現況

西　立　面　図　　Ｓ＝１／２００

改修工事

階段下　物置
外壁（木製下地）サッシ共撤去

北　立　面　図　　Ｓ＝１／２００

現況

アルミサッシ

アルミサッシ　カバー工法　一部　撤去工法

内部建具　一部新設（建具図ニヨル　）

内部建具　一部新設（建具図ニヨル　）

劣化部調査、高圧水洗い洗浄、下地調整Ｃ－１

耐震補強工事（大屋根）にて　改修済み

西側ポーチ屋根：アスファルト防水層　新設　改修ドレイン　１箇所新設

西側ポーチ屋根：アスファルト防水層　撤去

既設　アルミ戸　１箇所共　撤去外部階段下物入　外壁（木下地共）撤去

屋　根

外　壁

金　物

建　具

塗　装

その他

屋根東側落下防止ネット　新設

糸太さ　2.7ｍｍ

Ｌ-50×50×6

マス目　37.5ｍｍ

＠1800

Ｈ＝1.000　Ｌ＝28.800

ﾌﾚｰﾑ構成部材

防球ネット
改修後

現況

改修後

現況 現況

改修後

改修後

現況

改修後

南側入り口屋根鉄骨部　見え掛かり　ＳＯＰ塗　既設塗膜撤去

（2か所）

（2か所）

南側入り口屋根鉄骨部　見え掛かり　下地処理後　ＳＯＰ塗り替え

既設タテ樋　ＶＵΦ90　掴み金物共　撤去　西側　4　東側　3　　計　7　本

改修後

現況

現況

現況

外部仕上げ表

外部階段下物入　外壁（ＲＣ壁厚100）新設　アルミ扉　１箇所新設複層塗材ＲＥ

タテ樋　ＶＰΦ75　掴み金物共　新設　西側　4　東側　3　　計　7　本

モルタル下地　外装薄塗材Ｅ吹付け

（斜線部）

（斜線部）

※

※

耐震補強（増し打ち補強）
工事済箇所　※印付きサッシ
は今回工事対象外



※上げ裏より上
屋根工事耐震補強工事にて完了済

Ａ－１５

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修後　立面図 S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

※　外壁：劣化工事内容は別紙　参照

改修工事

耐震補強工事

西　立　面　図　　Ｓ＝１／２００

改修後

外壁：
劣化部調査
高圧水洗い洗浄
下地調整　Ｃ１
複層塗材吹付　ＲＥ 改修済

耐震工事にて

アルミサッシ（カバー工法）

耐震補強工事

改修工事

東　立　面　図　　Ｓ＝１／２００南　立　面　図　　Ｓ＝１／２００

改修後 改修後

※上げ裏より上
屋根工事耐震補強工事にて完了済

外壁：
劣化部調査
高圧水洗い洗浄
下地調整　Ｃ１
複層塗材吹付　ＲＥ

北　立　面　図　　Ｓ＝１／２００

改修後

アルミサッシ（カバー工法）

アルミサッシ（補強材Ｈ－100*100*6*8　２段）

アルミサッシ

アルミサッシ　カバー工法　一部　撤去工法

内部建具　一部新設（建具図ニヨル　）

内部建具　一部新設（建具図ニヨル　）

モルタル下地　外装薄塗材Ｅ吹付け

劣化部調査、高圧水洗い洗浄、下地調整Ｃ－１

耐震補強工事（大屋根）にて　改修済み

西側ポーチ屋根：アスファルト防水層　新設　改修ドレイン　１箇所新設

西側ポーチ屋根：アスファルト防水層　撤去

既設　アルミ戸　１箇所共　撤去外部階段下物入　外壁（木下地共）撤去

屋　根

外　壁

金　物

建　具

塗　装

その他

屋根東側落下防止ネット　新設

糸太さ　2.7ｍｍ

Ｌ-50×50×6

マス目　37.5ｍｍ

＠1800

Ｈ＝1.000　Ｌ＝28.800

ﾌﾚｰﾑ構成部材

防球ネット
改修後

現況

改修後

現況 現況

改修後

改修後

現況

改修後

南側入り口屋根鉄骨部　見え掛かり　ＳＯＰ塗　既設塗膜撤去

（2か所）

（2か所）

南側入り口屋根鉄骨部　見え掛かり　下地処理後　ＳＯＰ塗り替え

既設タテ樋　ＶＵΦ90　掴み金物共　撤去　西側　4　東側　3　　計　7　本

改修後

現況

現況

現況

外部仕上げ表

階段下　物置

階段下　物入
壁ＲＣ厚120　鉄筋Ｄ10縦横＠250

外部階段下物入　外壁（ＲＣ壁厚100）新設　アルミ扉　１箇所新設複層塗材ＲＥ

タテ樋　ＶＰΦ75　掴み金物共　新設　西側　4　東側　3　　計　7　本

壁ＲＣ厚120鉄筋Ｄ10縦横＠250
モルタル塗り下地　複層塗材ＲＥ吹付

モルタル塗り下地　複層塗材ＲＥ吹付

（施工箇所：2階ギャラリー南側） 

耐震補強（増し打ち補強）
工事済箇所　※印付きサッシ
は今回工事対象外



Ａ－１６

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修前・改修後　断面図 S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

壁、柱・梁型：ＥＰ塗替え

腰壁：ＥＰ塗替え

防球ネット新設 緞帳新設

（1.5倍ヒダ）
12800 × 5100

（1.5倍ヒダ）

（1.5倍ヒダ）

（1.5倍ヒダ）

（1.5倍ヒダ）

（1.5倍ヒダ）

2530 × 1750

5730 × 1750

5130 × 1750

1030 × 1200

（1.5倍ヒダ）
2530 × 1750

（1.5倍ヒダ）
2000 × 2100

4580 × 3850

２

１

１

１

6 　レ－ル既設再利用

　レ－ル既設再利用

　レ－ル既設再利用

　レ－ル既設再利用

　レ－ル既設再利用

１ 　レ－ル既設再利用

１ 　レ－ル新設

１
（ ヒダ無し ）

１

１
（1.5倍ヒダ）

１

12820 ×  830

（1.5倍ヒダ）

　同上

　同上

　同上

　同上

中引き・　
バック幕

中袖幕

カスミ幕

前引幕

一文字幕
緞帳

ホリゾント幕
（背景幕）

（東リ：エコブラッシュ）

12800 × 5100

1500 × 5200

12800 × 5200

引幕機構

2

11号帆布
固定パイプ再利用

Ｗ12800

　アップリケ刺繍45cm付き

　フレンジ6寸　金茶

　フレンジ6寸　金茶

　フレンジ3寸　金茶

大型アルミ吊機構
一部取替え
砂袋一式

１

3
　暗幕カ－テン１階トイレ前室

　暗幕カ－テン

　卓球場

　ギャラリ－

取付場所

遮光計画リスト１（カ－テン）　※符号位置は展開図を参照とする 遮光計画リスト２（緞帳）

サッシ新設（引抜－工法）

暗幕カ－テン脱着養生再取付

注記：　２階ギャラリー暗幕カ－テン脱着養生再取付（南側　6組　レール共再利用）

12800 × 5100
（1.5倍ヒダ）

暗幕カ－テン撤去

体育室
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3
,
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体育室

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9

5,200 5,700 6,200 5,700 5,200

防球ネット新設

床：土間コンクリートの上、塗床 t15

暗幕カ－テン撤去

壁：有孔ベニヤ張 t9 全面撤去

（下地共）

壁：有孔ベニヤ張 t9 全面撤去

（下地共）

防球ネット撤去

防球ネット撤去

サッシ撤去 サッシ撤去

サッシ枠残し撤去 サッシ枠残し撤去

壁：有孔ベニヤ張 t9 SOP塗 新設

（下地共）

壁：有孔ベニヤ張 t9 SOP塗 新設

（下地共）

防球ネット新設暗幕カ－テン新設

サッシ新設

防球ネット新設

天井：耐震改修
（既済）

サッシ新設

サッシ新設（カバ－工法）

手すり：鉄部 SOP塗替え 手すり：鉄部 SOP塗替えギャラリ－ ギャラリ－ギャラリ－ギャラリ－

防球ネット撤去

体育室

台車入れ
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▽軒高RG天

防球ネット撤去 防球ネット撤去防球ネット撤去 緞帳撤去

サッシ撤去

サッシ枠残し撤去

2
,
7
0
0

玄関ﾎｰﾙ

（木下地共）
天井撤去 壁：有孔ベニヤ張 t9 全面撤去

（下地共）
床：土間コンクリートの上、塗床 t15

天井：耐震改修
（既済）

暗幕カ－テン撤去

卓球場

ステージ

防球ネット撤去

※外壁等のひび割れ補修は、劣化箇所現状　平面・立面図　参照とする
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1,6501,650

RG天 ▽軒高
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台車入れ
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5,5005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,500

7,
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,
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X9X8X7X6X5X4X3X2X1

防球ネット新設 防球ネット新設

7
,
7
3
0

7
0

2
,
7
0
0

玄関ﾎｰﾙ

天井新設
（軽鉄下地）

床：ウレタン塗装

壁：有孔ベニヤ張 t9 SOP塗 新設

（下地共）

サッシ新設
（カバ－工法）

暗幕カ－テン新設

卓球場

サッシ新設
（カバ－工法）

手すり：鉄部 SOP塗替え
ステージ

防球ネット新設

※外壁等のひび割れ補修は、劣化箇所現状　平面・立面図　参照とする

床：発砲複層ビニル床シート張り ｔ7.5 新設

　　既存下地処理

床：発砲複層ビニル床シート張り ｔ7.5 新設

　　既存下地処理

床：既存床面サンダー掛け
UC塗装３回塗り

　ステ－ジ

取付場所個数Ｗ × Ｈ 備考

AC-5

符号

AC-1

AC-2

AC-3

AC-4

　同上

　同上

　同上

　同上

種別

　同上AC-6

個数 備考Ｗ × Ｈ参考製品種別

下り壁：ＥＰ塗替え 下り壁：ＥＰ塗替え

改修前

改修前

断面図２（東西方向）

断面図１（南北方向）断面図１（南北方向）

断面図２（東西方向）

改修後

改修後



TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

断面詳細図 改修前・後

改修前・改修後　断面詳細図 Ａ－１７S=1/15・1/30・1/50
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0

1
,
1
0
0

50

CLK CLK

床・巾木：テラゾブロック

（既存のまま）

下枠テラゾブロック撤去、モルタル塗り補修

防護手すり：鉄部 SOP塗替え

床：既存フロア－ブロックの上、サンダ－掛け

　　ウレタン塗装

暗幕カ－テン撤去、新設

1
,
1
0
0

7
0

サッシ枠残し撤去、新設（カバ－工法）

CLK CLK

CLK CLK

1
,
2
30

1
,
3
5
0

5
0

ラワン（150×100×20）SOP塗 新設

木製カ－テンボックス（150×150）撤去

1
,
9
8
5

天井：耐震改修
（既済）

□-31×31

木製カ－テンボックス SOP塗替え

への字押え SUS t1.5

4
0
7
.
5

1
5
0 1
0
0

3
0

（L5.6ｍ×巾0.2ｍ程度）

サッシ下枠：はつり撤去、モルタル塗り補修

ポ－チ床：モルタル塗（既存のまま）

サッシ枠残し撤去、新設（カバ－工法）

※ＣＬＫ － シ－リング（ＭＳ－２　２０×１０）位置を示す

※外壁等のひび割れ補修は、劣化箇所現状　平面・立面図　参照とし

　施工調査を基に協議・変更とする
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ギャラリ－側　腰壁廻り詳細図（１／３０）

卓球場側　腰壁廻り詳細図（１／３０）

改修後改修前

上下可動式ゴ－ル現状のママ

腰・下り壁：内装用吹付タイル

上下可動式ゴ－ル調整

壁：有孔ベニヤ張（胴縁共）新設壁：有孔ベニヤ張（胴縁共）撤去

改修前 改修後

▽2FL(ｷﾞｬﾗﾘ-) ▽2FL(ｷﾞｬﾗﾘ-)

▽2FL(卓球場)▽2FL(卓球場)

壁：有孔ベニヤ張（胴縁共）撤去
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固定式ゴ－ル現状のママ
固定式ゴ－ル（高さ調整+7.5mm）調整

防護手すり：鉄部 SOP塗替え

腰・下り壁：内装用吹付タイル
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壁：有孔ベニヤ張（胴縁共）新設
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4
,
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7
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3
5
0

体育室

15050

CLK

CLKCLK

CLK CLK

木製カ－テンボックス（150×150）撤去
ラワン（150×100×20）SOP塗 新設

5
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,
0
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4
0
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1
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0

4
0
0

1
0
0

1
,
0
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0

3,
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5
0

サッシ撤去、新設 横桟φ9＠150

FB-10×3.2

縦桟φ9＠6001
5
0
7
.
5

1
5

1
5
0

8
5

Y9

5,200

床：ひび割れ補修の上、防塵塗装

（L3.67ｍ×巾0.1ｍ程度）

スチ－ル内格子取外し、再取付

胴縁：ＲＣ面　縦横35/18×40＠450　格子組
壁：有孔ベニヤ張 t9 SOP塗 全面撤去、新設

□-60×30＠2500
（支柱・控え共）

サッシ枠残し撤去、新設（カバ－工法）

暗幕カ－テン撤去、新設

φ50

φ16＠200

床：一部ひび割れ補修

1
0
0

ギャラリ－卓球場

巾木、壁、柱・梁型：ＥＰ塗替え

腰・下り壁：ＥＰ塗り替え
天井：ゾラコ－ト撤去

壁：二丁掛けタイル面クリ－ニング

（軽鉄下地共）
化粧ＰＢｔ＝9.5新設

玄関ﾎｰﾙ

（大平板、木下地40×45＠450共）

スチ－ル内格子撤去、新設

（新設スチ－ル内格子内容は別紙参照）

（※アスベスト除去レベル３）

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

長尺弾性塩ビシート床材貼り　厚7.5mm以上　新設

既存下地処理



Ａ－１８

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

S=1/50改修後　平面詳細図１・展開図１

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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天井点検口 アルミ枠 450×450 新設

下枠テラゾブロック撤去

天井点検口 アルミ枠 450×450 新設

ガ
ラ

ス
ブ
ロ

ッ
ク

（
既

存
の
ま

ま
）

壁：二丁掛タイル（既存のまま）

（改修後） （改修後）

（改修前） （改修前）

モルタル塗 160×30補修

床・巾木：テラゾブロック（既存のまま）ポ－チ床：モルタル塗
（既存のまま）

下枠テラゾブロック撤去

モルタル塗 160×30補修

2
,
2
5
0

5
0

アルミサッシ（カバ－工法）新設

サッシ枠残し（下枠はつり補修共）撤去

壁：二丁掛けタイル面クリ－ニング

（改修前）（改修前）

サッシ撤去、新設

サッシ下枠：はつり撤去、モルタル塗り補修

（L5.6ｍ×巾0.2ｍ程度）

フロアマット取外し、再取付 下枠テラゾブロック撤去
モルタル塗 160×30補修

開口枠：鉄部 SOP塗替え

天井：ゾラコ－ト撤去

（大平板、木下地40×45＠450共）

天井：化粧ＰＢ厚9.5新設

（軽鉄下地共）

（※アスベスト除去レベル３）

平面詳細図・展開図（1F 玄関ホ－ル） 改修後



Ａ－１９

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修前・改修後　平面詳細図２ S=1/50

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

軽鉄壁下地＋GB-R12.5（両面）
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サッシ撤去

サッシ撤去 アルミサッシ（カバ－工法）新設

アルミサッシ（カバ－工法）新設
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巾木・間仕切・石膏ボ－ド

額縁：木部 SOP塗替え

額縁：木部 SOP塗替え

額縁：木部 SOP塗替え

間仕切　一部　撤去 間仕切　一部　新設

改修前 平面詳細図（1F 女子更衣室、体育用具室Ａ）平面詳細図（1F 女子更衣室、体育用具室Ａ） 改修後



Ａ－２０

TITLEMEMO
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改修後　展開図２ S=1/50

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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天井：ＥＰ塗替え（ＲＣ面）

床：パンチカ－ペット（既存のまま）

壁・巾木：内部用吹付タイル
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展開図（1F 女子更衣室、体育用具室Ａ） 改修後
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DRAWNING SCALE No

改修前・改修後　平面詳細図３ S=1/50

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事

※床はつり、カッタ－入時に壁周囲の定着筋を残し施工する　　
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間仕切壁 新設

片引きスチールハンガー戸 新設

三方枠：スチールW160xt30 焼付塗装 新設

壁下地：LGS65@300

ケイカル板t9 目透かし張り EP（前室側）
耐水ベニヤt9.0下地、陶器質100角タイル貼り（みんなのトイレ側）

設備壁面台新設

アルミ片開き戸 撤去（額縁共）

スチール片開き戸撤去（額縁共）

スチール片開き戸撤去（額縁共）

サッシ撤去

和風便器撤去

手洗い撤去

壁：75角タイル貼り撤去

小便器、仕切板撤去

壁：75角タイル貼り撤去

和風便器撤去

サッシ撤去

男子トイレ

1FL-150

設備壁面台：SUS304 HL t1.5（120×25）新設

設備壁下地：構造用合板ｔ12＋GB-S12.5＋軽鉄（LGS65）下地 新設

※特記なき限り下記の仕様とすること

トイレスクリーン撤去 1FL-150女子トイレ

トイレスクリーン撤去

土間コンクリ－トｔ100 ＋ 砕石ｔ150 撤去
床：磁器質モザイクタイル貼り撤去（下地モルタル共）

床：磁器質モザイクタイル貼り撤去（下地モルタル共）
土間コンクリ－トｔ100 ＋ 砕石ｔ150 撤去

天井：大平板 ラフトン吹付撤去（木下地共）

天井：大平板 ラフトン吹付撤去（木下地共）
手洗い撤去

額縁撤去

額縁撤去

天井：コンクリート打放し 塗装仕上げ
壁：コンクリート打放し 塗装仕上げ

土間コンクリ－ト 現状のママ
床：パンチカーペット貼り撤去（下地モルタル共）

土間コンクリ－トｔ120 新設
モルタル金コテ仕上t30 新設

アルミサッシ（カバ－工法）新設

床：磁器質100角タイル貼り新設（下地モルタル共）

アルミサッシ（カバ－工法）新設

設備壁面台新設

男子トイレ

1FL-150

設備壁面台新設

カーテンレール：SUS L1200

三方枠：スチールW220xt35 SOP塗装 新設

床：磁器質100角タイル貼り新設（下地モルタル共）

壁：半磁器質100角タイル貼り新設

アルミ片開き戸新設（木額縁SOP）

アルミ片開き戸新設（木額縁SOP）

カーテンBOX：米栂・L1200

ガラス目隠しフィルム張り

トイレスクリーン新設

土間コンクリ－トｔ120 新設
鉄筋D10-＠200縦横共 ＋ 砕石ｔ130 新設

鉄筋D10-＠200縦横共 ＋ 砕石ｔ130 新設
土間コンクリ－トｔ120 新設

ワイヤーメッシュ：φ6@50x150 新設

床：防滑性長尺塩ビシート貼りt2.5 新設

壁：塗装塗り替え EP

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

女子トイレ 1FL-150

トイレスクリーン新設

床：磁器質100角タイル貼り新設（下地モルタル共）
土間コンクリ－トｔ120 新設
鉄筋D10-＠200縦横共 ＋ 砕石ｔ280 新設

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

壁：半磁器質100角タイル貼り新設

壁：陶器質100角タイル貼り新設

1FL-150

前室1

みんなのトイレ
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設備壁面台新設
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設備壁面台新設
天端：陶器質100角タイル貼り
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床：パンチカーペット貼り撤去（下地モルタル共）
土間コンクリ－トｔ100 ＋ 砕石ｔ150 撤去

壁：コンクリート打放し 塗装仕上げ
天井：コンクリート打放し 塗装仕上げ
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引分け・L1200xH2100
遮光カーテン 新設

改修前 平面詳細図（1F 男子更衣室、男女トイレ）平面詳細図（1F 男子更衣室、男女トイレ） 改修後
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DRAWNING SCALE No

改修前・改修後　展開図３ S=1/50

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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※特記なき限り下記の仕様とすること
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※金物取合いシ－リング（ライニング面台）は SR-1 10×10 とする　　
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（※男女トイレ天井材　　アスベスト除去レベル３）

改修前 展開図（1F 男女トイレ）展開図（1F 男女トイレ） 改修後
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DRAWNING SCALE No

改修前・改修後　展開図４ S=1/50

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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2
,
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8
0

壁・巾木：内部用吹付タイル

天井：ＥＰ塗替え（ＲＣ面）

床：パンチカ－ペット（既存のまま）

ＡX1

2
,
0
0
0

6
8
0

4,000

ＢＡX1 Y8

天井：コンクリート打放し 塗装仕上げ

壁：コンクリート打放し 塗装仕上げ

巾木：コンクリート打放し 塗装仕上げ

1
5
0

（額縁共）
アルミ片開き戸撤去

天井：コンクリート打放し 塗装仕上げ

壁：コンクリート打放し 塗装仕上げ

（額縁共）
アルミ片開き戸撤去

巾木：コンクリート打放し 塗装仕上げ

床：パンチカ－ペット貼り撤去（下地モルタル共）

4,000

Ｃ X1 Ｄ Y8

天井：コンクリート打放し 塗装仕上げ

壁：コンクリート打放し 塗装仕上げ

巾木：コンクリート打放し 塗装仕上げ

C
H
=
2
,
8
3
0

C
H
=
2
,
8
3
0

（額縁共）
アルミ片開き戸撤去

壁：コンクリート打放し 塗装仕上げ

巾木：コンクリート打放し 塗装仕上げ

床：パンチカ－ペット貼り撤去（下地モルタル共）

天井：コンクリート打放し 塗装仕上げ

2
,
0
0
0

4
0
0

C
H
=
2
,
4
0
0

4,000

ＡX1

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

カーテンレール：SUS L1200

引分け・L1200xH2100
遮光カーテン 新設

カーテンBOX：米栂・L1200

壁：塗装塗替え EP

2,850

ＢY8

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

壁：塗装塗替え EP

巾木：ビニル巾木h60

土間コンクリ－トｔ120 新設
モルタル金コテ仕上t30 新設

ワイヤーメッシュ：φ6@50x150 新設

床：防滑性長尺塩ビシート貼りt2.5 新設

2,850

ＢY8

X1

床：防滑性長尺塩ビシート貼りt2.5 新設

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

壁：塗装塗替え EP

三方枠：スチールW220xt35

Ｃ

C
H
=
2
,
4
0
0

8
7
0

8
0
0

7
3
0

引分け・L1200xH2100
カーテンBOX：米栂・L1200
カーテンレール：SUS L1200

SOP塗装 新設

モルタル金コテ仕上t30 新設
土間コンクリ－トｔ120 新設
ワイヤーメッシュ：φ6@50x150 新設

2,850

Y8Ｄ

片引きスチールハンガー戸 新設
三方枠：スチールW150xt30 焼付塗装 新設

間仕切壁 新設

間仕切壁 新設

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

巾木：ビニル巾木h60

床：防滑性長尺塩ビシート貼りt2.5 新設
モルタル金コテ仕上t30 新設
土間コンクリ－トｔ120 新設
ワイヤーメッシュ：φ6@50x150 新設

片引きスチールハンガー戸 新設
三方枠：スチールW150xt30 焼付塗装 新設

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

三方枠：スチールW220xt35
SOP塗装 新設

設備壁面台新設

設備壁面台新設

床：磁器質100角タイル貼り新設（下地モルタル共）
土間コンクリ－トｔ120 新設

設備壁面台新設

設備壁面台新設

壁：陶器質100角タイル貼り新設

天井：化粧PB t9.5新設（LGS下地共）

鏡新設

壁：陶器質100角タイル貼り新設

設備壁面台：SUS304 HL t1.5（120×25）新設

設備壁下地：構造用合板ｔ12＋GB-S12.5＋軽鉄（LGS65）下地 新設

※特記なき限り下記の仕様とすること

巾木：ビニル巾木h60

三方枠：スチールW220xt35
SOP塗装 新設

設備壁面台新設

壁：陶器質100角タイル貼り新設

天端：陶器質100タイル貼り
設備壁面台新設

2,100 1,900

1,900 2,100

床：パンチカ－ペット貼り撤去（下地モルタル共）

床：防滑性長尺塩ビシート貼りt2.5 新設
モルタル金コテ仕上t30 新設
土間コンクリ－トｔ120 新設
ワイヤーメッシュ：φ6@50x150 新設

片引きスチールハンガー戸 新設
三方枠：スチールW150xt30 焼付塗装 新設

SUSグレーチングW100
ノンスリップ

巾木：ビニル巾木h60

床：磁器質100角タイル貼り新設（下地モルタル共）
土間コンクリ－トｔ120 新設
鉄筋D10-＠200縦横共 ＋ 砕石ｔ280 新設

三方枠：スチールW150xt30 焼付塗装 新設
片引きスチールハンガー戸 新設

SUSグレーチングW100
ノンスリップ

（前室）

（前室） （みんなのトイレ）

（みんなのトイレ）

2,850

2,850

4,000
Ｄ Y8

2,850

（前室） （みんなのトイレ）

（みんなのトイレ）（前室）

1,9002,100

1,900 2,100

床：磁器質100角タイル貼り新設（下地モルタル共）
土間コンクリ－トｔ120 新設
鉄筋D10-＠200縦横共 ＋ 砕石ｔ280 新設

土間コンクリ－トｔ120 新設
鉄筋D10-＠200縦横共 ＋ 砕石ｔ280 新設

床：磁器質100角タイル貼り新設（下地モルタル共）
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8
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床：パンチカ－ペット貼り撤去（下地モルタル共）

床：パンチカ－ペット貼り撤去（下地モルタル共） 床：パンチカ－ペット貼り撤去（下地モルタル共）

土間コンクリート 現況のママ土間コンクリートt100+砕石t150撤去

土間コンクリート 現況のママ 土間コンクリートt100+砕石t150撤去 土間コンクリートt100+砕石t150撤去

土間コンクリート 現況のママ 鉄筋D10-＠200縦横共 ＋ 砕石ｔ280 新設

2,850

Ｂ Y6

4,000

Ｃ X1 ＤY6

※耐震改修（既済）

耐震改修（既済）

改修前 展開図（1F 前室・みんなのトイレ）

展開図（1F バスケット部男子更衣室）改修前→（1F 前室1）改修後

展開図（1F バレー部男子更衣室） 改修後※金物取合いシ－リング（ライニング面台）は SR-1 10×10 とする　　

改修後



Ａ－２４

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修前・改修後　展開図５ S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

ステ－ジ袖壁：有孔ベニア厚9.0目透かし張り（下地既存利用）

ステージ上部Ｒ壁：既設クロス剥がし撤去

ステ－ジ袖壁：コペンハ－ゲンリブ撤去（下地は現状のまま）

既設巾木現状のママ

ステージ上部Ｒ壁：下地処理後ビニールクロス貼り
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AC-1

ｽﾃｰｼﾞ ｈ ｈ

体育室 ａ

ｄｂｅｂｄｂｄｂｅｂｄｂ

台車入れ

ｉ

体育室

ｇ

ｉｃｃ ｉ

（既済）
天井：耐震改修

ｂ ｅ ｂ ｄｄｂｉ

台車入れ

ｽﾃｰｼﾞ

体育室 ａ

ｂ ｄ ｂ ｅ ｂ ｄ

卓球場

ｆｅｂｆｅｂ

体育室ｈ ｈ

ｈ

ｆｅｂｆｅｂｆｂ

ｈ

耐震改修（既済）

ｄｂ

台車入れ

ｽﾃｰｼﾞｈ

ｄｂｄｂ

ａ体育室

ｄｂｄｂ

ｈ

ｄｂ

卓球場

ｂ ｅ ｆ ｂ ｅ ｆ

（注記：緞帳、カーテンについては別紙参照）

Ｄ

体育室
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Ｄ

台車入れ
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0 卓球場

Ａ
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Y9Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1

5,200 5,700 6,200 5,700 5,200

Ｂ

体育室 手摺受け：鋼板巻き SOP塗替え

AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1

（２階ギャラリー６組　のみ）

既設暗幕カ－テン再利用（レール再利用）※

タテ枠
タモ集成材
Ｌ＝5500
ウレタン塗装

タテ枠
タモ集成材
Ｌ＝5500
ウレタン塗装

ａ

ｇ

ｈ ｈ

ｈ

ｂ ｄ ｂ ｄ ｂ ｄ ｂ ｄ ｂ ｄ ｂ ｄ

ｆｅｂ ｆｅｂ

ｈ ｈ

ａ

壁：有孔ボ－ド（下地共）撤去

スチ－ルサッシ 撤去

スチ－ル建具 撤去

スチ－ル格子取外し

木製カ－テンボックス 撤去

ステ－ジ緞帳 撤去

バスケットゴ－ル 調整

暗幕カ－テン（レ－ル再利用）撤去

椅子台車現状のママ

※防球ネット撤去は別図参照とする

※建具周囲等のはつり撤去は現状に

　準じて補修とする

※ひび割れ補修・破損部等は、施工

　調査を基に協議、変更とする （ 米栂 100×25 SOP塗 ）

※建具撤去工法の木額縁は新設する

　及び巾木は、SOP塗替えとする

※既存スチ－ル建具本体・枠・額縁

※防球ネット新設は別図参照とする

椅子台車正面塗装

バスケットゴ－ル 調整

ステ－ジ緞帳 新設

暗幕カ－テン新設（レール再利用）

木製カ－テンボックス 新設

スチ－ル格子 新設

スチ－ル建具 新設

スチ－ルサッシ 新設

壁：有孔ボ－ド（下地共）新設

＜ 撤去リスト 凡例 ＞ ＜ 新設リスト 凡例 ＞

改修前 展開図（1・2F 体育室、卓球場）展開図（1・2F 体育室、卓球場） 改修後



Ａ－２５

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修後　平面詳細図４・展開図６ S=1/50

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

スチ－ル建具：鉄部 SOP塗替え
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（壁：破損部補修）
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天井：フレキシブボ－ド t6　一部　新設、内部用吹付タイル

（ 穴封鎖 0.9ｍ × 1.8ｍ 程度 ）

階段：鉄部 SOP塗替え

スチ－ル外格子取外し、再取付
（鉄部 SOP塗替え共）

（ 穴封鎖 0.9ｍ × 1.8ｍ 程度 ）

アルミサッシ（カバ－工法）新設
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階段：鉄部 SOP塗替え

サッシ撤去、新設

額縁：木部 SOP塗替え

枠額縁：木部 SOP塗替え

スチ－ル外格子取外し、再取付

（鉄部 SOP塗替え共）

天井：ロックウ－ル吸音板　一部　新設

壁：コペンハ－ゲンリブ　ＯＳ塗替え

壁：プリント合板　一部　張替え部分
D

B

A

展開方向

C

平面詳細図・展開図（1F 放送室、控室） 改修後
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TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

改修後　平面詳細図５・展開図７ S=1/50

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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額縁：木部 SOP塗替え

額縁：木部 SOP塗替え 建具周囲はつり補修

（鉄部 SOP塗替え共）
スチ－ル外格子取外し、再取付

体育用具室Ｂ

1FL±0

サッシ撤去、新設

サッシ撤去、新設

アルミサッシ（カバ－工法）新設

2F床：耐震改修（既済）

手すり：□-60×30

階段手すり：□-60×30

φ16-＠200

□-31×31

手すり支柱：□-31×31

踏み板：縞鋼板ｔ6×750×200
（折曲げ上下20）

ササラ桁：C-150×65×20×3.2

スチ－ル外格子取外し、再取付
（鉄部 SOP塗替え共）

8
0
0

2,000

PL-6 1-M12 四方枠：□-60×30

φ16-＠100

スチ－ル外格子詳細図

天井：内部用吹付タイル

サッシ撤去、新設 スチ－ル建具：鉄部 SOP塗替え

スチ－ル建具：鉄部 SOP塗替えスチ－ル建具撤去、新設

（開き勝手変更：内開き）

スチ－ル建具撤去、新設

（開き勝手変更：内開き）

階段：鉄部 SOP塗替え建具廻り撤去補修
階段：鉄部 SOP塗替え

床・壁・天井（既存のまま）

床・壁（既存のまま）

D

B

A

展開方向

C

平面詳細図・展開図（1F 非常通路、体育用具室Ｂ） 改修後



建具平面図（２階）建具平面図（１階）

Ａ－２７

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

建具平面図 S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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3
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H
=
2
0
0
0

H
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ｶ
ﾞ
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S
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扉
な

し
・

下
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ﾃ
ﾗ
ｿ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ

A
D

A
D

4
B

S
D

4 S
W

S
D
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B
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D

ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ

S
D

1
0

8
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S
W

S
W

S
W

1 S
D

（改修後）

3
C

S
D

外開き→内開き

額縁：木製ＳＯＰ塗替え（共通）額縁：木製ＳＯＰ塗替え（共通）

3
D

Ｎ

FAW FAW FAW FAW FAW FAW

防 防

＜建具改修＞凡例

防 － 防火設備を示す

　 既存建具を示す

　 撤去建具を示す

　 新設建具を示す

50 50

5
0

7
0

新
設

Ｈ

既
存

Ｈ

新設Ｗ

既存Ｗ1

2

A
D7

A
D7

1

1 W
D

1 W
D

L
D

（改修後）
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ﾞ
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ﾘ
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3 A
W
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2 S
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A
D S
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5 A
D

AD

4A

SDSW

AW AW AW AW

1
A

TS

TS

隣地境界線

建物中心線

延焼ライン

隣地境界線

建物中心線 5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

延焼ライン

（昭和58年10月1日付け、乙種防火戸認定取り消しにより、既存不適格建築物）

延焼の恐れのある部分の現況サッシガラス：線入りガラスt=6.8

5,500 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9X9X8X7X6X5X4X3X2X1
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（今回工事）

階段下
物入

5ｂ

ＳＤ

1

ＳＤ

1

3
C

S
D

TS

TS
カバ－工法

※既存の四方枠を残し全て撤去



９）アルミサッシの表面は高耐候型複合皮膜処理とする。

ガラス符号凡例

ＨＲ　・ハンガ－レ－ル

ＶＲ　・ステンレス製Ｖ形レ－ル、（　）内は巾を示す。

ＵＲ　・ステンレス製Ｕ形レ－ル、（　）内は巾を示す。

ＳＵＦ・ステンレス製下枠（特記以外は水切型とする）

ＳＤＳ・ステンレス製沓摺（特記以外は、　－40×20×1.5とする）

ＡＬＰ・額縁取り付け用アングルピ－ス

ＡＬＦ・アルミ製水切

ＡＬＣ・アルミ製額縁（特記以外25×70とする）

ＤＲ　・戸車

ＡＴ　・自動開閉装置（－式）ｽｲｯﾁ位置は施工時確認とする

ＯＰ　・高所、排煙用オペレ－タ－装置（－式）FL+1200

ＰＵＢ・押棒・引棒（特記以外はステンレス製とする）

ＰＵＨ・押板・引手・取手

ＳＨ　・締まりハンドル、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＢＫ　・浴室錠

ＴＫ　・点検口用錠

ＥＣＫ・非常開放装置付シリンダ－錠

ＣＫ　・シリンダ－本締り錠、（ST）サムタ－ン付を示す。

ＭＫ　・モノロック錠、（ST）はサムタ－ン付を示す。

ＧＨ　・グレモンハンドル・グレモン締まり

ＣＨ　・シリンダ－錠付ケ－スハンドル、（Ｎ）は空錠を示す。

ＬＨ　・シリンダ－錠付レバ－ハンドル、（Ｎ）は空錠を示す。

ＮＨ　・シリンダ－錠付握り玉、（Ｎ）は空錠を示す。

ＦＢ　・フランス落し

ＤＳ　・戸当り

ＣＤＨ・隠ぺい型ドアクロ－ザ－、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＤＣ　・ドアクロ－ザ－、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＬＢＨ・ラバトリ－ヒンジ

ＡＨ　・オ－トヒンジ

ＦＨ　・フロア－ヒンジ、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＰＨ　・ピポットヒンジ

ＢＨ　・ステンレス丁番３枚吊

建具金物符号凡例

Ｓ　・障子

Ｆ　・襖戸

ＷＷ・木製窓

ＷＤ・木製ドア

ＧＷ・ガラス窓

ＴＬ・トップライト

ＴＳ・トイレスクリ－ン

ＡＣ・アコ－ディオンドア

ＤＰ・スライディングウォ－ル

ＬＤ・軽量スチ－ル製ドア

ＳＳ・ステンレス製シャッタ－

ＳＰ・スチ－ル製パ－ティション

ＳＧ・スチ－ル製ガラリ

ＳＨ・スチ－ル製シャッタ－

ＳＷ・スチ－ル製窓

ＳＤ・スチ－ル製ドア

ＡＧ・アルミニウム製ガラリ

ＡＰ・アルミニウム製パ－ティション

ＡＷ・アルミニウム製窓

ＡＤ・アルミニウム製ドア

建具符号凡例

　　ュ18とする。

８）網戸は特記を除きサランネット貼（ブラック）とし、特記を除きメッシ

　　事に準ずる。

７）練付化粧合板、プリント合板、ポリエステル化粧合板等の仕様は内装工

　　Ⅰ類とする。

６）合板フラッシュに使用する合板は特記を除きシナ厚4mmとし耐水合板は

５）本建具表の見付有効、見込寸法は仕上り寸法を示すものとする。

４）建具金物は特記を除きステンレス製ＨＬ仕上とする。

３）外部金属建具（ＲＣ部等取合い）周囲は充分に防水モルタル詰めを行い

２）現寸図又は現場の納り上多少の形状寸法の変更はあるものとする。

１）金属製建具は全て現寸図提出の上係員の承認を得ること。

※　注　記

注）・防火設備のガラス留材はシ－リングとし、その他は特記を除きシ－

　　　リング又はガスケット施工とする。

　　・衝突防止シ－ルは、SUS304 HL ｱ0.8×30φ（両面）程度とする。

Ｒ　・欄間

防　・防火設備を示す。

特　・特定防火設備を示す。

　　（符号前にＦ表示）

ＫＲ　・クレセント（防犯サブロック付）

　　枠四周はシ－リング材（種別は特記による）を充てんすること。

Ｆ　４・６　　　型板ガラス

Ｔ　４・５・８　強化板ガラス

ＳＧ３・５　　　スリ板ガラス

ＦＷ６．８　　　網入型板ガラス　※特記を除き菱クロスワイヤ－とする。

ＰＷ６．８　　　網入磨板ガラス　※特記を除き菱クロスワイヤ－とする。

ＡＰ３　　　　　アルミパネル

ＦＬ３・５・６　フロ－ト板ガラス

Ｒ　６　　　　　熱線反射ガラス

ＬＢＳ・ラバトリ－ストッパ－（帽子掛け、戸当り付）

ＧＢ１５０　　　ガラスブロック　※特記を除き１５０角（乳白）とする。

新設１

　スチ－ル SOP

　アルミ押出し型材

　フロアヒンジ、押板
　シリンダ－錠

数量
建具金物
附 属 品材質仕上ガラス内法寸法（Ｗ×Ｈ）

　内部アングルピ－ス付

撤去１

１

撤去１

新設１

１

撤去２

新設２

２

1,700×2,000　

扉1,700×1,800　

4,300×1,800　

開口1,600×1,800　

1,600×1,800　

5,600×2,300　

5,500×2,250　

1,600×1,800　

800×1,800　

800×1,800　

800×1,800　

800×1,800　

1,800×1,800　

1,800×1,800　

GB150

F4

AP3

F4

FW6.0

FW6.8

FW6.0

FW6.0

FW6.8

　アルミ押出し型材

　（シルバ－）

　（シルバ－）

　戸車レ－ル、引手

　ドアクロ－ザ、丁番

　丁番

　ピポットヒンジ

　握玉付本締錠

　クレセント

　内部アングルピ－ス付

　丁番
　握玉付本締錠

　内部アングルピ－ス付

　握玉付本締錠

　ピポットヒンジ 　内部アングルピ－ス付
　握玉付本締錠

　ピポットヒンジ 　内部アングルピ－ス付
　握玉付本締錠

　内部アングルピ－ス付

　内部アングルピ－ス付　ピポットヒンジ

　上下レ－ル

　上下レ－ル

　握玉付本締錠

　握玉付本締錠

　引手

　引手

１

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　BH、DC、DS、NH、SUF
　ALC

扉1,700×2,250　
FIX　900×2,250　

FIX1,000×1,800　

　FH、DS、CK、PUB、ALC

　内部アングルピ－ス付

　欄間FIX無し

　欄間FIX有り

1,600×1,800　

1,800×1,800　

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

　木額縁 100×25 SOP塗

　木額縁 100×25 SOP塗

　木額縁 100×25 SOP塗

使用箇所符号

SD

2A

SD

1

SD

2B

AD

4

AD

SD

2C

SD

3A

見込 70 見込 70

見込 60

下枠はつり

見込 60 見込 70

見込 60

見込 60 見込 70

見込 60

見込 60

4A

SD

SD

4B

下枠はつり

見込 35 見込 70

見込 35

SD

3C

SD

見込 60

3D

　1F 非常通路

　 （外部）

　1F 倉庫（外階段下）

　 （バスケット部）

　 （外部）

　1F 玄関ホ－ル

　1F 玄関ホ－ル

　 （内部）

　1F 非常通路

　 （内部）

　2F 卓球場

　 （外階段）

　1F 男女トイレ

　1F 控室

　1F 体育室（南）

　 （西・東）

（カバ－工法）

（既存のまま）

両開きフラッシュ戸

両開きフラッシュ戸

（既存のまま）

片開きフラッシュ戸

片開きフラッシュ戸

片開きフラッシュ戸

引分けフラッシュ

ハンガ－戸　腰窓

腰窓

腰窓

片開きフラッシュ戸

欄間･両袖FIX窓付

ガラスブロック付

開口枠

（既存のまま）

▽玄関ホ－ルＦＬ

OPEN OPEN

1
8
0

ガラスブロック

4
0
01,000・50 900・100

　1F 体育用具室　B

　1F 体育用具室　A・B

両開き戸

（撤去工法）

（撤去工法）

下枠テラゾブロック撤去 → モルタル塗り補修

下枠はつり

形式機構（改修工法） 備考（改修項目）

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

建具表１ S=1/200 Ａ－２８

SD

3B

AD

7 ▽男女トイレＦＬ

1
5
0

（撤去工法）

（撤去工法）
見込 70

800×2,000 F4 　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　1F 男女更衣室

AD

撤去２

新設２

　 （バレ－部）
（バレー部：撤去）

（バスケット部：既存のまま）

撤去１

既存のまま

３

800×2,000　

小窓  200×  200　

800×2,000　

小窓  200×  200　
F4

　（シルバ－）
　アルミ押出し型材 　ドアクロ－ザ、丁番

　握玉付本締錠
　木額縁：SOP塗替え

　木額縁

　BH、DC、DS、NH、SUF
　ALC

　木額縁 180×25 SOP塗
アルミガラリ

下枠はつり

下枠はつり

AD

5

AD

撤去１

新設１

撤去１

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　BH、DC、DS、NH、SUF
　ALC

800×1,800　 　木額縁 100×25 SOP塗

FW6.8 　BH、DC、DS、NH、SUF
　ALC

アルミ額縁付 100×25 

引違い框戸

引開き框戸

見込 70

見込 70

1

2

3

5

AD
新設１ 　アルミ押出し型材

　（シルバ－）

引分けフラッシュ

ハンガ－戸

（既存のまま）

　HR、PUB、CK、SUF高耐候性粉体塗装鋼鈑
ｔ＝0.8

AD-6は欠番

　扉：ＳＯＰ塗替え

　扉：ＳＯＰ塗替え

　扉：ＳＯＰ塗替え

腰：アルミパネル
ｔ＝3.0

見込 70

900×1,800　

T8

T5

PW6.8

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

1
ＳＤ

片開きフラッシュ戸

（既存のまま）

　扉：ＳＯＰ塗替え １



Ａ－２９

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

建具表２ S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

（撤去工法） 新設10
窓1,800×  350　

AP3
（縦ﾘﾌﾞ） 　（シルバ－）

　アルミ押出し型材 　KR、ALF、ALC 　内部アングルピ－ス付、額縁
　網戸、内格子：取外し、復旧

3,670×  350　

窓枠：ＳＯＰ塗替え
4

　窓枠、額縁：SOP塗替え

SW

AW

9

2

AW

3

3

SW

AW

4

SW

5

5

AW

6

SW

7

SW

AW

8

6

SW

SW

AW

SW

9

10

11

12

7

8

SW

1A

1

AW

SW

AW

2

1B

9

FAW

AW

10 10

FAW

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
5
0

1
5
01
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
1
0
0

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

3
0
0

3
0
0

700

1,600

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
5
0

4
0
0

4
0
0

1
,
1
5
0

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

SW

AW

SW

SW
4
0
0

4
0
0

4
0
0

1,300 650

9
5
0

1
,
1
0
0

4
0
0

4
0
0

9
5
0

1
,
1
0
0

4
0
0

1,550 700

新設　丸鋼Φ13　ＳＯＰ　

９）アルミサッシの表面は高耐候型複合皮膜処理とする。

ガラス符号凡例

ＨＲ　・ハンガ－レ－ル

ＶＲ　・ステンレス製Ｖ形レ－ル、（　）内は巾を示す。

ＵＲ　・ステンレス製Ｕ形レ－ル、（　）内は巾を示す。

ＳＵＦ・ステンレス製下枠（特記以外は水切型とする）

ＳＤＳ・ステンレス製沓摺（特記以外は、　－40×20×1.5とする）

ＡＬＰ・額縁取り付け用アングルピ－ス

ＡＬＦ・アルミ製水切

ＡＬＣ・アルミ製額縁（特記以外25×70とする）

ＤＲ　・戸車

ＡＴ　・自動開閉装置（－式）ｽｲｯﾁ位置は施工時確認とする

ＯＰ　・高所、排煙用オペレ－タ－装置（－式）FL+1200

ＰＵＢ・押棒・引棒（特記以外はステンレス製とする）

ＰＵＨ・押板・引手・取手

ＳＨ　・締まりハンドル、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＢＫ　・浴室錠

ＴＫ　・点検口用錠

ＥＣＫ・非常開放装置付シリンダ－錠

ＣＫ　・シリンダ－本締り錠、（ST）サムタ－ン付を示す。

ＭＫ　・モノロック錠、（ST）はサムタ－ン付を示す。

ＧＨ　・グレモンハンドル・グレモン締まり

ＣＨ　・シリンダ－錠付ケ－スハンドル、（Ｎ）は空錠を示す。

ＬＨ　・シリンダ－錠付レバ－ハンドル、（Ｎ）は空錠を示す。

ＮＨ　・シリンダ－錠付握り玉、（Ｎ）は空錠を示す。

ＦＢ　・フランス落し

ＤＳ　・戸当り

ＣＤＨ・隠ぺい型ドアクロ－ザ－、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＤＣ　・ドアクロ－ザ－、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＬＢＨ・ラバトリ－ヒンジ

ＡＨ　・オ－トヒンジ

ＦＨ　・フロア－ヒンジ、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＰＨ　・ピポットヒンジ

ＢＨ　・ステンレス丁番３枚吊

建具金物符号凡例

Ｓ　・障子

Ｆ　・襖戸

ＷＷ・木製窓

ＷＤ・木製ドア

ＧＷ・ガラス窓

ＴＬ・トップライト

ＴＳ・トイレスクリ－ン

ＡＣ・アコ－ディオンドア

ＤＰ・スライディングウォ－ル

ＬＤ・軽量スチ－ル製ドア

ＳＳ・ステンレス製シャッタ－

ＳＰ・スチ－ル製パ－ティション

ＳＧ・スチ－ル製ガラリ

ＳＨ・スチ－ル製シャッタ－

ＳＷ・スチ－ル製窓

ＳＤ・スチ－ル製ドア

ＡＧ・アルミニウム製ガラリ

ＡＰ・アルミニウム製パ－ティション

ＡＷ・アルミニウム製窓

ＡＤ・アルミニウム製ドア

建具符号凡例

　　ュ18とする。

８）網戸は特記を除きサランネット貼（ブラック）とし、特記を除きメッシ

　　事に準ずる。

７）練付化粧合板、プリント合板、ポリエステル化粧合板等の仕様は内装工

　　Ⅰ類とする。

６）合板フラッシュに使用する合板は特記を除きシナ厚4mmとし耐水合板は

５）本建具表の見付有効、見込寸法は仕上り寸法を示すものとする。

４）建具金物は特記を除きステンレス製ＨＬ仕上とする。

３）外部金属建具（ＲＣ部等取合い）周囲は充分に防水モルタル詰めを行い

２）現寸図又は現場の納り上多少の形状寸法の変更はあるものとする。

１）金属製建具は全て現寸図提出の上係員の承認を得ること。

※　注　記

　　・衝突防止シ－ルは、SUS304 HL ｱ0.8×30φ（両面）程度とする。

Ｒ　・欄間

防　・防火設備を示す。

特　・特定防火設備を示す。

　　（符号前にＦ表示）

ＫＲ　・クレセント（防犯サブロック付）

　　枠四周はシ－リング材（種別は特記による）を充てんすること。

Ｆ　４・６　　　型板ガラス

Ｔ　４・５・８　強化板ガラス

ＳＧ３・５　　　スリ板ガラス

ＦＷ６．８　　　網入型板ガラス　※特記を除き菱クロスワイヤ－とする。

ＰＷ６．８　　　網入磨板ガラス　※特記を除き菱クロスワイヤ－とする。

ＡＰ３　　　　　アルミパネル

ＦＬ３・５・６　フロ－ト板ガラス

Ｒ　６　　　　　熱線反射ガラス

ＬＢＳ・ラバトリ－ストッパ－（帽子掛け、戸当り付）

ＧＢ１５０　　　ガラスブロック　※特記を除き１５０角（乳白）とする。

　滑出しア－ム、締り
　ハンドル、クレセント

　滑出しア－ム、締り
　ハンドル、クレセント

数量 建具金物
附 属 品

材質仕上ガラス内法寸法（Ｗ×Ｈ）

　内部アングルピ－ス付

撤去３

新設３

撤去２

新設２

撤去１

新設１

撤去10

１

撤去２

新設２

４

２

撤去２

新設２

撤去１

新設１

撤去１

新設１

撤去８

撤去４

1,800×  600　

1,700×  480　

1,800×  600　

1,700×  480　

3,670×  600　
窓1,800×  600　

3,570×  480　
窓1,750×  480　

3,670×  350　
窓1,800×  350　

1,200×  600　

2,670×  900　

2,570×  780　

窓1,300×  900　

窓1,250×  780　

600×  600　

450×  450　

窓1,800×1,350　

窓1,750×1,230　

中窓1,700×1,350　
袖窓1,600×1,350　

FIX　650×1,230　

FIX　700×1,350　

2,600×1,350　

2,500×1,230　

5,100×1,350　

5,000×1,230　

5,600×1,350　

窓1,600×1,230　

窓1,800×1,350　

中窓1,800×1,230　

中窓1,600×1,100　

中窓1,550×1,030　

中窓1,300×1,100　

中窓1,300×1,030　

袖窓1,750×1,230　

袖窓　700×1,100　

袖窓　700×1,030　

袖窓　700×1,100　

袖窓　650×1,030　

5,500×1,230　

5,000×3,350　

4,900×3,230　

4,375×3,350　

4,275×3,230　

F4

F4

F4

AP3
（縦ﾘﾌﾞ）

ﾐﾗ-FL5

F4

FL3

FL3

FW6.0

FW6.0

FW6.0

PW6.0

PW6.0

PW6.8

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　スチ－ル SOP

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　アルミ押出し型材
　（シルバ－）

　クレセント 　内部アングルピ－ス付

　クレセント

　クレセント 　内部アングルピ－ス付

　クレセント 　内部アングルピ－ス付

　クレセント

　クレセント

　クレセント 　内部アングルピ－ス付

　内部アングルピ－ス付　クレセント

　クレセント 　内部アングルピ－ス付

　内部アングルピ－ス付

　内部アングルピ－ス付

　内部アングルピ－ス付

　内部アングルピ－ス付

　内部アングルピ－ス付

　滑出しア－ム、締り
　ハンドル

　滑出しア－ム、締り
　ハンドル

　KR、ALF、ALC 　網戸

　網戸

　網戸

　網戸

　網戸

　網戸

　網戸

　網戸　KR、ALF、ALC

　KR、ALF、ALC

　KR、ALF、ALC

　KR、ALF、ALC

　KR、ALF、ALC

　KR、ALF、ALC

　滑出しア－ム
　SH、KR、ALF、ALC

　滑出しア－ム
　SH、KR、ALF、ALC

　内部アングルピ－ス付
　外格子

　網戸、外格子

　窓枠、額縁：SOP塗替え

　窓枠、額縁：SOP塗替え

　1F 体育室（南・北）

使用箇所符号

見込 70見込 70

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

▽体育室ＦＬ

見込 70 見込 70

△更衣室ＦＬ

見込 70 見込 70

スチ－ル内格子

見込 70

見込 70 見込 70

見込 35

見込 35

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

見込 70 見込 70

▽２ＦＬ

見込 70 見込 70

見込 70 見込 70

▽２ＦＬ

見込 70 見込 70

見込 70

見込 70

見込 70

見込 70

△トイレＦＬ

▽用具室ＦＬ

▽ＦＬ

スチ－ル外格子

　1F 男女トイレ

　　 控室

　 （バレ－部）

　1F 男女更衣室

　 （バスケット部）

　1F 放送室

　2F 体育用具室

　　 教官室

　2F 体育用具室

　　 教官室

　2F 体育用具室

　2F 卓球場（西）

　2F ギャラリ－

　 （南・北）

　2F ギャラリ－

　 （南・北）

　2F 卓球場（西）

　2F 卓球場（西）

　　 教官室

引違い窓

（カバ－工法）

（カバ－工法）

引違い窓　格子付

引違い連窓　２連

（カバ－工法）

引違い連窓　２連

引違い窓

引違い連窓　２連

（カバ－工法）

滑出し窓

滑出し窓

（カバ－工法）

引違い連窓　３連

引違い連窓　３連

FIX付引違い窓

（カバ－工法）

（カバ－工法）

アルミ外格子

スチ－ル内格子

▽放送室ＦＬ

△２ＦＬ

△２ＦＬ

窓枠：ＳＯＰ塗替え

窓枠：ＳＯＰ塗替え

　1F 体育用具室　B

形式機構（改修工法） 備考（改修項目）

　　 体育用具室　A

T4

T4

T4

T4

T4

T4

T4

PW6.8

FIX付引き違い窓

FIX･滑出し

FIX付引き違い窓

FIX･滑出し

ＦＷ-9

ＦＡＷ-9

ＦＷ-10

ＦＡＷ-10

ＦＷ-9

ＦＷ-10

新設４

新設２

（カバ－工法）

（引抜き工法）

（カバ－工法）

（引抜き工法）

新設４ＦＡＷ-9

（防火設備）

新設２ＦＡＷ-10

（防火設備）

　　　リング又はガスケット施工とする。

注1）・防火設備のガラス留材はシ－リングとし、その他は特記を除きシ－

注2）・2階南側ギャラリーＡＦＷ-９、ＡＦＷ10部については　補強材

Ｈ－100*100*6*8２段式

格子（別紙参照）

を建築工事で行う事。



TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

防　・防火設備を示す。

９）アルミサッシの表面は高耐候型複合皮膜処理とする。

ガラス符号凡例

ＨＲ　・ハンガ－レ－ル

ＶＲ　・ステンレス製Ｖ形レ－ル、（　）内は巾を示す。

ＵＲ　・ステンレス製Ｕ形レ－ル、（　）内は巾を示す。

ＳＵＦ・ステンレス製下枠（特記以外は水切型とする）

ＳＤＳ・ステンレス製沓摺（特記以外は、　－40×20×1.5とする）

ＡＬＰ・額縁取り付け用アングルピ－ス

ＡＬＦ・アルミ製水切

ＡＬＣ・アルミ製額縁（特記以外25×70とする）

ＤＲ　・戸車

ＡＴ　・自動開閉装置（－式）ｽｲｯﾁ位置は施工時確認とする

ＯＰ　・高所、排煙用オペレ－タ－装置（－式）FL+1200

ＰＵＢ・押棒・引棒（特記以外はステンレス製とする）

ＰＵＨ・押板・引手・取手

ＳＨ　・締まりハンドル、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＢＫ　・浴室錠

ＴＫ　・点検口用錠

ＥＣＫ・非常開放装置付シリンダ－錠

ＣＫ　・シリンダ－本締り錠、（ST）サムタ－ン付を示す。

ＭＫ　・モノロック錠、（ST）はサムタ－ン付を示す。

ＧＨ　・グレモンハンドル・グレモン締まり

ＣＨ　・シリンダ－錠付ケ－スハンドル、（Ｎ）は空錠を示す。

ＬＨ　・シリンダ－錠付レバ－ハンドル、（Ｎ）は空錠を示す。

ＮＨ　・シリンダ－錠付握り玉、（Ｎ）は空錠を示す。

ＦＢ　・フランス落し

ＤＳ　・戸当り

ＣＤＨ・隠ぺい型ドアクロ－ザ－、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＤＣ　・ドアクロ－ザ－、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＬＢＨ・ラバトリ－ヒンジ

ＡＨ　・オ－トヒンジ

ＦＨ　・フロア－ヒンジ、（NS）はストッパ－無しを示す。

ＰＨ　・ピポットヒンジ

ＢＨ　・ステンレス丁番３枚吊

建具金物符号凡例

Ｓ　・障子

Ｆ　・襖戸

ＷＷ・木製窓

ＷＤ・木製ドア

ＧＷ・ガラス窓

ＴＬ・トップライト

ＴＳ・トイレスクリ－ン

ＡＣ・アコ－ディオンドア

ＤＰ・スライディングウォ－ル

ＬＤ・軽量スチ－ル製ドア

ＳＳ・ステンレス製シャッタ－

ＳＰ・スチ－ル製パ－ティション

ＳＧ・スチ－ル製ガラリ

ＳＨ・スチ－ル製シャッタ－

ＳＷ・スチ－ル製窓

ＳＤ・スチ－ル製ドア

ＡＧ・アルミニウム製ガラリ

ＡＰ・アルミニウム製パ－ティション

ＡＷ・アルミニウム製窓

ＡＤ・アルミニウム製ドア

建具符号凡例

　　ュ18とする。

８）網戸は特記を除きサランネット貼（ブラック）とし、特記を除きメッシ

　　事に準ずる。

７）練付化粧合板、プリント合板、ポリエステル化粧合板等の仕様は内装工

　　Ⅰ類とする。

６）合板フラッシュに使用する合板は特記を除きシナ厚4mmとし耐水合板は

５）本建具表の見付有効、見込寸法は仕上り寸法を示すものとする。

４）建具金物は特記を除きステンレス製ＨＬ仕上とする。

３）外部金属建具（ＲＣ部等取合い）周囲は充分に防水モルタル詰めを行い

２）現寸図又は現場の納り上多少の形状寸法の変更はあるものとする。

１）金属製建具は全て現寸図提出の上係員の承認を得ること。

※　注　記

注）・防火設備のガラス留材はシ－リングとし、その他は特記を除きシ－

　　　リング又はガスケット施工とする。

　　・衝突防止シ－ルは、SUS304 HL ｱ0.8×30φ（両面）程度とする。

Ｒ　・欄間

特　・特定防火設備を示す。

　　（符号前にＦ表示）

ＫＲ　・クレセント（防犯サブロック付）

　　枠四周はシ－リング材（種別は特記による）を充てんすること。

Ｆ　４・６　　　型板ガラス

Ｔ　４・５・８　強化板ガラス

ＳＧ３・５　　　スリ板ガラス

ＦＷ６．８　　　網入型板ガラス　※特記を除き菱クロスワイヤ－とする。

ＰＷ６．８　　　網入磨板ガラス　※特記を除き菱クロスワイヤ－とする。

ＡＰ３　　　　　アルミパネル

ＦＬ３・５・６　フロ－ト板ガラス

Ｒ　６　　　　　熱線反射ガラス

ＬＢＳ・ラバトリ－ストッパ－（帽子掛け、戸当り付）

ＧＢ１５０　　　ガラスブロック　※特記を除き１５０角（乳白）とする。

扉  700×1,700　

数量 建具金物
附 属 品

材質仕上ガラス内法寸法（Ｗ×Ｈ）

１

撤去１

新設１

600×1,800　

1,800×  900　

扉  700×1,700　
扉  450×1,700　

3,850+1,000×1,700　

　プリント合板
　（メラミン）

　ラワン生地 　レ－ル、ネジ締り

　丁番、取手
　ア－ムストッパ－

　プリント合板
　（メラミン）

　プリント合板
　（メラミン）

　メラミン樹脂化粧板
　心材ペ－パ－コア

　メラミン樹脂化粧板
　心材ペ－パ－コア 　笠木・巾木SUS HL

　内掛錠、LBH・LBS

　固定金物、頭繋ぎSUS
　取付金物、取手

　笠木・巾木SUS HL
　内掛錠、LBH・LBS

　固定金物、頭繋ぎSUS
　取付金物、取手

PW6.0

1,000+1,100×1,700　

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

1

WW

1

TS

1

TS

TS

TS

2

2

使用箇所符号

　2F ギャラリ－

　 （南・北）

　1F 女子トイレ

　1F 男子トイレ

見込 30

見込 30

見込 33

見込 33

見込 33

▽放送室ＦＬ

見込 40

見込 40

片開きフラッシュ戸

片開きフラッシュ戸

引違いガラス戸

トイレスクリ－ン

トイレスクリ－ン

1
,
1
5
0

形式機構（改修工法） 備考（改修項目）

建具表３ S=1/200 Ａ－３０

新設２ 600×1,800　
　プリント合板
　（メラミン）

　木三方枠、額縁：SOP塗替え　丁番、取手
　ア－ムストッパ－

1,
00

0

401,
35

0
40

2,210+1,350×2×2,000　

扉  600×1,900

1,
35

0

40
扉  600×1,900

　1F みんなのトイレ

2,
00

0

引き残し110※有効開口900

※
15

0F4 φ200
1,030×2,000　 F4.0 　扉：化粧鋼鈑

LD

　自閉式（傾斜機能）
　焼付塗装

見込 33

軽量片引きハンガードア
自閉式

新設１

　CK(ST)、PUB
　三方枠：スチールW160×30

（既存のまま）

　1F 放送室

　1F 放送室

※扉Ｈ＝1900
扉以外のパネルはハイパネル
仕様　Ｈ＝2400とする。

※扉Ｈ＝1900
扉以外のパネルはハイパネル
仕様　Ｈ＝2400とする。

1,040+1,350×2,400　

1,160+1,000×2,400　
(700×2,400)

４
AW

スチール格子　（１階体育室　南、北側） 数量　10ヶ所

縦桟φ13＠630縦桟φ13＠630

横桟φ13＠150横桟φ13＠150

FB-40×4 FB-40×4

FB-40×4
ＳＯＰ

ＳＯＰ

ＳＯＰ

ＳＯＰ

ＳＯＰ

ＳＯＰ

ＳＯＰ

1

WD

1

WD

WD

WD

2

2

（撤去工法）

（撤去工法）

撤去１

新設１

撤去１

新設１

800×1,800　

800×1,800　 ポリ合板

　丁番
　握玉付本締錠

　丁番
　握玉付本締錠

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

撤去１

　木三方枠、額縁：SOP塗替え

額縁：SOP塗替え

　プリント合板
　（メラミン）

　内部クロス貼

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

3,750

1,875 1,875

38
0

1



Ａ－３１

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

S=1/200改修後　１階体育室　床断面構成図

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

１
，
９
５
０

１
，
８
０
０

１
，
９
５
０

改修後　１階平面図　Ｓ＝１／２００

1,850 2,150

2,
85

0
2,

85
0

女子トイレ

男子トイレ

みんなのトイレ

前室

前室１

端部は三角シーリング

（グラスファイバー層入り）

【新設床】屋内スポーツ用長尺弾性塩ビシート床材貼り　厚7.5mm以上

特記仕様

※ 耐久性や伸縮性を考慮し、グラスファイバー層で構成されたものとする。

【既存床】　塗床

（下地補修は別紙による）
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【新設床】屋内スポーツ用長尺弾性塩ビシート床材貼り　厚7.5mm以上
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DRAWNING SCALE No
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Ａ-32体育器具図１

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

品　番

SD101

SD101

SD103

SD104

SD106

BV402

BD602

数量

2基

2対

6対

1張

1張

2張

1張

2張

既存水平折畳式バスケット台調整

ステージ用防球ネット　両開ロープ操作式

セパレート用防球ネット　両開ロープ操作式

側面用防球ネット　両開手引き式

バドミントン用床止金具　塗床用　完全落蓋型　亜鉛ダイカスト製

バレー用床止金具　塗床用　完全落蓋型　亜鉛ダイカスト製

品　　名　　／　　仕　　様

出入口用防球ネット　片開手引き式

妻面用防球ネット　固定式

コートライン一覧表

NO

9

10

11

品　番

SL211

SL213

SL215

数量

2面

2面

6面

一般6人制バレーボールコート　18,000×9,000　全線

バドミントンダブルスコート　13,400×6,100　コーナー及びポイント　L=4　T=20

ライン色 ライン巾 優先順位

50mm

50mm

40mm

S=1/120

体育施設工事一覧表

品　　名　　／　　仕　　様

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

注記：施工に際して、コートラインの内容、優先順位等打ち合わせに上実施する事とする。
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非常通路

体育用具室

放送室

控室体育用具室室

Ｕ
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Ｕ
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バレー部
女子更衣室

バスケット部
女子更衣室

玄関ホール ステージ

女子トイレ

男子トイレ

みんなのトイレ

前室

前室１

体育器具配置図

S=1:120

バスケットボールコート　25,000×14,000　全線（リスタートライン+20ｍ）
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TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

S=1/120体育器具図２

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

Ａ-33

STKM-φ83.6×2.8

ゴムパッキン

蓋受ケース

テーパーベース

フロアープレート

S=1:10

モルタル層

落下式蓋

BV402(塗床用)バレー床金具

モルタル充填

屋内スポーツ用長尺弾性塩ビシート(t=6.0以上)

STKM-φ46.7×2.6

ゴムパッキン

フロアープレート

BD602(塗床用)バドミントン床金具

S=1:10

モルタル層

蓋受ケース

落下式蓋

屋内スポーツ用長尺弾性塩ビシート(t=6.0以上)

モルタル充填

φ250

φ300コア抜き コア抜き

床下基礎内訳表

記　号 名　　　称 個　数 空洞深さ
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体育器具配置図
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TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

体育器具図３ S=1/40

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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2
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7
,
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4
,
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5
0

ネット束ね

ボール抜け止めの為少したるますこと保護ゴム付ウエイト

Ｕターン滑車

φ4ワイヤーロープ ネット吊リング@700

開閉操作用φ8ポリロープ

防球金具

M12ボルトアンカー

▽FL

SD101　ステージ防球ネット　1張

ポリエチレン　　440ｄｔ/44本　　100角目

下部固定用保護ゴム付ウエイト　4個付

色：グリーン

7,300×27,000　　両開ロープ操作式

7,300×14,500　　2枚1組

ネット束ね

ボール抜け止めの為少したるますこと

Ｕターン滑車

φ4ワイヤーロープ ネット吊リング@700

開閉操作用φ8ポリロープ

防球金具

M12ボルトアンカー

保護ゴム付ウエイト

▽FL

ポリエチレン　　440ｄｔ/44本　　100角目

下部固定用保護ゴム付ウエイト　4個付

色：グリーン

下部 2m 25角目

SD101　セパレート用防球ネット　1張

7,300×14,500　　2枚1組

カラビナ固定

カラビナ取付金具

φ4ワイヤーロープ ネット吊リング@700

防球金具

M12ボルトアンカー

色：グリーン

SD104　妻側防球ネット　1張

4,400×27,000　　固定式

ポリエチレン　　440ｄｔ/44本　　25角目

下部固定用保護ゴム付ウエイト　2個付

保護ゴム付ウエイト

（新設） （新設） （新設）

7,300×27,000　　両開ロープ操作式

Y1 Y2 Y1 Y2 Y1 Y2

Ａ-34



TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

体育器具図４ S=1/60

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

　大梁巻き　両サイド防球ネット　2張

5,000×28,000　　固定式

2,500×28,000　　2枚1組

ポリエチレン　　440ｄｔ/44本　　100角目

色：グリーン

Ａ-35

ネット束ね金具図

S=1:10

2
4

φ160

保護ゴム付ウエイト図

保護ゴム

保護ゴム

S=1:10

φ4ポリロープ

硬質ゴム(黒)

6
5

10
0

33

25

中央重なり≒2,000

保護ゴム付ウエイト

M12アイナット

ネット束ね

ネット束ね

φ4ワイヤー

2-M12ボルトアンカー

ネット吊リング φ4ワイヤー

ステージ防球ネット セパレート防球ネット

妻面防球ネット

防球金具

2-M12ボルトアンカー

防球金具

保護ゴム付ウエイト

M12アイナット

ネット束ね

ネット束ね

φ4ワイヤー

色：グリーン

下部固定用保護ゴム付ウエイト　2個付

2,500×3,000　　片開手引き式

SD106　出入口防球ネット　2張

ポリエチレン　　440ｄｔ/44本　　100角目

ポリエチレン　　440ｄｔ/44本　　100角目

4,300×31,300　　両開手引き式

4,300×16,700　　2枚1組

色：グリーン

SD103　両サイド防球ネット　2張

X8 X7 X6 X5 X4 X3 X2



Ａ－３６

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

S=1/100劣化個所現状　１階平面図

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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改修後　１階平面図　Ｓ＝１／１００

女子トイレ

男子トイレ

前室

前室１

みんなのトイレ

Ｕカットエポキシ樹脂充填工法(可とう性エポキシ樹脂充填（クラック巾１ｍｍ超)）ＰＵ－２（ポリウレタン系）

浮きを伴う部　ハツリ取り撤去後　硬質材入り直均し仕上げ（金コテ）

亀　裂（１階）

浮きを伴う
亀甲亀裂部

浮きを伴う
亀甲亀裂部

浮きを伴う
亀甲亀裂部

浮きを伴う
亀甲亀裂部

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂 亀裂

部　位 補　修　施　工　内　容

体育用具室室

玄関ﾎｰﾙ

バレー部
女子更衣室

バスケット部
女子更衣室

体育室
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Ａ－３７

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

S=1/100劣化個所現状　２階平面図

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

改修前　２階平面図　Ｓ＝１／１００

亀裂

手すり天端：欠損（０．１×０．３×厚０．０３）

亀裂 亀裂

亀裂

亀裂 亀裂

柱：欠損（０．１×０．１）

柱：欠損（０．１×０．１）

壁：亀裂（ﾀﾃ２．９）

亀裂 亀裂 亀裂 亀裂 亀裂 亀裂 亀裂

亀裂

欠 　　　損

亀　裂（２階） 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（可とう性エポキシ樹脂充填(クラック巾０．２ｍｍ以上～１ｍｍ以下)）

エポキシ樹脂モルタル充填工法

部　位 補　修　施　工　内　容
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Ａ－３８

TITLEMEMO

DRAWNING SCALE No

劣化個所現状　立面図 S=1/200

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

浮き

現況

西　立　面　図　　S＝１／２００

現況

西　上　げ　裏　　S＝１／２００

改修工事

耐震補強工事

階段　上裏
外壁（木製下地）撤去　後モルタル全面補修

現況

北　立　面　図　　S＝１／２００

浮き 浮き 浮き 浮き改修工事

耐震補強工事

階段　上裏
外壁（木製下地）撤去　後モルタル全面補修

東　立　面　図　　S＝１／２００

現況

現況

東　上　げ　裏　　S＝１／２００

（高圧水洗の上施工）

（高圧水洗の上施工）

（高圧水洗の上施工）

南　立　面　図　　S＝１／２００

現況

※１亀裂

亀裂

亀裂

（今回工事）

欠損

亀裂

亀裂 亀裂 欠損

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂 欠損

欠損

亀裂

亀裂

亀裂

亀裂

浮き 浮き浮き

３ヶ所
はく離　鉄筋露出

（今回工事）

亀裂

亀裂

欠損

※１亀裂

亀裂

欠損

亀裂

はく離　鉄筋露出

はく離　鉄筋露出

亀裂 亀裂

はく離　鉄筋露出

亀裂 亀裂 亀裂 亀裂 亀裂

亀裂

欠損

外 壁 浮 き

現　　　　状

外 壁 亀 裂

外 壁 欠 損・爆 裂

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　一般部：１６本／ｍ2、指定部：２５本／ｍ2（高圧水洗の上施工）

エポキシ樹脂モルタル充填工法（高圧水洗の上施工）（鉄筋露出部（爆裂部）：錆落とし、防錆処理）

Ｕカットシール材充填工法（可とう性エポキシ樹脂充填(クラック巾１ｍｍ超)）ＰＵ－２（ポリウレタン系）

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（可とう性エポキシ樹脂充填(クラック巾０．２ｍｍ以上～１ｍｍ以下)※２

※１

１ｍｍ以上の部分は※１の北１ヶ所と南１ヶ所のみ。その他については、※２とする。

補　　修　　内　　容

改質アスファルトシート防水　ＡＳ－１

モルタル勾配調整

押え防水層撤去後ポリマーセメント系塗膜防水
　　　　　　　　　　　　　（下地処理の上）

鋳鉄製横引き形ドレン（１００Ａ）１箇所

ポーチ屋根防水改修　S＝1/30

ﾌﾚｰﾑ構成部材
Ｌ-50×50×6
＠1800

断熱材：硬質ｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ t=35

屋根：ﾊｲﾀﾌｼｰﾄ t=1.14

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄUA-N @600

亜鉛鉄板 Z-12 t=1.0

既設屋根

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4

透湿防水シート

壁耐火用木毛ｾﾒﾝﾄ板　t=25

既設外壁：角波

塩ビ前高200WIDE

既設軒樋：

防球ネット
糸太さ　2.7ｍｍ
マス目　37.5ｍｍ

Ｈ＝1.000　Ｌ＝28.800

ﾌﾚｰﾑ構成部材
Ｌ-50×50×6
＠1800

屋根東側落下防止ネット　S＝1/50

Ｈ＝1.000　Ｌ＝28.800

ﾌﾚｰﾑ構成部材　Ｌ-50×50×6　＠1800

防球ネット

G
L
ま

で
7
,
7
5
0

胴縁：C-100x50x20x2.3（SSC400）@600
2C-100x50x20x2.3（SSC400）@1800

胴縁受：L-75x75x6

X9

RSL

560

1
0
0

（斜線部）

（斜線部）

耐震補強（増し打ち補強）
工事済箇所　※印付きサッシ
は今回工事対象外

（工事完了済）

（工事完了済）
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8
0
0

2,000
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＋
２

４
０

０

±
０

＋
５

６
０

０
＋

５
６

０
０

＋
４

２
０

０＋
５

６
０

０

＋
２

４
０

０

＋５００

±０

＋１５００ ±０
±０

＋４０００
＋２４００

±０

－９００

±０

＋５００

－６００

＋５００

±０

＋２４００

＋５００

＋２８００

＋４０００

＋４４００＋５６００

＋５６００

＋５６００
＋１０６００

＋１０６００

＋５６００

＋５６００

＋５６００
＋５６００

＋５６００

＋２４００

＋１５００

－６００
－１３００

＋２４００

＋５６００

±０ 地盤レベルを示す

３，０００３，０００

５，０００５，０００

３，０００

５，０００

２
階

延
焼

ﾗｲ
ﾝ

１
階

延
焼

ﾗｲ
ﾝ

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

S=1/500外　構　図

５
，

４
９

０

５
，

２
０

０

外　構　工　事

屋内運動場東側

雨水排水整備工1

（既設Ｕ字溝　Ｕ-300）

（施工箇所）

タテ樋雨水排水整備

1.Ｙ1-Ｘ1　南西出隅　　１箇所

2.Ｙ9-Ｘ1　北西出隅　　１箇所

3.Ｘ9-Ｙ1　南東出隅　　１箇所

4.Ｘ9-Ｙ9　北東出隅　　１箇所

計　4箇所

①

②

③

屋内運動場東側

既設法面
目地補修工

既設法面目地補修工
屋内運動場東側

東側　既設土間コンクリート木目地撤去
　再シーリング充填

東側　既設Ｕ字溝内分水嶺より北側
　　　　排水勾配モルタル塗り

既設土間コンクリート　カッター切り

土間はつり、撤去、鋤取り

既設側溝（既設集水ます）へ接続

Ｕ-180敷設　周囲コンクリート充填　取合補修

（既設タテ樋Φ100から
の雨水排水処理）

（施工内容）

（隣地境界フェンス内）

Ｎ

外　構　図　　　Ｓ＝１／５００

５，０９２
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０
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，
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１
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０

１
５

１
３

，
５

５
９

１
０

，
７

０
７

４
４

，
１

８
５

２９，０１８

２４，１８５

１４，６０３

２
４

，
０

６
３

４，７００

２８，８９９

１２，２６４
１２，２０９２３，２６１

１３，２２３２５，１２２

２５，０８２
１３，１２２

２５，３２６

４０，５００

４５，４３４

５，４６９

２１，６６９

屋
外
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壁
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プロムナード

校舎棟
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駐
車

場
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処
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浄
化

槽

平
成

１
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年
竣

工
鉄

骨
造
平

屋
建

て
間

地
石
積

み

丸之内崇広中学校線

間
地
石
積

み

Ｈ
＝

０
～

１
５

０
０

Ｈ
＝

０
～

１
５

０
０

Ｈ＝０～１２００

（
隣

地
）

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ

ＲＣ造３階建て

耐火建築物

テニスコート

ＲＣ造３階建て

耐火建築物

階段

階段

駐車場

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ロータリー

あずまや

空地
ｺﾝｸﾘｰﾄ法面

ｺﾝｸﾘｰﾄ法面

屋内運動場

既設ます

国
道

２
５

号
線

運　動　場

特別教室棟

法面　Ｌ＝3.900　13本

上段水平部 Ｌ＝23.000

Ｌ＝17.000

Ｌ＝2.400

Ｌ＝2.400

Ｌ＝4.500

Ｌ＝3.300
※

※

③-1

③-４

③-５

※付

※付
③-2

②

①

※付箇所は（上部ＳＵＳ細目グレーチング付）

テ
　

ラ
　

ス

（
＋

４
，

０
０

０
）

中
庭

２

昇　降　口

（＋１，６５０）

中庭１

グランド

既設分水嶺
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機械設備 S=Ｎ/Ｓ

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 耐熱性硬質塩化ビニル管

不要

単独

コンクリート既製管

算定人員　　　人槽　処理水量　　ｍ３／日

ＲＣ躯体

全自動

配管用炭素鋼鋼管（白）

合併

ＦＲＰ製

補強スラブ

その他

受水槽　　　本体

配管材料

弁　　類

量水器

引込加入、市納金等

その他

給水方式

ガスの種別

配管材料

ボンベ

気化装置

メーター

ガス漏れ検警報器

引込納付金等

消火設備の種別

屋内消火栓箱

屋外消火栓箱

連結送水管

その他

制　　御

配管材料

その他

ろ過方式

方式・容量

材　　質

その他

高架水槽　　本体

工 事 範 囲

配管材料

消火栓弁

排水方式

放流先

配管材料

桝　　類

大便器洗浄方式

水　　栓

給湯方式

配管材料

燃　　料

その他

その他

給
水
設
備

排
水
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
湯
設
備

ガ
ス
設
備

消
火
設
備

ろ
過
設
備

浄
化
槽
設
備

要

屋内消火栓

連結送水管

HB-1A

HB-3A

HB-21

HB-11A.B

鋼管

砂

消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

JIS 10 kgf/cm2

屋外消火栓

連結散水管

HB-1B

HB-3B

HB-22

HB-12A.B

JIS G 3452

フィルター

手動

スプリンクラー

移動粉末消火

HB-2A

HB-4A

JIS G 3454)

泡消火

フード消火

HB-2B

HB-4B S

粉末内消火

消火器

消火用塩ビ外面被覆鋼管（ＶＦ）

買取品

別途工事

自動遮断弁付

別途工事

都市ガス

液化石油ガス

配管用炭素鋼鋼管（白）

都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

別途工事

ボンベ

転倒防止鎖等

不要

要

貸与品

本工事

一般形

要

不要

耐熱性硬質塩化ビニル管

都市ガス

10kg

本工事

本工事

電気式

20kg

別途工事）

50kg バルク 本数（t）

ポリ管ポリエチレン被覆鋼管［地中埋設部］ビニル被覆鋼管［地中埋設部］

（発熱量　１２，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）

（種別　　　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　ｋｃａｌ／ｍ３）

供給事業者名

ＬＰＧ

温水機

瞬間湯沸器

内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管［土中、暗渠］

被覆銅管

さや管工法

灯油

和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

配管用炭素鋼鋼管（黒）［油］

ガス給湯器

電気温水器

架橋ポリ管

Ａ重油

電気温水器

電気

配管用炭素鋼鋼管（白）［温水］

　　　　　）

中央式

局所式

銅管

ステンレス鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

節水コマ（泡沫式は除く）

ボイラー

ガス給湯器

Ｍ Ｌ）（

市販桝

低圧形

普通コマ

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

雑排水管

屋外排水管

公団形（Ｂ種）

洗浄タンク

通気管

各階に伸縮継手取付

メカニカル形排水鋳鉄管

配管用炭素鋼鋼管（白）

遠心力鉄筋コンクリート管

現場打ち

節水形

雨水管

配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

（外圧管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

小口径

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）［１５０以上］

ビニル桝

１種）２種

側溝又は河川

側溝又は河川

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

耐火被覆ビニル管

耐熱塩化ビニル管（ＨＴ）

既存桝

既存桝

既存桝

合流方式

合流方式

合流方式

浄化槽

調整池

給水配管（ＨＩ）は抜け防止措置を施すこと

ウォーターハンマーが生じる恐れのある配管経路へは有効な防止機器を取付ける

分流方式

分流方式

分流方式

下水管

下水管

屋　外

屋　内

雨　水

汚　水

雑排水

雨　水

屋内汚水管

高架水槽方式

圧送方式

水道直結方式

鋼鈑製

ＦＲＰ製

ＦＲＰ製

ステンレス製

ステンレス製

ライニング鋼管

さや管工法

その他の部分

貸与品

直結部分

要

不要

硬質ポリ塩化ビニル管

圧力タンク

一体型

一体型

パネル型

一体型

パネル型

一体型

一体型

地　中

架橋ポリ管

一　般

水道業者指定品

市水

JIS 5 kgf/cm2

買取品（私設）

別途工事

一般・地中

回転数制御

複合板

複合板

複合板

複合板

パネル型

パネル型

パネル型

VA

VD

本工事

VB

PD

単板

単板

単板

単板

VD

SUS

JIS 10 kgf/cm2

PA PB PD

（

本工事

(

（

Ｍ（ Ｌ）

ＦＶ

（

耐火被覆ビニル管

HI （屋内埋設は保温施工） VP ポリ管

＊ 建 築 仕 様 書 参 照

ＲＣ造

印を付けたものを本工事に適用する。機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

工事名称

建 築 概 要

工事場所

備 考構 造 階 数 延 べ 面 積建 物 名 称

「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

「建築設備工事共通仕様書」

消防関係法規（所轄署指導要網含む）

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

空気調和・衛生工学会規格

日本建築家協会編

所轄水道局 ガス供給社内規 その他関連法規

適用仕様書

一 般 事 項

優先順位

疑　義

変　更

工程表

施工図

機器及び材料等

耐震措置

工事写真

完成図書

発生材処分

申請手続

１．現場説明事項・質疑応答書　　　２．本特記仕様書　　　３．設計図書　　　４．工事共通仕様書

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、疑義についてはその都度監督員と協議する事。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められるものについては、本工事に含むものとする。

実施工程表、月間工程表を関連業者間にて十分協議して作成し、監督員に提出する。

請負者は施工に先立ち、施工計画書、工種別施工要領書、施工図等を作成し、監督員と打ち合わせを行うこと。

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メ－カ－リスト）、機器明細図、現品、カタログ、

施工図等の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討する。

その他諸資料を事前に届け出ること。　尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メ－カ－品番を使用しているので、

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂版）一建築設備編」によるほか、監督員の指示により撮影し提出する。

国土交通省住宅局建築指導課監修の「建築設備耐震設計・施工指針」による。

メ－カ－の選定にあったっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による環境物品等の調達推進に関する法律

（グリ－ン購入法）を考慮し、再生品などの環境に優しい（環境物品）の調達に務める。

建設リサイクル法（三重県指針）に基づき再生資源の十分な利用及び廃棄物の原料等を通じて、資源の有効な利用の確保

及び廃棄物の適正な処理を図り、もって生活環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄与すること。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報、材料検収簿、完成写真、竣工図、取扱説明書等 とりまとめ提出すること。

完成原図１部,青焼Ａ３版２つ製本（文字入,表紙,背共）２部,青焼Ａ２版２つ製本（文字入,表紙,背共）２部,完成図面電子デ－タＪＷＷ形式ＣＤＲ１枚

全写真のサムネ－ルを印刷そたもの（Ａ４版）１部,代表的写真を抽出し,Ｌ版相当サイズで印刷（Ａ４版用紙に１ペ－ジ３枚）印刷したもの１部

発生材を処分する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「再生資源の利用の促進に関する法律」に基づいて適正に

処理する。（マニフェストＡ、、Ｄ、Ｅの写しを提出すること）

工事着者前に漏水の有無を確認すること、又工事施工後の加圧試験等を監督員の指示により行うこと。

工事に必要な又は支障となる既設配管、機器の脱着については、図面に記載なくても監督員の指示により行うこと。

工事に伴う官公署への申請・届出は請負者において行う。これに伴う費用も本工事の含む。

その他

特 記 事 項

地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用すること。

建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用することができる。

排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

既存コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

共 通 事 項

保温工事 保温施工範囲は共通仕様書による。

保温施工種別 共通仕様書による。

下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内 グラスウール保温筒

ステンレス鋼鈑仕上げ

アルミガラスクロス

屋内露出 グラスウール保温筒 合成樹脂カバー

ポリスチレンフォーム保温筒

床下・暗渠内 グラスウール保温筒

保温厚さ 共通仕様書による。

下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による。）

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

消火管（但し屋外・屋内露出のみ）

１００～１５０Ａ ２００Ａ以上

20mm 25mm 40mm

８０Ａ以下

３２～２００Ａ ２５０Ａ以上２５Ａ以下

30mm 40mm 50mm冷水管・冷温水管

冷媒配管の露出部は化粧ケース仕上げとする。

工 事 種 別

給排水衛生設備

排水設備

衛生器具設備

給湯設備

ガス設備

消火設備

ろ過設備

浄化槽設備

給水設備

屋 外 屋 内屋 外 屋 内

空調設備

機器設備

配管設備

ダクト設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

防水麻布（アスファルトプライマー）

屋内運動場 2階建て

設備設計基準による）

（指示なきは建設省建築

設計空気条件

熱源機器

放熱器

配管方式

配管材料

その他

機
器
設
備

配
管
設
備

弁　　類

その他

換気方式

風　　道

風　　道

風道材質

吹出口・吸込口

その他

ダ
ク
ト
設
備

換
気
設
備

吹出口・吸込口

耐火被覆

風道材質

風道材質

排煙口

排煙口開放装置

復帰方式

その他

排煙風量測定

制御方式

その他

その他

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

自動制御 自動制御機器

フレキダクト

トキメックランデイスギア／山武ハネウェル／横河ジョンソンコントロールズ

アライ実業／オーツカ／栗本鐵工所

鉄パネル水槽

水槽 ＦＲＰ水槽

衛生器具 衛生器具類

ポンプ ポンプ類

保温材

弁

管

ＲＷ・ＧＷ保温材

青銅弁・鋳鉄弁

メ ー カ ー リ ス ト 下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。

継手共 水マーク表示品／ＷＳＰ表示品／ＪＩＳマーク表示品／ＨＡＳＳ表示品／ＪＰＦ規格品／ＳＡＳ規格品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品 ＪＩＳ規格以外：ＩＮＡＸ／ＴＯＴＯ

評価事業名簿による

積水プラント／日立化成／ブリジストン／三菱樹脂

積水プラント／ブリジストン

ガス給湯器（ＬＰＧ）

ガス給湯器（都市ガス）

ガス器具 ガス配管器具

量水器量水器

鋳鉄製蓋

鋳鉄製品 排水金物

桝類（塩ビ桝）

桝 桝類（公団型） 協和コンクリート／桑名工業／昭和工業／ネオジオ／丸八産業

日本下水道協会、排水設備用樹脂製マス協会規格対象品又は準拠品

評価事業名簿による

オオタケファンドリー／カネソウ／ダイドレ／中部コーポレーション／南濃鋳工／福西鋳物／ホクキャスト

伊藤工機／桂精機製作所／藤井合金製作所／富士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、省令による証票を付したもの

愛知時計電機／金門製作所／リコーエレメック

金門製作所／富士工器／富士電機／松下電工／矢崎総業ガス警報 ガス警報システム

厨房機器 厨房システム 評価事業名簿による

濾過装置 濾過機 オルガノ／栗田工業／サンエイ工業／三協／三進ろ過工業／タクマ／理水化学工業

滅菌機

消火設備

滅菌機

消火栓類

消火栓ホース

スプリンクラー・泡消火

磯村製作所／オーヤラックス／水道機工／日本曹達

立売堀製作所／岸本産業／北浦製作所／村上製作所／横井製作所

日本消防検定協会の合格表示品

ノーミ／ニッタン／日本ドライケミカル／能美防災／ホーチキ

特殊ガス消火

合併浄化槽（ＦＲＰ製）

合併浄化槽（ＲＣ造）浄化槽

川重防災工業／セコム／日昭・林テクノス／日信防災／ニッタン／能美防災

神鋼パンテック／ダイキ／東海不二工業／西原ネオ工業／フジクリーン工業／藤吉工業

建設大臣型式認定品

簡易水洗

ブロア

クリーントイレ

ブロア

ＩＮＡＸ／積水化学工業／ネポン／日立化成工業／松下電器産業／ロンシール

グリストラップ グリス・ガソリントラップ

朝日機工／アンレット／新明和工業／安永

カネソウ／栗本鐵工所／下田機工／積水プラントシステム

空気調和機

製缶類 製缶類・熱交換器 島倉鉄工所／広島鉄工／ベルテクノ／前田鉄工所／前田鉄工所（四日市）／森松工業

ダクト付属品

換気扇 換気扇類

送風機 送風機類

防振装置

加湿器

防振材・防振装置

加湿器 ウェットマスター／ピーエス工業／山武軽装

倉敷化工／高砂ゴム／特許機器／ブリヂストン／明和ゴム化成

評価事業名簿による

スパイラルダクト

ステンレス鋼鈑

亜鉛鉄板ダクト

大阪ラセン管工業／栗本鐵工所／泰弘／富士空調工業／フジモリ産業

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

吹出口・吸込口

風量ユニット

空研工業／新晃工業／トーキン／錦興業

エアコンスター／クボタ／新晃工業／東プレ

パッケージ形空調機 ダイキン工業／東芝／日立製作所／松下電器産業／三菱重工業／三菱電機

ガスエンジン空調機 アイシン／三洋／三菱重工／ヤンマー

冷温水発生機

温水ボイラー

ＥＨＰ

冷媒配管

冷温水管

冷水・温水管

冷却水管

ドレン管

油管

蒸気管

冷媒管

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議の上バタフライ弁を使用してよい。

JIS 5 kgf/cm2

集中換気

低速風道

低速風道

亜鉛鉄板

アルミニウム製

アルミニウム製

湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

天井取付

手動

遠隔形

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

電子

室内条件

外気条件

＜夏季＞ 乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％ ＜冬季＞

外気条件

室内条件

乾球温度℃ 湿球温度℃

チラー

氷蓄熱

ＧＨＰ

冷温水配管

冷媒用銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）

ライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

空冷ＨＰ

ＦＣＵ

冷却水配管

冷媒用被覆銅管

VA VB)

ＡＣＵ

空冷

温水配管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管（白）

外面塩ビ被覆鋼管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ） 断熱ドレンホース

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

水冷ＨＰ 水冷）

相対湿度％

個別換気

高速風道

高速風道

塩化ビニルライニング鋼鈑

塩化ビニルライニング鋼鈑

鋼鈑製（指定色焼付塗装）

鋼鈑製（指定色焼付塗装）

普通鋼鈑（厚１．６ｍｍ）

スリット形

手動及び遠隔操作可能なもの

手元形

ステンレス鋼鈑

ステンレス鋼鈑

JIS 10 kgf/cm2

グラスウールダクト

硬質塩化ビニル管（ＶＵ） スパイラルダクト

消音フレキ

電気 空気

（

（

28.0 20.0

スイング形）（

栗田工業／東芝／日立製作所／パナソニックエコシステムズ／三菱電機

Ｍ－０１特記仕様書

　　　　　　㎡

既設合併処理槽

既設合併処理槽

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

崇 広 中 学 校 屋 内 運 動 場 大 規 模 改 造 工 事

三 重 県 　 伊 賀 市 　 地 内



SCALE No

TITLEMEMO

DRAWNING

機械設備 S=Ｎ/Ｓ Ｍ－０２凡例・器具機器表

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

参考品番（ＬＩＸＩＬ）

ＣＦ-６３ＨＳＴ（二連紙巻器）

Ｕ-Ａ５１ＡＰ

Ｌ-２７５ＦＣＲＳ,ＡＭ-２１１Ｖ１（自動単水栓）,ＬＦ-２７５ＳＡＵ,ＳＦ-１０Ｅ,ＫＦ-３０ＤＮ,ＫＦ-２４Ｆ（水石鹸入れ）

Ｓ-２０２Ａ,ＬＦ-７ＫＥ-１９,ＳＦ-２０ＳＡＦ-Ｐ（ＡＹ）,ＳＦ-２０２,ＳＦ-１０Ｅ（ＡＹ）

ＫＦＣ-２７１Ｔ１Ｕ２,固定金具共

ＫＦ-Ｗ４５０Ｈ７５０

ＫＦ-４５６０Ａ

Ｃ-Ｐ２５Ｓ,ＣＦ-Ｔ７１１４Ａ（ＦＶ）,ＣＦ-５ＣＥＣ（普通便座），ＣＦ-１１５-１,ＣＦ-１１５-２,ＣＦ-５１Ｂ,ＣＦ-６３ＨＳＴ（二連紙巻器）

ＢＣ-Ｐ２０Ｓ,ＤＴ-ＰＡ２５０ＣＨＴＫ,ＣＦ-５ＣＥＣ（普通便座），ＣＦ-６３ＨＳＴ（二連紙巻器）

ＢＣ-Ｐ２０ＳＭ,ＤＴ-ＰＡ２５０ＣＨＴＫ,ＣＷ-ＰＣ１２ＱＣ-ＮＥＣＫ（温水器付洗浄便座：蓋なし）,ＣＷ-２０１ＰＪ,ＣＦ-００８-１,

ＫＦ-９２６ＡＥＲ８０Ｄ２５Ｊ,固定金具共

ＫＦ-４７１ＥＨ７０Ｊ,固定金具共

ＫＦ-７０１ＡＥＪ,固定金具共

Ｌ-１７６ＵＦＣＲ,ＡＭ-２００Ｖ１（自動単水栓）,ＬＦ-２８１ＰＡＵ,ＳＦ-１０Ｅ（ＡＹ）,ＡＹ-５５ＤＮ

参考品番：Ｖ-１２ＰＰＶＳ７

３０ＦＫ７参考品番：ＥＸ-

参考品番：ＥＸ-２０ＳＣ３-ＥＨ

記　　号 名　　称 記　　号 記　　号 名　　称名　　称

屋外排水管

汚水・雑排水管

GV 仕切弁

給水栓

フラッシュ弁

床上掃除口

天井換気扇・排気ファン

パイプフ－ド

給水管

通気管

スパイラルダクト

撤去機器・配管類を示す

既設撤去機器・配管類を示す

凡　　　　　　　例

換　気　機　器　表

風　　量
ダクト径
静　　圧
付　属　品

形　　式ＶＦ- １

記　号 機器名称 形　式　・　仕　様 相 電圧 備　考台数
電　気　容　量

消費電力
（W）（V）（φ）

名　　称 参考品番（ＴＯＴＯ）

合
　
　
計

衛　生　器　具　表

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

洋風便器

Ｌ型手すり

センサ－一体型小便器 ＵＦＳ９００Ｒ

Ｔ１１２ＣＬ１１,固定金具共

カウンタ－一体型洗面器 Ｌ２７０ＣＭ,ＴＥＮ７７Ｇ１（自動単水栓）,Ｔ７ＳＷ１,Ｔ６ＢＲ,Ｔ１５６ＰＨ,ＴＬ２２０Ｄ,ＴＳ１２６ＡＲ（水石鹸入れ）

掃除流し ＳＫ２２Ａ,Ｔ２３ＡＥ２０Ｃ,Ｔ３７ＳＧＥＰ,ＴＮ１１４,Ｔ９Ｒ,ＴＫ２２,ＨＨ０４０６０

背もたれ ＥＷＣ３８５ＣＳ,固定金具共

はねあげ手すり Ｔ１１２ＨＫ７,固定金具共

小便器用手すり Ｔ１１２ＣＵ２,固定金具共

１

１１

１

３

１

１

２

１

１１

１

１

１

３

３３

１１

１

１１

１

３

み
ん
な
の
ト
イ
レ

前
　
　
室

１

洗面器 Ｌ２１０Ｃ,ＴＥＮ４１Ａ（自動単水栓）,Ｔ７ＰＷ１,ＴＬ２５０Ｄ,ＨＨ０４０６０ ２４

化粧鏡

化粧鏡

ＹＭ４５７５Ａ（４５０Ｘ７５０）

ＹＭ４５６０Ａ（４５０Ｘ６００）

１

２

１

２４

洋風便器

洋風便器

m3/h
φ
Pa

１５０
角形：電源コ－ド（プラグ付）

１５０

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付,パイプスリ－ブ,その他付属品共

1 100 男子トイレ・女子トイレ設置場所：２

風　　量
形　　式

羽根径
付　属　品

m3/h
ｃｍ
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SCALE No

TITLEMEMO

DRAWNING

機械設備 配置図 S=1/500 Ｍ－０３

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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DRAWNING

S=1/100機械設備 平面詳細図（改修前） Ｍ－０４

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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改修前　１階平面図　Ｓ＝１／１００
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体育用具室室

体育室

撤去

Ｆ
２ 手はつり補修

撤去

給水管：硬質塩ビライニング鋼管

撤去配管リスト

器具接続：排水用鉛管

アスファルトカッタ－切・撤去を示す

汚水管：硬質塩化ビニル管

雑排水管・通気管：硬質塩化ビニル管

既設配管サイズ,ル－トは参考とし,現場確認の上施工の事。

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。

土間はつり及仕上げの撤去は建築工事とする。建築図参照

撤去工事凡例：処分は建築工事

排水５０Ａ：キャップ止め（ＦＬより下げて）

自在水栓撤去
撤去後プラグ止め数量

控室１形　　式

羽根径

付属品

壁付形

ウェザーカバー、他一式共

形　　　　式名　　称

壁付換気扇

記　号

（　撤　去　）換　気　機　器　表

設置場所 備　考

撤去
Ｆ
２

既設を示す。

今回撤去工事を示す。

平面詳細図参照

３０ｃｍ
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TITLEMEMO

DRAWNING

S=1/100機械設備 平面詳細図（改修後） Ｍ－０５

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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女子トイレ

男子トイレ

みんなのトイレ

１
ＦＥ

既設換気扇取付跡に取付

コア抜き貫通箇所を示す

既設貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

アスファルト復旧を示す

※今回改修工事にあたって,施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

土間復旧及仕上げ補修は建築工事とする。建築図参照

改修工事凡例

平面詳細図参照

窓パネルは建築工事
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SCALE No

S=1/50

TITLEMEMO

DRAWNING

平面詳細図（1F 男子更衣室、男女トイレ） 平面詳細図（1F 男子更衣室、男女トイレ）改修前 改修後

機械設備 平面詳細図（改修前・改修後） Ｍ－０６

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

2
,7

0
0

Y
9

5
,2

00

2,
50

0

Y
8

2
,8

50
2
,8

50

5,
70

0

Y
7

Y
6

4,000

X1

4,000

X1

Y
9

5
,2

00

2
,5

00

Y
8

5,
70

0

Y
7

Y
6

2
,8

50
2
,8

50
2
,7

0
0

男子更衣室
バスケット部

女子トイレ

男子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

前室

みんなのトイレ

↑
↑

２０

３２

２０

５０

ＣＯＡ１００

５０
２０

２０ ２０

３２

４０４０

７５

２５

５０
Ｔ５Ａ５０

５０

７５

７５

７５

２０
Ｔ５Ａ５０

Ｔ５Ａ５０

２０
６５

４０

４０

２０

※配管は天井内にて既設接続とする。

改修工事凡例

コア抜き貫通箇所を示す

既設貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

※今回改修工事にあたって,施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

土間復旧及仕上げ補修は建築工事とする。建築図参照

※配管は屋内にて既設接続とする。

※配管は屋内にて既設接続とする。
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撤去工事凡例：処分は建築工事

今回撤去工事を示す。

既設を示す。

汚水管：硬質塩化ビニル管

雑排水管・通気管：硬質塩化ビニル管

既設配管サイズ,ル－トは参考とし,現場確認の上施工の事。

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。
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土間はつり及仕上げの撤去は建築工事とする。建築図参照

衛生器具表

衛生器具類撤去一覧表：処分は建築工事

和風大便器 Ｃ２５２Ｂ，ＦＶ，他付属品共

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

１

１

品番及び付属品

３

３

３

洗面器 Ｌ１４４Ｇ,他付属品共

ＫＦ３０４５

化粧棚 Ｈ３１
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Ｕ１００，他付属品共

仕切板 他付属品共
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DRAWNING
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加圧ポンプ図　1　　（参考図）

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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DRAWNING
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加圧ポンプ図　2　　（参考図） Ｍ－０８

崇広中学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）


